
宮城県農業土木工事施工管理基準

平成２７年１０月

宮城県農林水産部



宮城県農業土木工事施工管理基準の改定について

平成２７年９月２４日付け農村第３７５号

このことについて、下記のとおり改定・適用しますので、適切に事務処理願

います。

記

１ 図 書 名：「宮城県農業土木工事施工管理基準」平成２７年１０月

宮城県農林水産部監修 図書とする。

２ 適用月日：平成２７年１０月１日以降に公告または指名通知を行う工事

から適用する。
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第１項 宮城県農業土木工事施工管理基準及び 

       宮城県農業土木工事施工管理基準実施要領 
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（別 紙） 

 

宮城県農業土木工事施工管理基準 
 

 

 １．目  的 

 この宮城県農業土木工事施工管理基準( 以下「管理基準」という。) は、宮城県が発注する農

業農村整備事業等工事について、その施工に当たっての工事の工程管理、出来形管理及び品質管

理の適正化を図るため、受注者が実施する施工管理の基準を定めたものである。 

 

 ２．適  用 

 この管理基準は、宮城県が実施する農業農村整備事業等の土木工事を請負により施工する場合

に適用するもので、この管理基準と特記仕様書が一致しない条項は特記仕様書が優先する。 

 本管理基準に定めるＪＩＳ規格及び各種協会規格が、最新のこれらの規格と異なる場合にあた

っては、当該最新の規格を適用するものとする。 

 

 ３．施工管理の基本構成 

   施工管理の基本構成は次のとおりとする。 

 

             工程管理（進度管理） 

                          直接測定による出来形管理 

     施工管理    出来形管理 

                          撮影記録による出来形管理 

             品質管理 

 

（１）工程管理とは、契約工期を考慮し、工事の施工達成に必要な作業手順及び日程を定めて、

工程内容に応じた方式（ネットワーク方式、バーチャート方式等）により工程計画表を作成

し、工事実施途中で計画と実績を比較検討の上、必要な処置を講ずることをいう。 

（２）直接測定による出来形管理とは、工事の出来形を把握するため、工作物の寸法、基準高等

の測定項目を施工順序に従い直接測定（以下、「出来形測定」という。）し、その都度、結

果を管理方法に定められた方式により記録を行い、常に適正な管理を行うことをいう。 

（３）撮影記録による出来形管理とは、出来形測定、品質管理を実施した場合、又は施工段階（区

切り）及び施工の進行過程が確認できるよう、撮影基準等に基づいて撮影記録を行い、常に

適正な管理を行うことをいう。 

（４）品質管理とは、資材等の品質を把握するため、物理的、化学的試験を実施（以下、「試験

等」という。）し、その都度、結果を管理方法に定められた方式により記録を行い、常に適

正な管理を行うことをいう。 

 

 ４． 施工管理の実施 

（１）受注者は、宮城県農業土木工事共通仕様書第１－１－１０条に規定する技術者と同等以上

の資格を有する者を、施工管理責任者に定めなければならない。施工管理責任者は、当該工

事の施工管理を掌握し、この管理基準に従い適正な管理を実施しなければならない。 

（２）施工管理は、第２項、第３項、第４項に示す「直接測定による出来形管理」、「撮影記録

による出来形管理」及び「品質管理」の方法により行うものとする。なお、この管理基準又

は特記仕様書に明示されていない事項及び不明な事項については、監督職員と協議するもの
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とする。 

（３）施工管理は、契約工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保が図られるよう、工事の

進行に並行して、速やかに実施し、測定（試験）等の結果をその都度管理図表等に記録し、

適切な管理のもとに保管し、監督職員の請求に対し速やかに提示するとともに、工事完成時

に提出しなければならない。 

なお、提出様式は第６項に示す「施工管理記録様式」を参考に適正な方式を選定するもの 

とする。 

（４）施工管理に当たっては、完成後に明視できない部分又は完成後に測定困難な部分について

は、完成後に確認できるよう、測定・撮影箇所を増加する等、出来形測定、撮影記録に特に

留意するものとする。 

（５）完成後に測定できないコンクリート構造物の出来形管理の測定は、監督職員の承諾を得て、

型枠建込時の測定値によることができるものとする。 

（６）施工管理の初期段階においては、必要に応じて測定基準にかかわらず測定頻度などを増加

するものとする。 

（７）出来形測定及び試験等の測定値が著しく偏向したり、バラツキが大きい場合は、その原因

を追求かつ是正し、常に所要の品質規格が得られるように努めるものとする。 

（８）関係する工種の管理基準値及び規格値に相違がある場合は、主要構造物の管理基準値及び

規格値により管理を行うものとる。 

（９）受注者は、完成検査、出来高検査及び中間検査に際しては、この管理基準に定められた施

工管理の結果を提出するものとする。 

（10）規格値の上下限を超えた場合は「手直し」を行うものとする。ただし、上限を超えても構 

造及び機能上、支障ない場合はこの限りでない。 

（11）施工管理に要する費用は、受注者の負担とする。 

 

 ５．用語の定義 

   管理基準値‥‥‥‥管理基準値は、「規格値」の範囲内に収まるよう、受注者が実施する施工

管理の「目標値」として示したものである。 

   規 格 値‥‥‥‥規格値は、設計値と出来形測定値、試験値との差の限界値であり、測定・

試験値は全て規格値の範囲内になければならない。 
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宮城県農業土木工事施工管理基準実施要領 
 

 １．総則 

 この要領は、「宮城県農業土木工事施工管理基準」に基づき宮城県農林水産部の農業農村整備

事業等工事の施工管理を実施する場合に適用する。 

  

 ２．管理の方法 

（１）工程管理 

   工程管理は、工程内容に応じた方式（ネットワーク方式、バーチャート方式等）により作

成した工事工程表によって管理するものとする。 

（２）直接測定による出来形管理 

   原則としてすべての工種に適用し、管理の方法は管理図表、結果一覧表等によるか、又は

構造図への朱記、併記によるものとする。 

（３）撮影記録による出来形管理 

   すべての工種に適用し、特に完成後明視できない部分の重要な箇所については、撮影箇所

を増加することができるものとする。 

   なお、監督職員と協議のうえ電子媒体を利用した撮影記録による出来形管理も行えるもの

とする。 

（４）品質管理 

   原則としてすべての工程に適用し、管理の方法は管理図表、結果一覧表等によるものとす

る。ただし、下記の工程の管理基準は、構造物の規模、構造物の品質確保の重要度等から判

断して特別に定めることができるものとする。 

    ア ダム、頭首工、幹線水路及びこれらと関連のある施設 

    イ 揚水機場等のコンクリート構造物 

       ウ  橋台、橋脚等のコンクリート構造物 

        エ  コンクリート擁壁、石積(張)、ブロック積(張)等で高さ又は延長の大きな構造物 

        オ  道路、堤防等 

        カ  土工及び材料 

 

  ３．施工管理の細目 

（１）監督職員は、受注者の管理記録をチェック確認し、必要に応じ現場で検測を行うものとす

る。検測の結果が記録と一致しない場合、記録に不備が認められる場合等には、更に別途の

方法（ドリル又はコア等）でチェックを行う。 

（２）出来形管理の規格値は、原則として管理基準値の１.５倍としてあり、この管理基準値に基

づき施工管理された出来形は、規格値の上下限を超えることは通常ありえない。 

規格値の上下限を超えた場合は「手直し」を原則とする。ただし、上限を超えても構造上 

及び機能上に支障ない場合はこの限りでない。 
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ｅ
＝

√
（
ｘ
²＋

ｙ²
）

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

コ
ン

ク
リ
ー

ト
杭

基
礎

コ
ン

ク
リ
ー

ト
は

コ
ン

ク
リ
ー

ト
基

礎
を

適
用

す
る

。

 基
準

高
、

偏
心

。
 な

お
、

別
に

支
持

力
を

示
し

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
杭

打
ち

成
績

表
（
様

式
4
）
に

よ
る

。

 左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 場
所

打
ち

杭
と

は
、

オ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

工
法

、
リ

バ
ー

ス
工

法
、

ア
ー

ス
ド

リ
ル

工
法

と
す

る
。

 法
長

の
１

％
と

は
、

山
と

谷
の

差
の

絶
対

値
を

い
う

。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

 線
的

な
も

の
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

２
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
測

定
す

る
。

 厚
さ

（
Ｔ

1
、

Ｔ
2
）
の

測
定

は
各

々
、

法
長

２
ｍ

未
満

は
1

箇
所

（
お

お
む

ね
 Ｌ

/
2
）
、

２

ｍ
以

上
は

２
箇

所
（
お

お
む

ね
Ｌ
/

3
、

2
/

3
 Ｌ

）
測

定
す

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

 箇
所

単
位

の
も

の
に

つ
い

て
は

適
宜

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

 重
要

構
造

物
は

全
数

、
そ

れ
以

外
は

施
工

本
数

2
0
本

当
た

り
１

本
測

定
し

、
2
0
本

未
満

は
2
本

測
定

す
る

。
 支

持
杭

に
つ

い
て

は
打

止
ま

り
沈

下
量

を
全

数
測

定
す

る
。

　 １ 共 通 工 事

 基
準

高
、

厚
さ

、
法

長
で

2
0

点
以

上
の

も
の

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

7



（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

矢
板

打
工

　
　

  
　

 3
0

　
　

  
　

 4
5

（
矢

板
護

岸
を

基
準

高
 　

（
Ｖ

）

　
含

む
）

　
　

  
　

 6
5

　
　

  
　

 1
0
0

中
心

線
の

ズ
レ

　
　

　
　

　
　

（
ｅ
）

　
　

  
　

 0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

2
0
0
ｍ

未
満

　
　

  
 2

0
0

オ
ー

プ
ン

ケ
ー

　
　

  
　

 6
5

　
　

  
　

  
1
0
0

－

ソ
ン

基
準

高
 　

（
Ｖ

）

　
　

  
  

 1
3

 　
　

  
　

　
2
0

厚
さ

　
　

　
（
Ｔ

）

　
　

  
　

 3
0

　
　

  
 　

　
5
0

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）

　
　

  
　

 6
5

　
 　

  
 　

1
0
0

高
さ

　
　

　
（
Ｈ

）

　
　

　
  

 3
0

　
　

  
 　

　
5
0

  

長
さ

　
　

　
（
Ｌ

）

　
　

　
2
0
0

　
　

　
3
0
0

偏
位

　
　

　
（
ｅ
）

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 １ 共 通 工 事

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の

 線
的

な
も

の
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

２
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
測

定
す

る
。

 構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

 壁
厚

、
幅

、
長

さ
に

つ
い

て
は

１
ロ

ッ
ト
毎

に
測

定
す

る
。

 構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
、

長
さ

、
偏

位

中
心

線
の

ズ
レ

は
中

心
線

よ
り

右
を

  
  
 左

を
  
  
 と

す
る

。
 指

定
仮

設
は

基
準

高
等

が
明

記
さ

れ
た

も
の

。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

8



（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

栗
石

基
礎

栗
石

基
礎

、
砕

石
基

礎
、

－

砕
石

基
礎

厚
さ

　
　

　
（
Ｔ

）
砂

基
礎

砂
基

礎
  

　
 　

 3
0

  
　

 　
 5

0

均
し

コ
ン

ク
均

し
コ

ン
ク

リ
ー

ト

  
  
  
  
リ
ー

ト
  

　
 　

 1
3

  
　

 　
 2

0

栗
石

基
礎

、
砕

石
基

礎

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）
　

  
 　

 1
3
0

　
  

 　
 2

0
0

砂
基

礎
、

均
し

コ
ン

ク
リ
ー

ト

　
  

 　
 6

5
　

  
 　

 1
0
0

　
　

  
 　

 0
.2

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

　
5
0
ｍ

未
満

　
  

 　
1
0
0

コ
ン

ク
リ
ー

ト
　

　
  

　
 3

0
　

　
  

　
  

 4
5

付
帯

構
造

物
基

準
高

 　
（
Ｖ

）

コ
ン

ク
リ
ー

ト
部

材
厚

3
0
ｃ
ｍ

未
満

基
礎

厚
さ

　
　

　
（
Ｔ

）
　

　
　

  
　

1
5
　

　
  

　
1
3

　
　

 　
  

  
2
0

コ
ン

ク
リ
ー

ト
　

　
〃

　
3
0
ｃ
ｍ

以
上

側
溝

　
　

　
 　

 2
0
　

　
  

　
1
5

　
 　

　
  

  
2
5

コ
ン

ク
リ
ー

ト
　

　
  

  
 2

0
　

　
  

  
　

 3
0
 

管
渠

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）

横
断

構
造

物
2
m

未
満

　
　

  
  

2
0

　
　

  
  

　
 3

0
 

コ
ン

ク
リ
ー

ト
高

さ
　

　
　

（
Ｈ

）

擁
壁

2
m

以
上

　
　

  
  

3
0

　
 　

　
  

  
4
5

そ
の

他
上

記
に

　
　

  
  
　

 0
．

1
％

準
ず

る
も

の
施

工
延

長

（
又

は
長

さ
）

た
だ

し
延

長

  
2
ｍ

未
満

　
  
  
  

 3
0

  
　

　
 1

0
ｍ

 〃
　

  
  
  

　
 5

0

 5
0
ｍ

 〃
　

  
  

  
 1

0
0

2
0
0
ｍ

 〃
  

  
  
　

 2
0
0

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 １ 共 通 工 事

管
  
理

  
方

  
式

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
で

2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
又

は
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

こ
と

が
困

難
な

も
の

及
び

施
工

延
長

 管
水

路
の

基
礎

は
「
8
水

路
工

事
の

管
水

路
基

礎
(砂

基
礎

等
)」

に
よ

る
。

 線
的

な
構

造
物

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね
２

０
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
測

定
す

る
。

  
箇

所
単

位
の

も
の

に
つ

い
て

は
適

宜
構

造
図

の
寸

法
標

示
箇

所
を

測
定

す
る

。

 線
的

な
も

の
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
測

定
す

る
。

  
箇

所
単

位
の

も
の

に
つ

い
て

は
適

宜
構

造
図

の
寸

法
標

示
箇

所
を

測
定

す
る

。

 箇
所

単
位

の
構

造
物

に
つ

い
て

、
基

準
高

、
厚

さ
、

幅
、

高
さ

 重
要

構
造

物
の

基
礎

の
み

及
び

施
工

延
長

 左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の

9



（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

精
度

を
要

す
る

　
　

  
　

 1
5

　
　

  
 　

 2
0

－

も
の

基
準

高
 　

（
Ｖ

）

分
水

工
計

量
　

　
  

　
 1

3
　

　
  

 　
 2

0

部
厚

さ
　

　
　

（
Ｔ

）

ゲ
ー

ト
戸

当
部

　
　

  
 　

 7
　

　
  

 　
 1

0

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）

橋
台

沓
部

　
　

  
 　

 7
　

　
  

 　
 1

0

高
さ

　
　

　
（
Ｈ

）

　
　

  
 　

 7
　

　
  

 　
 1

0

長
さ

　
　

　
（
Ｌ

）

Ｕ
字

溝
用

水
路

　
  

 　
 2

0
用

水
路

　
  

 　
 3

0
－

Ｕ
字

フ
リ
ュ

ー
基

準
高

 　
（
Ｖ

）
排

水
路

　
  

 　
 3

0
排

水
路

　
  

 　
 4

5

ム
　

　
  

 　
  

3
0

　
　

  
 　

 5
0

ベ
ン

チ
フ

リ
ュ

中
心

線
の

ー
ム

ズ
レ

　
　

　
（
ｅ
）

　
　

  
 　

 0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

2
0
0
ｍ

未
満

　
  

 　
2
0
0

土
 水

 路
指

定
し

た
と

き
　

  
  

 6
5

　
　

  
 　

 1
0
0

基
準

高
 　

（
Ｖ

）

　
　

  
  

 1
0
0
　

　
  

 5
0

　
　

  
  

　
 7

5

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）

指
定

し
た

と
き

　
　

  
  

　
 7

5

高
さ

　
　

　
（
Ｈ

）
　

　
  

  
1
0
0
　

　
 　

5
0

　
　

  
 　

 0
.2

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

2
0
0
ｍ

未
満

　
  

 　
4
0
0

 排
水

路
の

数
値

は
、

無
基

礎
の

場
合

に
適

用
し

、
基

礎
処

理
が

あ
る

場
合

は
用

水
路

の
値

を
適

用
す

る
。

 壁
高

さ
7
0
ｃ
ｍ

未
満

の
製

品
並

び
に

排
水

フ
リ
ュ

ー
ム

に
も

適
用

す
る

。

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
、

長
さ

 基
準

高
、

幅
、

高
さ

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

－

　 １ 共 通 工 事

 構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

 上
記

と
同

一
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

管
  
理

  
方

  
式

10



（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

６
)

 も
の

　
2
－

2
）

鉄
筋

組
立

－
　

　
　

　
○

－

か
ぶ

り
 　

（
ｔ）

  
  
  
 　

　
φ

か
つ

最
小

か
ぶ

り
以

上

φ
：
鉄

筋
径

中
心

間
隔

  
（
ｂ
）

　
　

　
　

φ

φ
：
鉄

筋
径

 1
面

当
た

り
４

箇
所

程
度

測
定

す
る

。
同

一
鉄

筋
上

で
の

測
定

は
行

わ
な

い
。

 1
面

当
た

り
鉄

筋
１

０
本

程
度

の
間

隔
を

測
定

す
る

。
 測

定
箇

所
は

、
ス

パ
ン

毎
に

同
じ

位
置

と
な

ら
な

い
よ

う
に

測
定

す
る

。

 測
定

箇
所

標
準

図
に

よ
る

１
ス

パ
ン

（
1
打

設
ブ

ロ
ッ

ク
）

ご
と

に
測

定
す

る
。

　 １ 共 通 工 事

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

11



（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

ラ
ス

張
 施

工
面

積
≧

設
計

面
積

植
生

マ
ッ

ト
面

　
積

 　
（
Ａ

）

植
生

シ
ー

ト

繊
維

ネ
ッ

ト

張
芝

人
工

芝

ラ
ス

張

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

数
φ

9
(D

1
0
)×

L
=
2
0
0
m

m

　
　

　
　

　
　

1
.5

本
/
m

2
以

上
1
0
㎡

φ
1
6
(D

1
6
)×

L
=
4
0
0
m

m

　
　

　
　

　
　

0
.3

本
/
m

2
以

上
  
  
  
  
  
  
  
 2

m

植
生

マ
ッ

ト
、

繊
維

ネ
ッ

ト
5
m

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

　
肥

料
袋

付
　

6
本

/
m

2
以

上

及
び

止
め

釘
　

肥
料

袋
無

　
3
本

/
m

2
以

上

ラ
ス

網
の

重
ね

合
わ

　
　

　
　

　
　

　
５

ｃ
ｍ

以
上

せ
幅

植
生

マ
ッ

ト
、

繊
維

ネ
ッ

ト

　
　

　
　

　
　

　
５

ｃ
ｍ

以
上

人
工

張
芝

　
　

　
　

　
　

　
３

ｃ
ｍ

以
上

種
子

散
布

 施
工

面
積

≧
設

計
面

積

面
　

積
 　

（
Ａ

）

 l
ｎ

：
測

線
を

い
う

。

 l
ｎ

：
測

線
を

い
う

。

 人
工

張
芝

の
標

準
重

ね
合

わ
せ

幅
は

５
ｃ
ｍ

。

（
参

考
）
規

格
値

に
示

す
値

は
標

準
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
工

法
に

よ
り

標
準

本
数

が
異

な
る

場
合

は
、

別
途

監
督

職
員

と
協

議
す

る
。

 測
定

値
を

記
入

 全
施

工
面

積
に

つ
い

て
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
測

定
（
求

積
）
す

る
。

－

－

 全
施

工
面

積
に

つ
い

て
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
測

定
（
求

積
）
す

る
。

－
－

植
生

マ
ッ

ト
及

び
繊

維
ネ

ッ
ト
は

5
0
0
㎡

に
1
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
測

定
す

る
。

管
  
理

  
方

  
式

 展
開

図
及

び
測

線
長

 測
定

値
を

記
入

 展
開

図
及

び
測

線
長

 ラ
ス

張
は

２
０

０
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

 植
生

マ
ッ

ト
及

び
繊

維
ネ

ッ
ト
は

５
０

０
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

 人
工

張
芝

は
１

０
０

㎡
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

 ラ
ス

張
は

２
０

０
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

－

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ２ 法 面 保 護 工 事

－ －

－

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

客
土

吹
付

工
 施

工
面

積
≧

設
計

面
積

面
　

積
 　

（
Ａ

）

 平
均

厚
さ

≧
設

計
厚

さ

厚
　

さ
 　

（
Ｔ

）

植
生

基
材

 施
工

面
積

≧
設

計
面

積
－

吹
付

工
面

　
積

 　
（
Ａ

）

 平
均

厚
さ

≧
設

計
厚

さ

厚
　

さ
 　

（
Ｔ

）

 全
施

工
面

積
に

つ
い

て
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
測

定
（
求

積
）
す

る
。

 l
ｎ

：
測

線
を

い
う

。

 施
工

面
積

２
０

０
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

 厚
さ

で
2
0
点

以
上

の
も

の
－

１
吹

付
直

後
の

厚
  
さ

と
す

る
。

２
岩

等
の

突
出

部
　

の
特

殊
な

場
合

　
は

適
用

し
な

　
い

。

 測
定

値
は

設
計

厚
５

ｃ
ｍ

未
満

　
　

　
　

  
　

　
１

０
％

　
〃

　
　

５
ｃ
ｍ

以
上

　
　

　
　

  
　

　
２

０
％

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凸
凹

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

設
計

厚
の

５
０

％
以

上
と

す
る

。

－
 展

開
図

及
び

測
線

長

１
吹

付
直

後
の

厚
  
さ

と
す

る
。

２
岩

等
の

突
出

部
　

の
特

殊
な

場
合

　
は

適
用

し
な

　
い

。
３

設
計

吹
付

厚
さ

　
５

ｃ
ｍ

以
上

に
は

　
適

用
し

な
い

。

 l
ｎ

：
測

線
を

い
う

。

 厚
さ

で
2
0
点

以
上

の
も

の
 左

記
の

も
の

で
2
0
点

未
満

の
も

の

－

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凸
凹

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

設
計

厚
の

５
０

％
以

上
と

す
る

。

 施
工

面
積

５
０

０
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

 全
施

工
面

積
に

つ
い

て
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
測

定
（
求

積
）
す

る
。

－

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ２ 法 面 保 護 工 事

管
  
理

  
方

  
式

－
 展

開
図

及
び

測
線

長
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

吹
付

枠
工

 施
工

延
長

≧
設

計
延

長

梁
 延

 長

　
　

  
 　

　
　

Ｌ
／

1
0

梁
 間

 隔
 　

　
　

　
　

　
　

（
Ｌ

）

 　
　

  
　

  
 2

0

梁
断

面
  

（
Ｈ

）
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 Ｂ

　
　

　
　

　
 （

Ｂ
）

　
　

　
　

　
　

 Ｈ

7
0

コ
ン

ク
リ
ー

ト
1
0

設
計

厚
５

ｃ
ｍ

未
満

　
  
  
7

 　
　

  
　

　
1
0

吹
付

工
吹

付
厚

さ

7
1

モ
ル

タ
ル

　
　

　
　

　
　

（
Ｔ

）

吹
付

工
1
1
〃

　
〃

　
 ５

ｃ
ｍ

以
上

　
  
  

1
5

　
　

  
　

　
2
0

 施
工

面
積

お
お

む
ね

１
０

０
㎡

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

コ
ア

採
取

又
は

削
孔

な
ど

し
て

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
測

定
す

る
。

 厚
さ

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 （
た

だ
し

吹
付

面
に

凹
凸

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

、
設

計
厚

の
5
0
％

以
上

と
し

、
平

均
厚

は
設

計
厚

以
上

。
）

－
 施

工
端

部
、

岩
等

の
突

出
部

の
特

殊
な

場
合

は
適

用
し

な
い

。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

 展
開

図
に

朱
記

、
併

記
す

る

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

－

 断
面

で
2
0
点

以
上

の
も

の
 左

記
の

も
の

で
2
0
点

未
満

の
も

の

－
 施

工
面

積
２

０
０

㎡
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 施
工

面
積

２
０

０
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

 全
施

工
延

長
に

つ
い

て
展

開
図

に
よ

り
測

定
す

る
。

管
  
理

  
方

  
式

－

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ２ 法 面 保 護 工 事

－

 間
隔

で
2
0
点

以
上

の
も

の
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

表
土

扱
い

　
  

  
 2

0
％

  
  

 1
5
％

　
　

  
　

 2
0
％

厚
さ

　
　

　
（
Ｔ

）

基
盤

整
地

指
定

し
た

と
き

　
  
　

１
0
0

　
　

  
　

  
 1

5
0

田
面

整
地

基
準

高
 　

（
Ｖ

）

　
　

  
　

  
3
5

　
　

  
　

  
5
0

均
平

度

　
　

　
　

　
 （

◇
）

畦
 畔

 工
　

  
  

1
0
0
　

　
　

 3
5

　
　

  
　

  
5
0

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

B
2

高
さ

　
　

　
（
Ｈ

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
B

1

　
  

  
1
0
0
　

　
 　

3
5

　
　

  
 　

 5
0

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 Ｈ

道
 路

 工
指

定
し

た
と

き
　

  
　

 1
0
0

　
　

  
 　

 1
5
0

（
砂

利
道

）
基

準
高

 　
（
Ｖ

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 Ｃ

Ｌ

　
　

　
  

  
3
0

　
　

  
  

　
 4

5
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
B

1

厚
さ

　
　

　
（
Ｔ

）

　
  

　
1
5
0
　

　
  

　
1
0
0

　
　

  
 　

 1
5
0

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
 B

2

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）

 　
　

  
  
　

 0
.2

％
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 Ｔ
 　

  
Ｖ

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

2
0
0
ｍ

未
満

　
  

 　
4
0
0

 高
さ

、
幅

で
2
0

点
以

上
の

も
の

－
 施

工
延

長
お

お
む

ね
２

０
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 施
工

延
長

を
示

さ
な

い
場

合
は

、
１

耕
区

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

 幹
線

道
路

は
、

施
工

延
長

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 支
線

道
路

は
、

施
工

延
長

お
お

む
ね

２
０

０
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

管
  
理

  
方

  
式

 基
準

高
、

均
平

度
で

2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 厚
さ

で
2
0
点

以
上

の
も

の
 左

記
の

も
の

で
2
0
点

未
満

の
も

の

－
　 ３ ほ 場 整 備 工 事

 1
0
a当

た
り

３
点

以
上

。
（
標

高
差

測
定

又
は

つ
ぼ

掘
り

に
よ

る
）

 1
0
a当

た
り

３
点

以
上

。
（
標

高
測

定
す

る
）

 舗
装

を
行

う
と

き
は

、
「
７

農
道

工
事

」
を

適
用

す
る

。

－ －

１
基

準
高

は
、

基
　

盤
面

の
高

さ
と

　
す

る
。

２
均

平
度

は
表

土
　

埋
戻

し
後

に
測

　
定

す
る

。
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

吸
 水

 渠
　

　
  

　
 1

0
0
　

  
　

 5
0

 　
　

  
 　

 7
5

布
設

深
　

（
Ｈ

）

　
 　

 　
 5

0
0

　
 　

  
　

 7
5
0

　
間

　
隔

　
 （

Ｂ
）

 　
　

  
 　

 0
.2

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

5
0
0
ｍ

以
下

　
  

  
1
,0

0
0

　
　

  
 　

3
0

　
　

  
 　

4
5

も
み

が
ら

厚

　
　

　
　

　
　

（
ｔ）

－
－

も
み

が
ら

袋
検

収

集
 水

 渠
　

　
　

 1
0
0
　

  
　

 5
0

 　
　

  
  

　
 7

5

（
支

線
）

布
設

深
　

（
Ｈ

）

導
 水

 渠
 　

　
  
  
 　

 0
.2

％

（
幹

線
）

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

5
0
0
ｍ

以
下

　
  

 1
,0

0
0

水
閘

－
－

 全
箇

所
測

定
す

る
。

 

箇
所

数
　

（
ｎ

）

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
　

　
  

  
6
5
　

　
 　

　
3
5

 　
　

  
 　

 5
0

埋
設

深
　

（
Ｈ

）

－

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ４ 暗 渠 排 水 工 事

 布
設

深
、

間
隔

で
2
0
点

以
上

の
も

の

－
 上

、
下

流
端

の
2
箇

所
を

測
定

す
る

。
 た

だ
し

、
1
本

の
布

設
長

が
お

お
む

ね
5
０

ｍ
以

上
の

と
き

は
、

中
間

点
を

加
え

た
3

箇
所

を
測

定
す

る
。

－
　 ５ 畑 地 か ん が い 施 設 工 事

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

 集
水

渠
：
吸

水
渠

の
接

点
毎

に
測

定
す

る
。

 導
水

渠
:施

工
延

長
お

お
む

ね
5
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

埋
設

深
で

2
0

点
以

上
の

も
の

 布
設

深
で

2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 投
入

時
：
上

記
と

同
様

と
す

る
。

 埋
戻

後
：
1
筆

1
箇

所
程

度
測

定
す

る
。

 2
0
ｈ

ａ
毎

に
１

回
程

度
か

つ
２

回
以

上
確

認
す

る
。

（
無

転
圧

状
態

）

 構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

耕
土

掘
起

し
果

樹
　

　
  
  

　
5
0

　
　

　
  

  
　

 7
5

耕
起

深
　

（
Ｔ

）
野

菜
　

　
  

  
　

1
0

　
　

　
  

  
　

 1
5

　 テ
 ラ

 ス
指

定
し

た
と

き

（
階

段
畑

）
法

勾
配

　
（
Ｓ

）
　

　
  

 2
分

　
　

  
 1

分

指
定

し
た

と
き

幅
　

　
  

　
（
Ｂ

1
）

　
  

  
3
0
0
　

  
  

 1
0
0

　
　

　
  

 　
 1

5
0

指
定

し
た

と
き

耕
起

幅
　

　
  

 　
 1

0
0

　
　

　
  

 　
 1

5
0

　
　

　
　

　
 （

Ｂ
2
）

　
  

  
1
0
0
 　

  
 　

5
0

　
　

　
  

  
　

 7
5

側
溝

幅

　
　

　
　

　
 （

Ｂ
3
）

指
定

し
た

と
き

側
溝

高
さ

　
  

  
1
0
0
 　

  
 　

5
0

　
　

　
  

 　
 7

5

　
　

　
　

　
 （

Ｈ
）

道
 路

 工
　

  
  

1
5
0
　

  
  

  
1
0
0

　
　

　
  

 　
 1

5
0

（
耕

作
道

）
幅

　
　

  
　

（
Ｂ

）

　
　

  
  

  
3
0

　
　

　
  

 　
 4

5

厚
さ

　
  

　
（
Ｔ

）

　
  

  
1
0
0
 　

  
 　

 5
0

　
　

　
  

 　
 7

5

側
溝

幅
　

 （
ｂ
）

指
定

し
た

と
き

側
溝

高
さ

　
  

  
1
0
0
 　

  
 　

 5
0

　
　

　
  

 　
 7

5

　
　

　
　

　
 （

Ｈ
）

土
壌

改
良

指
定

し
た

と
き

ｐ
Ｈ

測
定

　
　

  
 　

 0
.3

5
　

　
  

 　
 0

.5

管
  
理

  
方

  
式

－

ﾃ
ﾗ
ｽ
延

長
お

お
む

ね
1
0
０

ｍ
当

た
り

１
箇

所
測

定
す

る
。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

 施
工

延
長

お
お

む
ね

1
0
0

ｍ
当

た
り

１
箇

所
測

定
す

る
。

 お
お

む
ね

5
0
ａ
当

た
り

１
箇

所
（
深

さ
1
5
ｃ
ｍ

）
改

良
材

散
布

後
2
週

間
以

上
経

過
し

て
測

定
す

る
。

(試
験

方
法

･･
･ガ

ラ
ス

電
極

法
･･

･4
6
農

地
Ｃ

第
3
1
1
号

参
照

）

 地
表

か
ら

1
5
ｃ
ｍ

の
土

壌
を

柱
状

に
採

取
し

、
良

く
混

合
す

る
。

－
 ｐ

Ｈ
測

定
で

2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 耕
起

深
で

2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

 お
お

む
ね

ｈ
ａ
当

た
り

１
０

箇
所

測
定

す
る

ほ
か

、
つ

ぼ
掘

り
2
箇

所
／

ｈ
ａ
。

　 ６ 農 用 地 造 成 工 事

－
 法

勾
配

、
幅

、
耕

起
幅

、
側

溝
幅

、
側

溝
高

さ
で

2
0
点

以
上

の
も

の

 幅
、

厚
さ

、
側

溝
幅

、
側

溝
高

さ
で

2
0
点

以
上

の
も

の

－
 左

記
の

も
の

で
2
0
点

未
満

の
も

の

17



（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

改
良

山
成

指
定

し
た

と
き

　
  

  
 2

0
0

　
 　

  
　

　
3
0
0

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）

指
定

し
た

と
き

　
  
　

 1
分

法
勾

配
　

　
（
Ｓ

）

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 基
準

高
、

法
勾

配
で

2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

－
 切

土
部

の
み

対
象

と
す

る
。

 基
準

高
に

つ
い

て
は

切
土

部
を

4
0
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

地
点

で
測

定
す

る
。

 法
勾

配
に

つ
い

て
は

4
0
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

線
と

切
土

法
尻

と
の

交
点

で
測

定
す

る
。

（
測

定
間

隔
は

お
お

む
ね

4
0
ｍ

）

　 ６ 農 用 地 造 成 工 事

18



（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

路
 盤

 工
下

層
路

盤
　

　
  

  
 3

0
　

　
  

 　
  

5
0

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）

下
層

路
盤

　
　

  
  

  
3
0

　
下

層
　

  
  
  

　
 5

0

　
厚

さ
　

  
 　

（
Ｔ

）
上

層
路

盤
　

　
  
  
  

 2
0

　
上

層
　

  
  
  

　
 3

0

　
　

　
  

 5
0
　

　
  

　
3
5

  
  

  
  

　
  

5
0

幅
　

　
  
　

 （
Ｂ

）

　
　

  
 　

 6
5
 

　
　

  
  

　
 1

0
0
 

中
心

線
の

ズ
レ

　
　

　
　

　
 （

ｅ
）

　
　

　
  
 　

 0
.2

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
  

  
  

1
0
0

コ
ン

ク
リ
ー

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装

舗
装

工
厚

さ
　

  
　

（
Ｔ

）
　

　
  

  
1
0
 　

  
  

 6
.5

  
  

　
  

 　
 1

0

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
舗

装
 

舗
装

工
各

層
  
  
　

1
0
 　

  
  

6
.5

  
  

　
  

 　
 1

0

全
層

  
  
　

1
5
 　

  
  

1
0

 　
　

  
  

  
 1

5

　
　

  
　

 3
0
　

  
  

  
 2

0
 　

　
  

  
  

 3
0

幅
　

　
  
　

 （
Ｂ

）

　
　

  
 　

  
3
5

　
　

  
  

　
  

5
0

中
心

線
の

ズ
レ

　
　

　
　

　
 （

ｅ
）

 　
　

  
  

　
 0

.1
％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
  

 　
1
5
0

Ａ
ｓ舗

装

平
担

性
　

　
（
Ｆ

）
　

３
ｍ

プ
ロ

フ
ィ

ル

　
メ

ー
タ

標
準

偏
差

　
σ

＝
2
．

4
ｍ

ｍ
以

内

　
直

読
式

標
準

偏
差

　
σ

＝
1
．

7
5
ｍ

ｍ
以

内

Ｃ
ｏ
舗

装

　
標

準
偏

差

　
σ

＝
2
．

0
ｍ

ｍ
以

内

－

 厚
さ

、
幅

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

2
0
点

以
上

の
も

の

　 ７ 農 道 工 事

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 平
坦

性
は

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

に
よ

る

 幅
、

中
心

線
の

ズ
レ

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね
５

０
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

 厚
さ

は
お

お
む

ね
5
0
0
㎡

に
１

個
の

割
合

で
コ

ア
を

取
り

コ
ア

又
は

コ
ア

ホ
ー

ル
に

よ
り

測
定

す
る

。

 平
坦

性
は

１
車

線
に

つ
き

１
測

線
全

延
長

中
心

線
に

平
行

に
測

定
す

る
。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

－

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

2
0

点
以

上
の

も
の
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

敷
 砂

 利
　

　
  

  
1
0
0
　

  
 　

6
5

  
 　

  
　

 1
0
0

幅
　

　
  
　

 （
Ｂ

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
Ｌ

　
　

  
 　

　
3
0

 　
　

  
 　

 4
5

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｂ

厚
さ

　
  

 　
（
Ｔ

）

  
 　

  
 　

  
0
.2

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 Ｔ

 5
0
ｍ

未
満

　
  

 　
1
0
0

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 幅
、

厚
さ

2
0
点

以
上

の
も

の
－

　 ７ 農 道 工 事

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

管
  
理

  
方

  
式
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

道
路

ト
ン

ネ
ル

 支
  

　
　

  
 　

  
5
0

　
　

  
 　

  
7
5

　
　

  
間

隔
 (
ç

)

 保
　

 

　
　

　
　

　
  

  
　

 7
0

　
 工

　
幅

　
　

(ｂ
)

 コ
  
 

　
　

  
 　

 3
0

　
　

  
 　

  
5
0

 ン
  
 基

準
高

(Ｖ
)

 ク
  
 

 　
  

  
 　

3
0

 　
  

  
 　

 5
0

  
リ
  
 巻

厚
　

(Ｔ
)

  
|　

　
 

　
　

  
 　

 4
5

　
　

  
  

　
 7

0

  
ト
  
 幅

  
  
(Ｂ

)

 覆
  
 

　
　

  
 　

 4
5

　
　

  
  

　
 7

0

 工
  
 高

さ
　

(Ｈ
）

　
　

　
直

線
部

　
　

  
　

 6
5

直
線

部
　

　
  

　
 1

0
0

 　
  
 中

心
線

の

　
　

　
 ズ

レ
　

(ｅ
)

  
  

  
 

曲
線

部
　

　
  

　
 1

0
0

曲
線

部
　

　
  
　

 1
5
0

　
　

　
 　

　
  
 　

 0
.1

％

  
  
  
 施

工
延

長
た

だ
し

延
長

  
  

  
 

1
5
0
ｍ

未
満

　
  

  
1
5
0

  
  

  

 破
砕

帯
等

の
特

殊
な

地
山

に
お

け
る

支
保

工
管

理
に

つ
い

て
は

別
途

定
め

る
も

の
と

す
る

。

－
 左

記
の

も
の

で
2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

－

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ７ 農 道 工 事

 間
隔

、
幅

は
全

基
数

に
つ

い
て

測
定

す
る

。
 支

保
工

幅
の

測
定

時
期

は
原

則
と

し
て

建
込

み
直

後
及

び
覆

工
前

の
2
回

と
す

る
。

 間
隔

、
幅

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

１
．

基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

　
さ

に
つ

い
て

は
１

ス
パ

ン
　

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

　
測

定
す

る
。

２
．

巻
厚

(ｲ
) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

の
　

巻
立

空
間

を
１

ス
パ

ン
の

　
中

間
と

終
点

に
お

い
て

図
　

に
示

す
①

～
⑩

の
各

点
　

で
測

定
す

る
。

(ﾛ
) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
後

の
　

覆
工

コ
ン

ク
リ
ー

ト
に

つ
　

い
て

１
ス

パ
ン

の
端

面
(施

　
工

継
面

）
に

お
い

て
図

に
　

示
す

①
～

⑩
の

各
点

で
　

測
定

す
る

。
(ﾊ

) 
削

孔
に

よ
る

巻
厚

の
測

　
定

は
図

の
①

に
お

い
て

　
5
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

②
　

③
⑨

に
お

い
て

1
0
0
ｍ

に
　

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
行

　
う

。
  

た
だ

し
、

ト
ン

ネ
ル

延
長

が
  

1
0
0
ｍ

未
満

の
も

の
に

つ
　

い
て

は
２

箇
所

以
上

の
削

　
孔

を
行

い
巻

厚
測

定
を

　
行

う
。

３
．

中
心

線
の

ズ
レ

　
直

線
部

は
5
0
ｍ

に
つ

き
１

　
箇

所
、

曲
線

部
は

１
ス

パ
　

ン
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

　
で

測
定

す
る

。

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0
点

以
上

の
も

の
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図
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に
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図
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項
　

　
目

管
理
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値
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)
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格

値
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ｍ

ｍ
)

測
定

基
準
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る
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の
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併

記
す
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定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図
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様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

道
  
  
路

 支
 

　
　

  
 　

  
5
0

　
　

  
 　

  
7
5

ト
ン

ネ
ル

 
 
 
 間

隔
 (
ç

)

（
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｍ
）

 保
　

 

　
　

　
 　

　
  

 　
 7

0

　
 工

　
幅

　
　

(ｂ
)

吹
付

コ
ン

ク
リ
ー

ト
厚

　
　

　
　

(Ｔ
)

　
　

　
 

 ロ
 　

 位
置

関
係

 ッ
　

　
　

　
　

(Ｌ
)

 ク
  
  

 ボ
　

 角
度

 (
θ

)

 ル
　

 

  
ト
　

 深
さ

 (
ç

)

　
  
　

 

  
  
  
 孔

径
 (
φ

)

 コ
  
  

　
  

  
 　

 3
0

　
  

  
 　

 5
0
 

 ン
  
 基

準
高

(Ｖ
)

 ク
  
  

　
  

  
  

  
3
0
 

　
  

  
  

  
5
0

  
リ
  
 幅

　
(Ｂ

)

  
|　

　
　

  
  

  
  

3
0
 

　
  

  
  

  
5
0

  
ト
  
 高

さ
  
 (
Ｈ

)

 覆
  
 

 工
  

 

管
  
理

  
方

  
式

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

－
 破

砕
帯

等
の

特
殊

な
地

山
に

お
け

る
支

保
工

管
理

に
つ

い
て

は
別

途
定

め
る

も
の

と
す

る
。

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ７ 農 道 工 事

 間
隔

、
幅

は
全

基
数

に
つ

い
て

測
定

す
る

。
 支

保
工

幅
の

測
定

時
期

は
原

則
と

し
て

建
込

み
直

後
及

び
覆

工
前

の
2
回

と
す

る
。

 間
隔

、
幅

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 施
工

吹
付

厚
　

　
　

　
　

≧
設

計
吹

付
厚

 た
だ

し
、

良
好

な
岩

盤
で

施
工

端
部

、
突

出
部

等
の

特
殊

な
箇

所
は

設
計

吹
付

厚
の

１
／

３
以

上
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

 施
工

延
長

5
0
ｍ

毎
に

図
に

示
す

(1
)～

(7
)及

び
断

面
変

化
点

の
検

測
孔

を
測

定
す

る
。

 吹
付

厚
で

2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

－

 基
準

高
、

幅
、

高
さ

、
厚

さ
、

施
工

延
長

１
．

基
準

高
、

幅
、

高
さ

は
　

施
工

延
長

5
0
ｍ

に
つ

き
　

１
箇

所
測

定
す

る
。

２
．

厚
さ

(ｲ
) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

の
　

巻
立

空
間

を
、

１
打

設
長

　
の

終
点

を
図

に
示

す
各

　
点

で
測

定
、

中
間

部
は

コ
　

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
口

で
測

　
定

す
る

。

－
－

 施
工

延
長

5
0
ｍ

毎
に

断
面

全
本

数
を

測
定

す
る

。
 (
深

さ
に

つ
い

て
は

、
残

尺
で

管
理

す
る

）

－

－
－
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図
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朱

項
　

　
目

管
理
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準
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 (
ｍ
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値
 (
ｍ
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基
準
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る
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記
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標

  
準
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摘
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様

式
2
－
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 (
様
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3
－

1
)
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2
－

2
）

道
  
  
路

 コ
  
  

  
  

  
  

 　
  

0
  

  
  

  
 　

  
0

ト
ン

ネ
ル

 ン
  
 厚

さ
　

(Ｔ
)

（
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｍ
）

 ク
  

 

  
リ
  
 

直
線

部
　

　
  

 　
 6

5
直

線
部

　
　

  
 　

 1
0
0

　
  
|　

　
中

心
線

の
 

  
ト
  

 ズ
レ

　
(ｅ

)

 覆
  
 

曲
線

部
　

　
  
  
  
1
0
0

曲
線

部
　

　
  
 　

 1
5
0

 工
  
 

　
　

 　
　

  
  
 　

 0
.1

％

  
  
  
 施

工
延

長
た

だ
し

延
長

  
  

  
 

1
5
0
ｍ

未
満

　
  
 　

1
5
0

(ﾛ
) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
後

、
　

覆
工

コ
ン

ク
リ
ー

ト
に

つ
　

い
て

１
打

設
長

の
端

面
　

(施
工

継
手

の
位

置
）
に

　
お

い
て

図
に

示
す

各
点

　
で

巻
厚

測
定

を
行

う
。

(ﾊ
) 
検

測
孔

に
よ

る
巻

厚
　

の
測

定
は

図
の

(1
)は

5
0

　
ｍ

に
1
箇

所
、

(2
)～

(3
)は

　
1
0
0
ｍ

に
1
箇

所
の

割
合

　
で

行
う

。
  

な
お

、
ト
ン

ネ
ル

延
長

が
  

1
0
0
ｍ

以
下

の
も

の
に

つ
　

い
て

は
、

1
ト
ン

ネ
ル

当
た

　
り

２
箇

所
以

上
の

検
測

孔
　

に
よ

り
測

定
す

る
。

(ﾆ
) 
た

だ
し

、
以

下
の

場
合

　
に

は
適

用
除

外
と

す
る

。
①

 良
好

な
地

山
に

お
け

る
　

岩
又

は
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

　
ト
の

部
分

的
な

突
出

で
、

　
設

計
覆

工
厚

の
3
分

の
１

　
以

下
の

も
の

。
な

お
、

変
　

形
が

収
束

し
て

い
る

も
の

　
に

限
る

。
②

 異
常

土
圧

に
よ

る
覆

工
　

厚
不

足
で

、
型

枠
の

据
　

付
け

時
に

は
安

定
が

確
　

認
さ

れ
、

か
つ

別
途

構
造

　
的

に
覆

工
の

安
全

が
確

　
保

さ
れ

て
い

る
場

合
。

③
 鋼

製
支

保
工

、
ロ

ッ
ク

　
ボ

ル
ト
の

突
出

。

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ７ 農 道 工 事
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1
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0
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Ｔ

）
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5
　

  
  

 1
5

　
  

　
  

  
 2

5

幅
　

　
  
　

 （
Ｂ

）

  
  

  
  

  
 1

5
　

  
　

  
  

 2
5

高
さ

　
  
　

 （
Ｈ

）

直
線

部
　

　
  
 　

  
3
5

直
線

部
　

　
  
　

  
5
0

中
心

線
の

ｽ
ﾞﾚ

(ｅ
)

曲
線

部
　

　
  
 　

 6
5

曲
線

部
　

　
  

　
  

1
0
0

 　
　

　
  

　
  

0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
　

  
 1

5
0

直
線

部
　

　
  
　

  
1
3

直
線

部
　

　
  

　
  

2
0

ス
パ

ン
長

　
（
Ｌ

）

曲
線

部
　

　
  
 　

 2
0

曲
線

部
　

　
  
　

  
3
0

サ
イ

ホ
ン

  
  

  
  

  
3
0

　
　

  
  
 　

  
5
0

（
現

場
打

）
基

準
高

　
　

（
Ｖ

）

　
  

  
  

2
0
 　

  
  

1
3

　
  

　
  

  
  

2
0
 

厚
さ

　
  

 　
（
Ｔ

）

　
  

  
  

2
0
　

  
 　

1
3

　
  

　
  

  
  

2
0
 

幅
　

　
  
　

 （
Ｂ

）

  
  

  
  

 1
3

　
  

　
  

  
  

2
0
 

高
さ

　
  
　

 （
Ｈ

）

直
線

部
　

　
  
 　

  
3
5

直
線

部
　

　
  
 　

  
5
0

中
心

線
の

ｽ
ﾞﾚ

(ｅ
)

曲
線

部
　

　
  
  

　
 6

5
曲

線
部

　
　

 　
  

1
0
0

 　
　

　
  
 　

  
0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
　

  
　

1
5
0

直
線

部
　

　
  
 　

  
1
3

直
線

部
　

　
  

 　
  

2
0

ス
パ

ン
長

　
（
Ｌ

）

曲
線

部
　

　
  
  

　
 2

0
曲

線
部

　
　

  
 　

  
3
0

工
　

　
　

　
　

　
　

種

管
  
理

  
方

  
式

－
 基

準
高

、
厚

さ
、

幅
、

高
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 ス
パ

ン
長

の
標

準
を

９
ｍ

と
し

た
場

合
。

 ス
パ

ン
長

の
標

準
を

９
ｍ

と
し

た
場

合
。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

－

　 ８ 水 路 工 事

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 中

心
線

の
ズ

レ
(直

線
部

）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 な
お

、
中

心
線

の
ズ

レ
(曲

線
部

）
に

つ
い

て
は

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

 上
記

と
同

一
。

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0
点

以
上

の
も

の
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3
0

水
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ト
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ネ
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5
0

　
　

  
 　

 7
0

 
 
 
 間

隔
 (
ç
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 保
　

 

　
　

　
  

  
  

  
  

  
 0

 工
　

幅
　

　
(ｂ

)

　
　

　
　

(Ｂ
タ

イ
プ

)

　
　

　
　

  
  

  
  

  
4
0

　
　

　
幅

　
　

(ｂ
)

　
　

　
　

(Ｃ
、

Ｄ

　
　

　
　

　
タ

イ
プ

)

 ス
パ

ン
長

の
標

準
を

９
ｍ

と
し

た
場

合
。

 間
隔

、
幅

は
全

基
数

に
つ

い
て

測
定

す
る

。
 支

保
工

幅
の

測
定

時
期

は
原

則
と

し
て

建
込

み
直

後
及

び
覆

工
前

の
2
回

と
す

る
。

 間
隔

、
幅

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

－
 破

砕
帯

等
の

特
殊

な
地

山
に

お
け

る
支

保
工

管
理

に
つ

い
て

は
別

途
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 吹
付

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト
工

法
の

吹
付

及
び

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

は
、

道
路

ト
ン

ネ
ル

（
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｍ
）
を

参
考

と
す

る
。

－
 基

準
高

、
厚

さ
、

幅
、

高
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

　 ８ 水 路 工 事

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 中

心
線

の
ズ

レ
(直

線
部

）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 な
お

、
中

心
線

の
ズ

レ
(曲

線
部

）
に

つ
い

て
は

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種
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造
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項
　

　
目

管
理
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値
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ｍ

ｍ
)
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格
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 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

水
路

ト
ン

ネ
ル

 コ
  
 

　
　

  
　

  
3
0

　
　

  
  

　
 5

0
 

 ン
  
 基

準
高

(Ｖ
)

 ク
  
 

 　
  

  
　

  
0

 　
  

  
 　

  
0

  
リ
  
 厚

さ
　

(Ｔ
)

　
  
|　

　
　

　
  

 　
 2

5
　

  
  

  
　

 4
0

  
ト
  
 幅

  
  
(Ｂ

)

 覆
  
 

　
　

  
 　

 2
5

　
  

  
  

　
 4

0

 工
  
 高

さ
　

(Ｈ
）

　
　

　
直

線
部

　
　

  
　

 6
5

直
線

部
　

　
  

　
 1

0
0

 　
  
 中

心
線

の

　
　

　
 ズ

レ
　

(ｅ
)

  
  
  
 

曲
線

部
　

　
  
　

 1
0
0

曲
線

部
　

　
  
　

 1
5
0

　
　

　
 　

　
　

  
  

　
  

0
.1

％

  
  
  
 施

工
延

長
た

だ
し

延
長

  
  

  
 

1
5
0
ｍ

未
満

　
　

  
 1

5
0

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ８ 水 路 工 事

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0
点

以
上

の
も

の

－
１

．
基

準
高

、
厚

さ
、

幅
、

高
　

さ
に

つ
い

て
は

１
ス

パ
ン

　
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
　

測
定

す
る

。
２

．
巻

厚
(ｲ

) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

の
　

巻
立

空
間

を
１

ス
パ

ン
の

　
終

点
に

お
い

て
図

に
示

　
す

①
～

⑩
の

各
点

で
測

　
定

す
る

。
(ﾛ

) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
後

の
　

覆
工

コ
ン

ク
リ
ー

ト
に

つ
い

　
て

１
ス

パ
ン

の
端

面
(施

　
工

継
面

）
に

お
い

て
図

に
　

示
す

①
～

⑩
の

各
点

で
　

測
定

す
る

。
(ﾊ

) 
削

孔
に

よ
る

巻
厚

の
測

　
定

は
図

の
①

に
お

い
て

　
5
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

②
　

③
④

に
お

い
て

1
0
0
ｍ

に
　

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
行

　
う

。
  

た
だ

し
、

ト
ン

ネ
ル

延
長

が
  

1
0
0
ｍ

未
満

の
も

の
に

つ
　

い
て

は
２

箇
所

以
上

の
削

　
孔

を
行

い
巻

厚
測

定
を

　
行

う
。

３
．

中
心

線
の

ズ
レ

　
直

線
部

は
5
0
ｍ

に
つ

き
１

　
箇

所
、

曲
線

部
は

１
ス

パ
　

ン
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

　
で

測
定

す
る

。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長
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目
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ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ
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測
定

基
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よ
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、
併
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す
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定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 も
の

管
水

路
 （

遠
心

力
鉄

  
  

  
  

  
2
0

  
  

  
  

  
3
0

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）
た

だ
し

、

Ｒ
Ｃ

管
被

圧
地

下
水

の
あ

る
場

合

  
  

  
  

  
３

0
  

  
  

  
  

5
0

  
  

  
  

  
6
5

  
  

  
  

  
 1

0
0

中
心

線
の

ｽ
ﾞﾚ

  
  
  
  
  
  
  
 (
ｅ
)

　
　

  
 　

0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

2
0
0
ｍ

未
満

　
  

　
2
0
0

別
表

イ
　

参
照

別
表

イ
　

参
照

ジ
ョ
イ

ン
ト

間
隔

　
　

　
　

（
ｚ
）

管
水

路
(ダ

ク
タ

イ
ル

  
  

  
  

  
 2

0
  

  
  

  
  

  
3
0

－

　
鋳

鉄
管

)
基

準
高

　
　

（
Ｖ

）

Ａ
形

た
だ

し
、

Ｋ
形

被
圧

地
下

水
の

あ
る

場
合

Ｕ
形

  
  

  
  

  
 ３

0
  

  
  

  
  

  
5
0

Ｔ
形

  
  

  
  

  
 6

5
  

  
  

  
  

  
1
0
0

中
心

線
の

ｽ
ﾞﾚ

  
  
  
  
  
  
  
 (
ｅ
)

Ｂ
形

、
Ｔ

形
　

　
  

  
　

0
.1

％

Ｃ
形

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

Ｄ
形

2
0
0
ｍ

未
満

　
  

  
2
0
0

別
表

エ
及

び
別

表
オ

参
照

別
表

エ
及

び
別

表
オ

参
照

ジ
ョ
イ

ン
ト

間
隔

　
　

　
　

（
ｚ
）

 基
準

高
、

 中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 中
心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
）

に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
１

０
ｍ

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

2
箇

所
測

定
す

る
。

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
に

つ
い

て
は

1
本

毎
に

測
定

す
る

。

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
で

2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 Ｖ
の

測
定

は
管

底
（
Ｖ

1
）
を

原
則

と
し

、
測

定
時

期
は

埋
戻

完
了

と
す

る
。

 た
だ

し
、

φ
1
,3

5
0
ｍ

ｍ
以

下
又

は
管

底
で

の
測

定
作

業
が

困
難

な
場

合
は

、
管

頂
ま

で
埋

戻
し

後
の

管
頂

（
Ｖ

2
）
で

も
よ

い
。

ｅ
の

測
定

は
管

頂
ま

で
埋

戻
時

の
管

頂
を

原
則

と
す

る
。

 な
お

、
「
埋

戻
完

了
」
と

は
、

特
に

指
示

が
な

い
場

合
は

舗
装

（
表

層
、

上
層

路
盤

、
下

層
路

盤
）
を

除
い

た
埋

戻
完

了
時

点
と

す
る

。

管
  
理

  
方

  
式

 上
記

と
同

一
。

(強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

複
合

管
)

工
　

　
　

　
　

　
　

種

－
　 ８ 水 路 工 事

 基
準

高
、

 中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 な
お

、
中

心
線

の
ズ

レ
(曲

線
部

）
に

つ
い

て
は

お
お

む
ね

１
０

ｍ
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
測

定
す

る
。

 ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
、

ゴ
ム

輪
位

置
に

つ
い

て
は

1
本

毎
に

測
定

す
る

。

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

　
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
管

）

 (
様

式
2
-
1
、

2
-
2
、

3
-
4
）

 (
様

式
3
-
1
、

  
3
-
4
）

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
、

ゴ
ム

輪
位

置
で

2
0
点

以
上

の
も

の
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未
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　 ８ 水 路 工 事

 設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
基

準
高

、
あ

る
い

は
埋

設
深

、
中

心
線

の
ズ

レ
(直

線
部

）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 中
心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
）

に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
１

０
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
測

定
す

る
。

 基
準

高
、

埋
設

深
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

(硬
質

ポ
リ
塩

化

　
ビ

ニ
ル

管
)

 (
様

式
2
-
1
、

　
　

　
　

2
-
2
）

 (
様

式
3
-
1
）

管
  
理

  
方

  
式
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理

図
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に
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覧
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造
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項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
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規
格

値
 (
ｍ

ｍ
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測
定

基
準

 よ
る

も
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よ

る
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併

記
す

る
測

  
定

  
箇
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標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

1
)

 も
の

　
2
－

2
）

管
 水

 路
管

種
等

の
適

用
範

囲
は

原
則

と
し

て
下

記
に

よ
る

。

　
　

管
　

　
　

　
種

ＪＩ
Ｓ

　
Ｇ

　
３

４
４

３
－

１
（
水

輸
送

用
塗

覆
装

鋼
管

-
第

1
部

：
直

管
）

Ｗ
Ｓ

Ｐ
　

Ａ
－

１
０

１
－

２
０

０
９

（
農

業
用

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

被
覆

鋼
管

）

　
　

寸
　

　
　

　
法

８
０

Ａ
～

３
５

０
０

Ａ

　
　

塗
覆

装
方

法
管

　
外

　
面

　
　

　
長

寿
命

形
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
被

覆
と

す
る

。

管
　

内
　

面
　

　
　

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
装

と
す

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

な
お

、
塗

覆
装

方
法

の
詳

細
は

、
別

表
カ

の
と

お
り

と
す

る
。

　
　

接
  
合

  
法

突
き

合
わ

せ
溶

接
継

手
と

す
る

。

  
  
工

  
  
  
  
法

通
常

の
開

削
に

よ
る

布
設

工
法

と
す

る
。

  
  

管
路

の
範

囲
導

水
管

、
送

水
管

及
び

配
水

管
と

し
、

配
水

池
、

ポ
ン

プ
な

ど
の

端
部

施
設

と
の

接
続

部
ま

で
と

す
る

。

管
 布

 設
  

  
  

  
  

2
0

  
  

  
  

  
3
0

－

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）
た

だ
し

、

被
圧

地
下

水
の

あ
る

場
合

  
  

  
  

  
3
0

  
  

  
  

  
5
0

  
  

  
  

  
3
0

  
  

  
  

  
4
5

中
心

線
の

ｽ
ﾞﾚ

  
  
  
  
  
  
  
 (
ｅ
)

　
　

  
  

　
0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

2
0
0
ｍ

未
満

　
  

 　
2
0
0

 通
常

の
開

削
に

よ
る

布
設

工
法

と
は

、
矢

板
土

留
・

建
込

簡
易

土
留

を
含

む
も

の
と

す
る

。

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 中
心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
）

に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
１

０
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
測

定
す

る
。

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0
点

以
上

の
も

の

管
  
理

  
方

  
式

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
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及

び
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工
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定

は
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Ｖ

1
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を
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定
時

期
は

埋
戻

完
了

と
す
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。

 た
だ

し
、

φ
1
,3

5
0
ｍ

ｍ
以

下
又

は
管

底
で

の
測

定
作
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が

困
難

な
場
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は

、
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頂
ま

で
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戻
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の

管
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Ｖ
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も
よ
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。

ｅ
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測
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は
管

頂
ま
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埋
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時

の
管

頂
を

原
則

と
す

る
。

 な
お

、
「
埋

戻
完

了
」
と

は
、

特
に

指
示

が
な

い
場
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は

舗
装

（
表

層
、
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層
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、
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盤
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了
時
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ェ
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。
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。
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付
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　 ８ 水 路 工 事

工
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。
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ェ
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Ｘ
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す
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。
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。
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跡

、
有

害
と

認
め

ら
れ

る
程

度
の

オ
ー

バ
ー

ラ
ッ

プ
、

ジ
グ

跡
な

ど
の

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ８ 水 路 工 事

管
  
理

  
方

  
式

 溶
接

線
全

長
に

わ
た

っ
て

目
視

に
よ

り
点

検
し

、
懸

念
の

あ
る

部
分

は
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
点

検
す

る
。

 0
.5

＜
ｈ

＜
1
.0

の
時

ア
ン

ダ
カ

ッ
ト
の

長
さ

が
板

厚
よ

り
も

大
き

い
も

の
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 ｈ

≧
1
.0

の
ア

ン
ダ

カ
ッ

ト
は

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

 周
継

手
溶

接
の

場
合

、
全

溶
接

線
長

の
５

％
を

撮
影

す
る

も
の

と
す

る
。

 す
み

肉
溶

接
の

場
合

は
特

記
仕

様
書

に
よ

る
。

 別
表

カ
の

判
定

基
準

参
照  水

分
、

錆
、

油
等

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 塗
装

表
面

に
異

物
の

混
入

、
塗

り
む

ら
、

塗
り

も
れ

な
ど

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 現
場

塗
装

全
面

を
点

検
す

る
。

 現
場

塗
装

全
面

を
点

検
す

る
。

 溶
接

線
全

長
に

わ
た

っ
て

目
視

に
よ

り
点

検
す

る
。

JW
W

A
 K

－
１

３
５

に
準

じ
る

。
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

点
検

表
に

よ
る

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
も

の
測

定
箇

所
標

準
位

置
図

及
び

測
定

要
領

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

2
)

　
2
－

2
）

 (
様

式
3
－

3
)

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

－

塗
装

膜
　

　
厚

－
－

○

ピ
ン

ホ
ー

ル

標
準

試
験

電
圧

　
　

 塗
膜

の
厚

さ
（
ｍ

ｍ
）
　

　
　

　
　

　
試

験
電

圧
（
Ｄ

Ｃ
　

Ｖ
）

　
　

　
　

０
．

５
以

上
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

2
,0

0
0
～

2
,5

0
0

－
－

○

付
着

性

 柄
の

つ
い

た
鋼

製
両

刃
の

へ
ら

（
全

長
約

2
0
0
ｍ

ｍ
程

度
）

を
用

い
て

は
つ

り
、

付
着

の
良

否
を

点
検

す
る

。

　 ８ 水 路 工 事

 火
花

の
発

生
す

る
よ

う
な

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 最
低

膜
厚

は
、

別
表

カ
又

は
特

記
仕

様
書

に
規

定
す

る
膜

厚
を

下
回

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 現
場

塗
装

箇
所

1
0
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
測

定
す

る
も

の
と

し
、

1
箇

所
に

つ
き

1
2
点

測
定

す
る

。
（
天

地
左

右
、

縦
断

方
向

に
各

3
点

）

 現
場

塗
装

全
面

を
点

検
す

る
。

 付
着

不
良

の
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

 膜
厚

で
2
0
点

以
上

の
も

の
 左

記
の

も
の

で
2
0
点

未
満

の
も

の

 ホ
リ
デ

ー
デ

ィ
テ

ク
タ

ー
を

用
い

て
ピ

ン
ホ

ー
ル

検
査

を
行

う
。

管
  
理

  
方

  
式
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

点
検

表
に

よ
る

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
も

の
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

2
)

　
2
－

2
）

 (
様

式
3
－

3
)

ジ
ョ
イ

ン
ト

 あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
－

－
○

コ
ー

ト
焼

　
　

損

両
端

の
め

く
れ

ふ
く

れ

工
場

被
覆

部
と

の
重

ね
代

　
　

　
　

　
　

（
ａ
）

－
－

○

ピ
ン

ホ
ー

ル

－

膜
　

　
厚

 ホ
リ
デ

ー
デ

ィ
テ

ク
タ

ー
を

用
い

て
ピ

ン
ホ

ー
ル

検
査

を
行

う
。

試
験

電
圧

は
1
0
,0

0
0
～

1
2
,0

0
0
Ｖ

を
標

準
と

す
る

。

管
  
理

  
方

  
式

 ジ
ョ
イ

ン
ト
コ

ー
ト
全

数
全

面
を

点
検

す
る

。

 膜
厚

で
2
0
点

以
上

の
も

の
 左

記
の

も
の

で
2
0
点

未
満

の
も

の

  
ジ

ョ
イ

ン
ト
コ

ー
ト
施

工
箇

所
1
0
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
測

定
す

る
も

の
と

し
、

1
箇

所
に

つ
き

４
点

測
定

す
る

。

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 ジ
ョ
イ

ン
ト
コ

ー
ト
全

数
を

点
検

す
る

。
　 ８ 水 路 工 事

 有
害

な
欠

陥
と

な
る

大
き

な
め

く
れ

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 別
表

カ
の

と
お

り
 1

.5
ｍ

ｍ
以

上
 た

だ
し

、
加

熱
収

縮
後

の
厚

さ
と

す
る

。

 ジ
ョ
イ

ン
ト
コ

ー
ト
の

両
端

か
ら

5
0
ｍ

ｍ
以

内
に

ふ
く

れ
あ

が
っ

て
は

な
ら

な
い

。

 片
側

 5
0
ｍ

ｍ
以

上

 火
花

の
発

生
す

る
よ

う
な

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

(様
式

3
-
5
）

(様
式

3
-
5
）

 も
の

 管
種

等
の

適
用

範
囲

は
原

則
と

し
て

下
記

に
よ

る
。

管
　

　
種

ダ
ク

タ
イ

ル
　

　
ＪＩ

Ｓ
　

　
　

Ｇ
５

５
２

６
（
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）

鋳
鉄

管
　

　
ＪＤ

Ｐ
Ａ

Ｇ
１

０
２

７
（
農

業
用

水
用

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

）

鋼
　

　
管

　
　

ＪＩ
Ｓ

　
　

　
Ｇ

３
４

４
３

（
水

輸
送

用
塗

覆
装

鋼
管

）

　
　

Ｗ
Ｓ

Ｐ
Ａ

-
１

０
１

（
農

業
用

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

被
覆

鋼
管

）

強
化

プ
ラ

ス
　

　
ＪＩ

Ｓ
　

　
　

Ａ
５

３
５

０
（
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合
管

）

チ
ッ

ク
管

　
　

Ｆ
Ｒ

Ｐ
Ｍ

Ｋ
２

１
１

１
－

２
０

０
６

（
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合
管

内
圧

管
　

遠
心

力
成

形
法

）

 締
　

  
  

  
  

  
3
％

  
  

  
  

  
5
％

－

　
　

　
な

し
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

 固
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
Ｒ

　
　

　
　

　

　
　

　
  

  
  

  
  

3
％

  
  

  
  

  
5
％

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｄ

ｈ

 め
  
 Ⅰ

 程
  

  
  

  
  

  
4
％

  
  

  
  

  
5
％

  
  
  
  
  
  
  
  
 ｔ

　
　

　
Ⅰ

 度
  
礫

質
土

た
わ

み
率

の
計

算

　
　

　
  

  
  

  
  

4
％

  
  

  
  

  
5
％

△
X

／
２

Ｒ
×

1
0
0
(％

)

　
　

　
Ⅱ

△
X

＝
〔
２

Ｒ
－

(Ｄ
ｈ

＋
t)

〕
又

は

　
　

　
　

〔
２

Ｒ
－

(Ｄ
ｖ
＋

t)
〕

　
　

　
２

Ｒ
：
管

厚
中

心
直

径

　
　

　
　

ｔ：
管

厚

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

管
径

9
0
0
ｍ

ｍ
以

上
に

適
用

す
る

。
矢

板
施

工
の

場
合

は
管

据
付

時
、

矢
板

引
抜

き
時

及
び

埋
戻

完
了

時
に

測
定

す
る

。
締

固
め

程
度

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

　 ８ 水 路 工 事

管
　

水
　

路

　
（
埋

設
と

う
性

管
）

た
わ

み
率

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。
 測

定
は

定
尺

管
の

中
央

部
と

す
る

。
 測

定
時

期
は

管
据

付
時

（
接

合
完

了
後

）
、

管
頂

埋
戻

時
及

び
埋

戻
完

了
時

と
す

る
。

な
お

、
「
埋

戻
完

了
」
と

は
、

特
に

指
示

が
な

い
場

合
は

舗
装

（
表

層
、

上
層

路
盤

、
下

層
路

盤
）
を

除
い

た
埋

戻
完

了
時

点
と

す
る

。

 各
測

定
時

期
で

2
0
点

以
上

の
も

の

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 管
据

付
時

の
測

定
の

際
、

以
下

の
手

順
で

天
・
地

・
左

・
右

の
各

測
定

基
準

点
を

固
定

し
、

以
後

同
一

点
で

た
わ

み
量

を
測

定
す

る
。

①
　

測
定

し
よ

う
と

す
る

管
の

管
中

央
位

置
を

管
底

及
び

左
右

管
側

に
ペ

イ
ン

ト
で

マ
ー

　
　

キ
ン

グ
す

る
。

②
　

そ
の

位
置

に
水

準
器

を
下

図
の

よ
う

に
水

平
に

お
く

。
そ

の
後

、
水

準
器

の
中

央
　

　
点

を
管

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

。
③

　
②

で
マ

ー
キ

ン
グ

し
た

点
に

測
定

棒
を

立
て

、
測

定
棒

に
水

準
器

を
添

わ
せ

て
測

　
　

定
棒

を
垂

直
に

し
、

そ
の

状
態

で
測

定
棒

を
ス

ラ
イ

ド
さ

せ
測

定
棒

と
管

の
接

点
を

  
  

マ
ー

キ
ン

グ
す

る
。

（
管

天
測

点
と

な
る

。
）

④
　

①
で

マ
ー

キ
ン

グ
し

た
位

置
（
左

右
管

側
）
に

下
図

の
よ

う
に

水
準

器
を

使
っ

て
水

　
　

平
点

を
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

。

管
  
理

  
方

  
式

Ｋ
１

１
１

１
－

２
０

０
６

（
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合
管

内
圧

管
　

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト
ワ

イ
ン

デ
ィ

ン
グ

成
形

法
）

Ｄ
ｖ
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

１
)

 も
の

　
2
－

2
）

管
水

路
基

礎
  

  
  

  
 2

0
　

　
  

  
　

 3
0

－

(砂
基

礎
等

）
高

　
さ

　
　

　
（
Ｈ

）

　
  

  
  

 6
5

　
  

　
  

  
1
0
0
 

幅
　

　
　

　
　

（
B

）

コ
ン

ク
リ
ー

ト
  

  
  

  
  

3
0

　
　

  
  

　
 5

0
－

ブ
ロ

ッ
ク

積
基

準
高

　
　

（
Ｖ

）

鉄
筋

コ
ン

ク
直

線
部

　
　

  
  
　

  
3
5

直
線

部
　

　
  
 　

  
5
0

リ
ー

ト
組

立
中

心
線

の
ｽ
ﾞﾚ

(ｅ
)

柵
渠

曲
線

部
　

　
  
  
 　

 6
5

曲
線

部
　

　
  

 　
 1

0
0

  
  

  
  

  
2
5

　
  

　
  

  
  

 4
0
 

幅
　

　
  
　

 （
Ｂ

）

  
  

  
  

  
2
5

　
  

　
  

  
  

 4
0
 

高
さ

　
  
　

 （
Ｈ

）

 　
　

　
  
 　

  
0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
　

  
 1

5
0

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の

 基
礎

材
が

異
な

る
場

合
は

種
類

毎
に

測
定

す
る

。

 幅
、

高
さ

は
組

立
柵

渠
に

は
適

用
し

な
い

。

管
  
理

  
方

  
式

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

中
心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
）

に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
1
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。
　

幅
、

高
さ

つ
い

て
は

施
工

延
長

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

  
基

準
高

、
中

心
線

の
ズ

レ
、

幅
、

高
さ

で
2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ８ 水 路 工 事

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

 高
さ

、
幅

で
2
0

点
以

上
の

も
の
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曲

線
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5
曲

線
部

　
　

  
 　

 1
0
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ー

ト
Ｌ

形
 　

　
　

  
  

　
  

0
.1

％

水
路

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
　

  
  

1
5
0

ラ
イ

ニ
ン

グ
  

  
  

  
  

5
0

　
　

  
  

 　
 7

5
－

水
路

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）

連
節

ブ
ロ

ッ
ク

  
  

  
  

 5
0

　
  

　
  

  
  

7
5
 

コ
ン

ク
リ
ー

ト
幅

　
　

  
　

 （
Ｂ

）

マ
ッ

ト
法

長
２

ｍ
未

満
  
  
  

 3
0

　
  

　
  

  
  

5
0
 

法
長

　
　

　
（
Ｌ

）

　
〃

２
ｍ

以
上

  
  
  
  

6
5

　
  

　
  

  
 1

0
0
 

 　
　

　
  
  

　
  

0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
　

  
 1

5
0

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

  
基

準
高

、
幅

、
法

長
で

2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 排
水

路
の

数
値

は
、

無
基

礎
の

場
合

に
適

用
し

、
基

礎
処

理
が

あ
る

場
合

は
用

水
路

の
値

を
適

用
す

る
。

 壁
高

さ
7
0
ｃ
ｍ

以
上

の
製

品
に

適
用

す
る

。

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

　 ８ 水 路 工 事

  
基

準
高

、
厚

さ
、

幅
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 中
心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
）

に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
1
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。
　

厚
さ

、
幅

つ
い

て
は

施
工

延
長

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

 布
設

時
の

値
で

あ
る

。
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表
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表
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参
照

参
照

間
隔

　
　

　
　

（
Ｚ

）

た
わ

み
率

  
  

  
  

  
  

3
％

　
　

  
  

  
　

 5
％

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種

  
基

準
高

、
中

心
線

の
ズ

レ
、

た
わ

み
率

で
2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
）
、

た
わ

み
率

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね
５

０
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 中

心
線

の
ズ

レ
(曲

線
部

）
に

つ
い

て
は

お
お

む
ね

1
０

ｍ
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

 (
様

式
2
-
1
、

2
-

2
、

3
-
4
、

3
-
5
）

 基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 中
心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
）

に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
1
０

ｍ
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。
 ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
に

つ
い

て
は

1
本

毎
に

測
定

す
る

。

　 ８ 水 路 工 事

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
を

測
定

す
る

。
 上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

 測
定

時
期

は
、

管
据

付
時

、
注

入
完

了
時

と
す

る
。

 Ｖ
の

測
定

は
管

底
(Ｖ

1
)を

原
則

と
し

、
測

定
時

期
は

完
了

時
と

す
る

。

 Ｖ
の

測
定

は
管

底
(Ｖ

1
)を

原
則

と
し

、
測

定
時

期
は

完
了

時
と

す
る

。

  
基

準
高

、
中

心
線

の
ズ

レ
、

た
わ

み
率

で
2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

 (
様

式
3
-
1
、

　
3
-
4
、

3
-
5
）
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５
０
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所
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割
合

で
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定
す

る
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記

未
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は
２

箇
所

測
定

す
る

。

　 ９ 河 川 護 岸 工 事

  
基

準
高

、
厚

さ
、

法
長

で
2
0

点
以

上
の

も
の

 左
記

の
も

の
で

2
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点

未
満

の
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の
及

び
施

工
延

長
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高
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中
心

線
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ズ
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線

部
）
に

つ
い
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工

延
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お
お

む
ね

５
０
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つ
き
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所
の

割
合

で
測

定
す
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。
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心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
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に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
1
０

ｍ
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

  
基

準
高

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

2
0
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以
上

の
も

の
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線
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( ℓ
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各
ゾ

ー
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単
　

独
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効
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(Ｂ
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い
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3
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理
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準
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別
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理
基

準
値

に
　

つ
い

て
は

別
　

途
定

め
る

も
の

　
と

す
る

。

 ゾ
ー

ン
幅

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね
２

０
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

フ ィ ル ダ ム 工 事

1
.基

準
高

、
厚

さ
、

幅
、

高
さ

　
に

つ
い

て
は

１
ス

パ
ン

に
　

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

　
定

す
る

。
2
.厚

さ
は

コ
ン

ク
リ
ー

ト
打

設
　

前
の

巻
立

空
間

を
１

ス
パ

　
ン

の
終

点
に

お
い

て
図

に
　

示
す

①
～

⑧
の

各
点

で
　

測
定

す
る

。
3
.中

心
線

の
ズ

レ
　

直
線

部
は

5
0
ｍ

に
つ

き
１

　
箇

所
、

曲
線

部
は

１
ス

パ
　

ン
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

　
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

2
箇

所
測

定
す

る
。
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

１
)

 も
の

　
2
－

2
）

洪
 水

 吐
  

  
  

  
  

2
0

　
　

  
  

　
 3

0
－

1
0

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）

　
  

  
  

  
2
0
  

  
  

1
3

　
  

　
  

  
 2

0
 

厚
　

さ
　

　
　

（
Ｔ

）
た

だ
し

、

Ｔ
1
～

T
9
  

  
  

  
 1

3

　
  

  
  

  
2
5
  

  
  

1
5
 

　
  

　
  

  
 2

5
 

幅
　

　
　

　
　

（
B

）

  
  

  
  

 1
5

　
  

　
  

  
 2

5
 

高
　

さ
　

　
 （

Ｈ
）

直
線

部
　

　
  
 　

  
3
5

直
線

部
　

　
  
 　

 5
0

中
心

線
の

ズ
レ

  
  
  
  
 　

  
　

（
ｅ
）

曲
線

部
　

　
  
  
 　

6
5

曲
線

部
　

　
  

　
 1

0
0

直
線

部
　

　
  
  
　

 1
3

直
線

部
　

　
  
 　

 2
0

ス
パ

ン
長

曲
線

部
　

　
  
  
 　

2
0

曲
線

部
　

　
  
  

　
3
0

 　
　

　
  
 　

  
0
.1

％

施
工

延
長

た
だ

し
延

長

1
5
0
ｍ

未
満

　
　

  
  

1
5
0

 イ
ン

バ
ー

ト
と

側
壁

が
一

体
構

造
の

場
合

、
測

定
箇

所
は

別
途

定
め

る
も

の
と

す
る

。

管
  
理

  
方

  
式

  
基

準
高

、
厚

さ
、

幅
、

高
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
、

ス
パ

ン
長

で
2
0
点

以
上

の
も

の

 左
記

の
も

の
で

2
0
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長
フ ィ ル ダ ム 工 事

 基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
 中

心
線

の
ズ

レ
(直

線
部

）
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

５
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

 な
お

、
中

心
線

の
ズ

レ
(曲

線
部

）
に

つ
い

て
は

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

工
　

　
　

　
　

　
　

種
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

１
)

 も
の

　
2
－

2
）

橋
 台

 工
　

　
  

  
　

 3
0

　
  

　
  

  
  

5
0
 

－

1
1

天
端

長
　

　
（
ℓ1

）

　
　

  
  

　
 3

0
　

  
　

  
  

  
5
0
 

敷
　

長
　

　
（
ℓ2

）

　
　

  
  

　
 3

0
　

  
　

  
  

  
5
0
 

敷
　

幅
　

　
（
B

）

　
　

  
  

　
 3

0
　

  
　

  
  

  
5
0
 

高
　

さ
　

　
 （

Ｈ
）

　
  

  
  

2
0
  

  
  

  
1
3

　
  

　
  

  
  

2
0

控
壁

の
厚

さ
（
Ｔ

）

　
　

  
  

　
 2

0
　

　
  

  
 　

 3
0

胸
壁

間
距

離
(Ｌ

)

　
　

  
  

　
 3

0
　

　
  

  
 　

 5
0

中
心

線
の

ズ
レ

  
  
  
  
 　

  
　

（
ｅ
）

同
　

　
　

　
　

左
同

　
　

　
　

　
左

同
　

　
　

　
左

同
　

　
　

　
左

同
　

　
　

　
左

同
　

　
　

　
　

　
　

　
　

左

橋
台

沓
部

橋 梁 工 事

 「
１

　
共

通
工

事
の

精
度

を
要

す
る

も
の

」
の

項
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
で

測
定

し
、

そ
の

他
は

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

  
天

端
長

、
敷

長
、

敷
幅

、
高

さ
、

控
壁

の
厚

さ
、

胸
壁

間
距

離
、

中
心

線
の

ズ
レ

 構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

 2
ス

パ
ン

以
上

の
場

合
の

胸
壁

間
距

離
は

「
橋

脚
工

」
の

橋
脚

中
心

間
距

離
に

お
い

て
管

理
す

る
。

管
  
理

  
方

  
式

工
　

　
　

　
　

　
　

種
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

１
)

 も
の

　
2
－

2
）

橋
 脚

 工
　

　
  

  
 　

 1
5

　
　

  
  

 　
 2

0
－

1
1

  
張

出
式

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）

  
重

力
式

　
　

  
  

 　
 3

0
　

  
　

  
  

  
5
0
 

  
半

重
力

式
天

端
長

　
　

（
ℓ1

）

　
　

  
  

 　
 3

0
　

  
　

  
  

  
5
0
 

敷
　

長
　

　
（
ℓ2

）

　
  

  
 2

0
  

  
  

  
 1

3
　

  
　

  
  

  
2
0

天
端

幅
　

　
（
Ｂ

1
）

　
　

  
  

　
  

3
0

　
  

　
  

  
  

5
0
 

敷
　

幅
　

　
（
Ｂ

2
）

　
　

  
  

 　
 3

0
　

  
　

  
  

  
5
0
 

高
　

さ
　

　
 （

Ｈ
）

　
　

  
  

 　
 2

0
　

　
  

  
 　

 3
0

橋
脚

中
心

間

距
離

　
　

　
 (
Ｌ

)

　
　

  
  

　
  

3
0

　
　

  
  

 　
 5

0

中
心

線
の

ズ
レ

  
  
  
  
 　

  
　

（
ｅ
）

管
  
理

  
方

  
式

橋 梁 工 事

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
で

測
定

し
、

そ
の

他
は

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

 構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

  
基

準
高

、
天

端
長

、
敷

長
、

天
端

幅
、

敷
幅

、
高

さ
、

橋
脚

中
心

間
距

離
、

中
心

線
の

ズ
レ
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

１
)

 も
の

　
2
－

2
）

橋
 脚

 工
　

　
  

  
 　

 1
5

　
　

  
  

　
  

2
0

－

1
1

(ラ
ー

メ
ン

式
)

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）

　
　

  
  

 　
 1

5
　

  
　

  
  

  
2
0

天
端

長
　

　
（
ℓ）

　
  

  
 2

0
  

  
  

  
1
3

　
  

　
  

  
  

2
0

天
端

幅
　

　
（
Ｂ

1
）

　
　

  
  

 　
 1

5
　

  
　

  
  

  
2
0

中
間

幅
　

　
（
ｄ
）

　
　

  
  

　
  

3
0

　
  

　
  

  
  

5
0
 

基
礎

幅
 （

Ｂ
2
､ｂ

）

　
　

  
  

　
  

3
0

　
  

　
  

  
  

5
0
 

高
　

さ
　

　
 （

Ｈ
）

　
  

  
 2

0
  

  
  

  
 1

3
　

  
　

  
  

  
2
0

厚
　

さ
　

　
 （

Ｔ
）

　
　

  
  

　
  

2
0

　
　

  
  

 　
 3

0

橋
脚

中
心

間

距
離

　
　

　
 (
Ｌ

)

　
　

  
  

　
  

3
0

　
　

  
  

 　
 5

0

中
心

線
の

ズ
レ

  
  
  
  
 　

  
　

（
ｅ
）

橋 梁 工 事

  
基

準
高

、
天

端
長

、
天

端
幅

、
中

間
幅

、
基

礎
幅

、
高

さ
、

厚
さ

、
橋

脚
中

心
間

距
離

、
中

心
線

の
ズ

レ

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
で

測
定

し
、

そ
の

他
は

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

 構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

管
  
理

  
方

  
式
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

１
)

 も
の

　
2
－

2
）

コ
ン

ク
リ
ー

ト
桁

上
幅

（
Ｂ

1
）
  

  
  

7
  

  
 3

　
  

  
 1

0
  

  
  

  
  

5
－

1
1

 ポ
ス

ト
テ

ン
幅

　
　

　
　

（
Ｂ

）

 シ
ョ
ン

桁
下

幅
（
Ｂ

2
, 
Ｂ

3
）
  

  
 　

  
3

 　
  

  
 　

  
 5

　
  

  
  

 7
  

  
  

  
  

  
3

　
  

  
  

1
0
  

  
  

  
  

5

高
　

さ
　

　
 （

Ｈ
）

　
　

  
  

　
  

1
0

　
　

  
  

 　
 1

5

桁
長

　
　

　
 (
Ｌ

)

1
.5

Ｌ
－

6

横
方

向
の

最
大

曲
が

り
　

　
（
δ

）

(1
0
.5

ｍ
未

満
)

　
　

　
1
0

横
方

向
の

最
大

曲
が

り
　

　
（
δ

）

(1
0
.5

ｍ
以

上
)

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

　
　

  
  

 　
 1

5
　

　
  

  
 　

 2
0

－

ー
ト
床

版
工

基
準

高
　

　
（
Ｖ

）

　
　

  
  

 　
 2

0
　

　
  

  
 　

 3
0

幅
　

　
　

　
（
Ｂ

）

　
  

  
  

1
3
  

  
  

 　
  

7
　

  
  

 2
0
  

  
  

  
  

1
0

厚
　

さ
　

　
 （

Ｔ
）

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 幅
、

高
さ

に
つ

い
て

は
桁

の
両

端
部

、
中

央
部

の
3
箇

所
を

全
桁

数
測

定
す

る
。

 桁
長

は
各

桁
で

、
横

方
向

の
最

大
曲

が
り

に
つ

い
て

は
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

後
に

全
桁

数
測

定
す

る
。

 構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

  
幅

、
高

さ
、

桁
長

、
横

方
向

の
最

大
曲

が
り

橋 梁 工 事

管
  
理

  
方

  
式

 基
準

高
は

１
径

間
当

た
り

２
箇

所
（
支

点
付

近
）
で

測
定

す
る

。
 幅

は
１

径
間

当
た

り
３

箇
所

測
定

す
る

。
 厚

さ
は

、
お

お
む

ね
1
0
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

 構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

  
基

準
高

、
幅

、
厚

さ
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

に
適

用
す

る
。
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参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に

朱

項
　

　
目

管
理

基
準

値
 (
ｍ

ｍ
)

規
格

値
 (
ｍ

ｍ
)

測
定

基
準

 よ
る

も
の

 に
よ

る
も

の
 記

、
併

記
す

る
測

  
定

  
箇

  
所

  
標

  
準

  
図

摘
　

 　
要

 (
様

式
2
－

1
、

 (
様

式
3
－

１
)

 も
の

　
2
－

2
）

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

　
　

  
  

 　
 1

3
　

  
  

  
  

 2
0

－

1
1

ー
ト
高

欄
及

び
高

欄
幅

　
　

（
Ｂ

）

地
覆

工
　

　
  

  
 　

 2
0

　
  

  
  

  
 3

0

高
欄

高
さ

  
（
Ｈ

）

　
　

  
  

 　
 1

3
　

  
  

  
  

 2
0

地
覆

幅
　

　
（
Ｂ

）

　
　

  
  

 　
 1

3
　

  
  

  
  

 2
0

地
覆

高
さ

  
（
Ｈ

）

工
　

　
　

　
　

　
　

種

 １
径

間
当

た
り

両
端

と
中

央
部

の
両

側
を

測
定

す
る

。
 構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

こ
と

が
困

難
な

も
の

  
高

欄
幅

、
高

欄
高

さ
、

地
覆

幅
、

地
覆

高
さ

橋 梁 工 事

管
  
理

  
方

  
式
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（
参

考
）

 管
理

図
表

に
 結

果
一

覧
表

 構
造

図
に
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管   理
基準値

（参考）
規格値

管   理
基準値

（参考）
規格値

管   理
基準値

（参考）
規格値

管   理
基準値

（参考）
規格値

60 60 225
90 90 225

120 120 225
150 150 225
180 180 225
210 210 225
200 33 50
250 41 62
300 50 75
350 58 87
400 66 100 66 100
450 66 100 66 100
500 66 100 66 100
550 - - 66 100
600 66 100 66 100
700 66 100 66 100
800 66 100 66 100 66 100
900 66 100 － －

1,000 66 100 66 100
1,200 66 100
1,500 66 100
1,800 66 100
2,000 66 100
2,500 66 100
3,000 66 100

別表ア　基礎杭打工　偏心管理基準値
（単位：mm）

鋼　管　杭 場所打ち杭

杭　　径

木　　　　杭
プレキャスト

コンクリート杭
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150 +13 0 +20 0 +11 0 +15 0 +23 0
200 +13 0 +20 0 +11 0 +15 0 +23 0
250 +13 0 +20 0 +11 0 +15 0 +23 0
300 +12 0 +18 0 +10 0 +15 0 +23 0
350 +12 0 +18 0 +10 0 +15 0 +23 0
400 +14 0 +21 0 +11 0 +19 0 +29 0
450 +14 0 +21 0 +11 0 +19 0 +29 0
500 +14 0 +21 0 +11 0 +19 0 +29 0
600 +15 0 +23 0 +13 0 +19 0 +29 0
700 +14 0 +21 0 +12 0 +19 0 +29 0
800 +16 0 +24 0 +13 0 +19 0 +29 0
900 +17 0 +26 0 +15 0 +19 0 +29 0

1,000 +21 0 +32 0 +18 0
1,100 +22 0 +33 0 +19 0
1,200 +23 0 +35 0 +21 0
1,350 +24 0 +37 0 +22 0

1,500 +24 +5 +33 +5
1,650 +24 +5 +33 +5
1,800 +24 +5 +33 +5
2,000 +24 +5 +33 +5
2,200 +24 +5 +33 +5
2,400 +27 +5 +38 +5
2,600 +27 +5 +38 +5
2,800 +27 +5 +38 +5
3,000 +27 +5 +38 +5

　　5.管の外面から測定する場合の測定位置は、施工管理記録様式に示すa’b’c’ｄ’とする。

　　3.接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径700mm以下の場合は、管の外から確認して

　　　もよい。また、埋め戻し後の測定は、原則として呼び径800mm以上に適用する。

　　　　なお、「埋戻し後」とは、特に指示のない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた埋戻し完了時点とする。

 　  4..標準値は目地処理のため施工上必要な、本来開くべきジョイント間隔値を示している。規格値及び管理基準値は下図に

　　　 示す位置を測定するものとする。

5
5

注）1.管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。

　　2.（参考）規格値は埋戻し後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えてはならない。

管理基準値 （参考）規　格　値

別表イ　管水路（遠心力コンクリート管）のジョイント間隔管理基準値
（単位：mm）

（参考）規　格　値

管理基準値
（参考）
規格値

ＪＩＳ　Ａ　５３７２　ＲＣ管（NB形管）

８　水路工事
　　軟弱地盤

5
5
5

5
5
5
5

（単位：mm）
ＪＩＳ　Ａ　５３７２　ＲＣ管（ＮＣ形管）

呼び径
(mm)

標準値

（単位：mm）
ＪＩＳ　Ａ　５３７２　ＲＣ管（Ｂ形管）

呼び径
(mm)

（参考）規　格　値
管理基準値 ８　水路工事

　　良質地盤
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呼び径(mm)

75 +14 0 +19 0 +11 0 +16 0
100 +14 0 +19 0 +11 0 +16 0
150 +14 0 +19 0 +11 0 +16 0
200 +14 0 +19 0 +10 0 +14 0
250 +14 0 +19 0 +10 0 +14 0
300 +14 0 +19 0 +16 0 +24 0
350 +22 0 +31 0 +16 0 +24 0
400 +22 0 +31 0 +16 0 +24 0
450 +22 0 +31 0 +16 0 +24 0
500 +22 0 +31 0 +20 0 +30 0
600 +22 0 +31 0 +20 0 +30 0
700 +22 0 +31 0 +20 0 +30 0
800 +22 0 +31 0 +20 0 +30 0
900 +22 0 +31 0 +25 0 +40 0

1,000 +25 0 +36 0 +25 0 +40 0
1,100 +25 0 +36 0 +25 0 +40 0
1,200 +25 0 +36 0 +25 0 +50 0
1,350 +25 0 +36 0 +25 0 +50 0
1,500 +25 0 +36 0 +25 0 +60 0
1,600 +25 0 +40 0 +25 0 +70 0
1,650 +25 0 +45 0 +25 0 +70 0
1,800 +25 0 +45 0 +25 0 +80 0
2,000 +25 0 +50 0 +25 0 +90 0
2,100 +25 0 +55 0
2,200 +25 0 +55 0
2,400 +25 0 +60 0
2,600 +25 0 +70 0

 　　5.ダクタイル鋳鉄管のうち、K 形管・T 形管のジョイント間隔測定位置及びＵ形管の標準値は下図のｙ寸法である。ｙの測定

　　　位置は、鋳鉄層とモルタルライニング層の境界部を目安とする。

別表ウ　管水路（ダクタイル鋳鉄管）ジョイント間隔管理基準値

-
-

JIS　G5526・5527及び
JDPA　G1027・1029

８　水路工事　T形（直管）

管理基準値 （参考）規格値

　　4.管の外面から測定する場合の測定位置は施工管理記録様式に示すa’b’c’d’とする。

　　3.接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径700mm以下の場合は、管の外から確認して

-
-
-

-

　　　もよい。また、埋め戻し後の測定は、原則として呼び径800mm以上に適用する。

　　　　なお、「埋戻後」とは、特に指示のない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた埋戻し完了時点とする

注）1.管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。

　　2.（参考）規格値は埋戻し後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えてはならない。

（単位：mm）

規　　格 ８　水路工事　K形

JIS　G5526・5527及び
JDPA　G1027

-

管理基準値 （参考）規格値

-
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呼び径(mm) 標準値
75 +11 0 +16 0 -

100 +11 0 +17 0 -
150 +11 0 +18 0 -
200 +10 0 +16 0 -
250 +10 0 +14 0 -
300 -
350 -
400 -
450 -
500 -
600 -
700 105 +23 -5 +32 -5
800 105 +23 -5 +32 -5
900 105 +23 -5 +32 -5

1,000 105 +23 -5 +33 -5
1,100 105 +23 -5 +33 -5
1,200 105 +23 -5 +33 -5
1,350 105 +23 -5 +35 -5
1,500 105 +23 -5 +35 -5
1,600 115 +24 -5 +33 -5
1,650 115 +24 -5 +33 -5
1,800 115 +24 -5 +33 -5
2,000 115 +24 -5 +36 -5
2,100 115 +24 -5 +36 -5
2,200 115 +24 -5 +36 -5
2,400 115 +24 -5 +36 -5
2,600 130 +24 -5 +36 -5

注）5.JDPA G 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の呼び径は以下のとおり。

　　　　・Ｔ形及びＴ形用継ぎ輪：300～2,000、K形：300～2,600

　　　JDPA G 1029(推進工法用ダクタイル鋳鉄管)の呼び径は以下のとおり。

      　・T形：250～700、U形：800～2,600

　　　JDPA G 1027(農業用水用ダクタイル鋳鉄管)のT形用継ぎ輪のジョイント間隔は、JIS G 5527（ダクタイル鋳鉄異形

　　　管）のK形に準じる。

　　7.JIS G 5527(ダクタイル鋳鉄異形管)のK形、U形のジョイント間隔は、JIS G 5526（ダクタイル鋳鉄管）のK形、Ｕ形に

　　　準じる。

 　　8.標準値は継手構造上、本来開くべきジョイント間隔値を示しており、規格値及び管理基準値は標準値に対する値を

　　　示している。

-

-
-

-
-
-
-

-
-

-
-
-

-

-
-
-

-

-

８　水路工事　T形（異形管）

-

-
-
-

-
-
-

-

（参考）規格値管理基準値 （参考）規格値

８　水路工事　Ｕ形

JIS G 5526・5527及び
JDPA G1029

管理基準値

-
-
-
-
-

-
-
-
-
-

-

規　　格

-

-
-
-
-
-
-

JIS　G5526・5527及び
JDPA　G1027・1029

-
-

-

-

-

-

-

-
-
-
-

（単位：mm）

-

-
-

-

-
-

-
-
-
-
-

59



200 0 +10 -5(0) +33 -33(0) +22 -22(0)
250 0 +10 -5(0) +33 -33(0) +22 -22(0)
300 0 +10 -5(0) +38 -38(0) +25 -25(0)
350 0 +10 -5(0) +38 -38(0) +25 -25(0)
400 0 +10 -5(0) +43 -43(0) +28 -28(0)
450 0 +10 -5(0) +43 -43(0) +28 -28(0)
500 0 +15 -10(0) +53 -52(0) +35 -34(0)
600 0 +15 -10(0) +53 -52(0) +35 -34(0)
700 0 +15 -10(0) +53 -52(0) +35 -34(0)
800 0 +15 -10(0) +53 -52(0) +35 -34(0)
900 0 +15 -10(0) +53 -52(0) +35 -34(0)

1,000 0 +20 -15(0) +53 -51(0) +35 -33(0)
1,100 0 +20 -15(0) +53 -51(0) +35 -33(0)
1,200 0 +20 -15(0) +53 -51(0) +35 -33(0)
1,350 0 +20 -15(0) +53 -51(0) +35 -33(0)
1,500 0 +20 -15(0) +53 -51(0) +35 -33(0)
1,650 0 +25 -20(0) +80 -77(0) +53 -50(0)
1,800 0 +25 -20(0) +80 -77(0) +53 -50(0)
2,000 0 +25 -20(0) +95 -92(0) +63 -60(0)
2,200 0 +25 -20(0) +95 -92(0) +63 -60(0)
2,400 0 +25 -20(0) +113 -110(0) +75 -72(0)
2,600 0 +25 -20(0) +113 -110(0) +75 -72(0)
2,800 0 +25 -20(0) +128 -125(0) +85 -82(0)
3,000 0 +25 -20(0) +128 -125(0) +85 -82(0)

　　　4.管の外面から測定する場合の測定位置は施工管理記録様式に示すa’b’c’d’とする。

　　　6.D形の場合は、受口側と挿口側を各々測定する。

別表エ　管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔管理基準値
（単位：mm）

注）　1.管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。

Ｂ形及びＴ形

軟弱地盤良質地盤
管理基準値標準値

　　　　入り込み側を（－）とする。また、管理基準値等のうち（　）内数値は、点線で示した形状の管に適用する。

呼び径
(mm)

　　　2.（参考）規格値は埋戻し後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えてはならない。

　　　3.測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径700mm以下の場合は、管の外から確認して

　　　　もよい。また、埋戻し後の測定は、原則として呼び径800mm以上に適用する。

規　　格
ＪＩＳ　Ａ　５３５０

（参考）規格値

　　　　　なお、「埋戻し後」とは、特に指示がない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた埋戻完了時点とする。

　　　5.継手部の標準断面は次ページのとおりであり、標準値は図の寸法ｙである。なお、基準線に対し抜け出し側を（＋）、
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200 0 +10 0 +33 0 +22 0
250 0 +10 0 +33 0 +22 0
300 0 +10 0 +38 0 +25 0
350 0 +10 0 +38 0 +25 0
400 0 +10 0 +43 0 +28 0
450 0 +10 0 +43 0 +28 0
500 0 +15 0 +53 0 +35 0
600 0 +15 0 +53 0 +35 0
700 0 +15 0 +53 0 +35 0
800 0 +15 0 +53 0 +35 0
900 0 +15 0 +53 0 +35 0
1,000 0 +20 0 +53 0 +35 0
1,100 0 +20 0 +53 0 +35 0
1,200 0 +20 0 +53 0 +35 0
1,350 0 +20 0 +53 0 +35 0
1,500 0 +20 0 +53 0 +35 0
1,650 0 +25 0 +80 0 +53 0
1,800 0 +25 0 +80 0 +53 0
2,000 0 +25 0 +95 0 +63 0
2,200 0 +25 0 +95 0 +63 0
2,400 0 +25 0 +113 0 +75 0
2,600 －
2,800 －
3,000 －

（単位：mm）

－
－

－
－

－ －

軟弱地盤

－
－

－

規　　格
ＪＩＳ　Ａ　５３５０

Ｃ　　形

呼び径
(mm)

標準値 管理基準値
（参考）規格値

良質地盤
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200 0 +5 0 +25 -3 +15 -3
250 0 +5 0 +25 -3 +15 -3
300 0 +5 0 +25 -3 +15 -3
350 0 +5 0 +25 -3 +15 -3
400 0 +5 0 +35 -3 +25 -3
450 0 +5 0 +35 -3 +25 -3
500 0 +15 0 +35 -3 +25 -3
600 0 +15 0 +35 -3 +25 -3
700 0 +15 0 +35 -3 +25 -3
800 0 +20 0 +40 -5 +30 -5
900 0 +20 0 +40 -5 +30 -5

1,000 0 +20 0 +40 -5 +30 -5
1,100 0 +20 0 +40 -5 +30 -5
1,200 0 +20 0 +40 -5 +30 -5
1,350 0 +20 0 +40 -5 +30 -5
1,500 0 +25 0 +45 -5 +35 -5
1,650 0 +25 0 +45 -5 +35 -5
1,800 0 +25 0 +45 -5 +35 -5
2,000 0 +25 0 +45 -5 +35 -5
2,200 0 +30 0 +50 -5 +40 -5
2,400 0 +30 0 +50 -5 +40 -5

（単位：mm）

規　　格
ＪＩＳ　Ａ　５３５０
Ｄ　　　　　　形

呼び径
(mm)

標準値 管理基準値
（参考）規格値

良質地盤 軟弱地盤

※管がストップゴムをつぶしている場合は（－）とする。なお、その場合受口側の値を０とする。
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別表オ 放射線透過試験による点検の項目と判定基準 

（ＪＩＳ Ｚ3050 Ａ基準 準拠） 

項   目 判   定   基   準 

1.ルートの溶込み

不良 

目違いのない部分の溶込み不良は、１個の長さ 20 ㎜以下、連続した溶接長 300

㎜当たり合計長さ 25 ㎜以下を合格とする。 

2.目違いによる溶込

み不良 

ルートの片側の角が露出している（又は溶融されていない）とき、１個の長さ

40 ㎜以下、連続した溶接長 300 ㎜当たり合計長 70 ㎜以下を合格とする。 

3.内面へこみ 

内面へこみは、その部分の写真濃度がこれに接する母材部分の写真濃度を超え

ない場合は長さに関係なく合格とするが、超える場合には 5. の溶落ちと同様

に取り扱う。 

4.融合不良 

母材と溶接金属との間の融合不良は、１個の長さ 20 ㎜以下、連続した溶接長

300 ㎜当たり合計長さ 25 ㎜以下を合格とする。溶接パス間の融合不良は、１

個の長さ 20 ㎜以下、連続した溶接長 300 ㎜当たり合計長さ 30 ㎜以下を合格

とする。 

5.溶落ち 

溶落ちは、いかなる方向に測った寸法も１個につき 6 ㎜又は管の肉厚のいずれ

か小さい方を超えることなく、連続した溶接長 300 ㎜当たり最大寸法の合計長

さ 12 ㎜以下を合格とする。 

6.細長いスラグ巻

込み 

細長いスラグ巻込みは、１個の長さ 20 ㎜以下、幅 1.5 ㎜以下、連続した溶接

長 300 ㎜当たり合計長さ 30 ㎜以下を合格とする。平行に並んだスラグ巻込み

は、その間隔が１㎜を超えていなければそれぞれ独立したきずとみなす。 

7.孤立したスラグ

巻込み 

孤立したスラグ巻込みは、１個の長さ 6 ㎜以下、幅 3 ㎜以下、連続した溶接長

300 ㎜当たり合計長さ 12 ㎜以下を合格とする。 

8.タングステン巻

込み 

タングステン巻込みは、ＪＩＳ Ｚ 3104 付属書４の第４種のきずの像の分類

の４類以外を合格とする。 

9.ブローホール及

びこれに類する丸

みを帯びたきず 

ブローホール及びこれに類する丸みを帯びたきずは、ＪＩＳ Ｚ 3104 付属書

４の第１種のきずの像の分類の４類以外を合格とする。 

10.虫状気孔 
虫状気孔（パイプ）は、ＪＩＳ Ｚ 3104 付属書４の第２種のきずの像の分類

の４類以外を合格とする。 

11.中空ビート 
中空ビートは、１個の長さ 10 ㎜以下、連続した溶接長 300 ㎜当たり合計長さ

50 ㎜以下で、長さ 6 ㎜を超えるものは、50 ㎜以上離れていなければならない。

12.割れ 割れは、すべて不合格とする。 

13.きずの集積 

1. から 11. までに掲げるきずの長さの和が管の円周長さの 8％以下で、かつ、

連続した溶接長 300 ㎜当たり 50 ㎜以下を合格とする。ただし 2. に掲げるき

ずを除く。 

14.アンダカット 
内面のアンダカットは、１個の長さは 50 ㎜、合計長さは管の円周長さの 15％

を超えてはならない。 

15.きずの写真濃度 

(a) 透過写真上の大きさで合格するきずでも、写真濃度が母材部の写真濃度よ

り著しく高い場合には、不合格とする。 

(b) 内面のビードの写真濃度が著しく低い場合には、不合格とする。 
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別表カ 塗覆装の方式及びその厚さ 

 
種 別 塗 覆 装 方 式 最小厚さ（㎜） 

直管 

テーバ付き 

直管 

異形管 

【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管-第 4 部：内面エポキシ樹脂塗装(JIS G 

3443-4)」 

溶剤形ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装 

0.5mm 以上 

（「農業用プラスチック被

覆鋼管(WSP A-101-2009)」

による） 

【外面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管-第 3 部：長寿命形外面プラスチック被

覆(JIS G 3443-3)」 

2.0 ㎜以上 

現場溶接部 【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管-第 4 部：内面エポキシ樹脂塗装(JIS G 

3443-4)」 

溶剤形ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装 

0.5mm 以上 

（「農業用プラスチック被

覆鋼管(WSP A-101-2009)」

による） 

【外面塗装】 

「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート(WSP 012-2010)」 

プラスチック系の場合 

基  材：1.5 ㎜以上 

粘着材：1.0 ㎜以上 

備考１．制水弁室、スラストブロック等貫通部の外面塗覆装は、原則としてプラスチック被覆とす

る。 

なお、スチフナーについても同様とするが、同部の被覆厚さについては規定しない。 

ただし、フランジ等外面部でプラスチック被覆の施工ができない場合は水道用液状エポキ

シ樹脂塗料塗装とし、塗覆厚 0.5 ㎜以上とする。 

 

２． 継手部の外面塗覆装は、「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート（WSP 012）」プラスチック

系を基本とする。なお、施工条件等やむを得ない理由により、プラスチック系が使用できな

い場合は、ゴム系を使用する。ただし、ゴム系の最小厚さは、1.5 ㎜とする。 
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第３項 撮影記録による出来形管理 
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お

む
ね

5
0
～

1
0
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

  
2
0
本

に
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。
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７
．

オ
ー

プ
ン

ケ
ー

ソ
ン

４
．

８
．

９
．

1
0
．

精
度

を
要

す
る

も
の

、

1
1
．

Ｕ
 字

 溝

Ｕ
字

フ
リ
ュ

ー
ム

ベ
ン

チ
フ

リ
ュ

ー
ム

1
2
．

土
 水

 路

1
4
．

鉄
筋

組
立

 か
ぶ

り
、

中
心

間
隔

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 1
ス

パ
ン

（
1
打

設
ブ

ロ
ッ

ク
）
ご

と
に

撮
影

す
る

。

コ
ン

ク
リ
ー

ト
付

帯
構

造
物 コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
、

側
溝

､　
管

渠
、

横
断

構
造

物
、

Ｐ
Ｃ

橋
､コ

ン
ク

リ
ー

ト
擁

壁
、

そ
の

他
上

記
に

準
ず

る
も

の

栗
石

基
礎

、
砕

石
基

礎
、

砂
基

礎
、

均
し

コ
ン

ク
リ
ー

ト

 幅
、

高
さ

、
厚

さ
、

法
勾

配
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 線
的

な
構

造
物

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね
4
0
～

8
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

 箇
所

単
位

の
構

造
物

に
つ

い
て

は
適

宜
撮

影
す

る
。

 構
造

物
の

寸
法

標
示

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 基
礎

等
が

土
砂

又
は

水
面

に
埋

設
す

る
場

合
、

法
長

の
測

量
点

を
赤

ペ
ン

キ
等

で
印

を
す

る
。

 印
の

位
置

は
な

る
べ

く
１

ｍ
と

か
２

ｍ
の

よ
う

に
整

数
値

と
す

 幅
、

厚
さ

、
転

圧
、

粒
径

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 床
掘

、
基

礎
、

幅
、

厚
さ

、
配

筋
、

高
さ

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

配
筋

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 施
工

状
況

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

管
　

　
理

　
　

方
　

　
法

撮
　

　
影

　
　

箇
　

　
所

撮
　

　
影

　
　

方
　

　
法

 施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0
～

1
0
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

撮
　

　
影

　
　

基
　

　
準

 幅
、

長
さ

、
高

さ
、

配
筋

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0
～

1
0
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

2
0
0
～

4
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

を
示

さ
な

い
場

合
は

、
1
～

2
工

区

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

分
水

工
計

量
部

、
ゲ

ー
ト
戸

当
部

、
橋

台
沓

部

工
　

　
　

　
　

　
　

種

１ 共 通 工 事

 構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
1
ロ

ッ
ト
毎

に
撮

影
す

る
。
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１
．

法
面

保
護

工

１
．

表
土

扱
い

 表
土

厚
を

撮
影

す
る

。

２
．

基
盤

整
地

 上
記

と
同

一
。

 基
盤

面
、

表
土

埋
戻

し
後

を
撮

影
す

る
。

田
面

整
地

３
．

畦
　

畔
　

工
 高

さ
、

幅
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

４
．

道
　

路
　

工

（
砂

利
道

）

１
．

吸
 水

 渠

２
．

集
 水

 渠
 埋

設
深

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

（
支

　
線

）

導
 水

 渠

（
幹

　
線

）

１
．

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
 埋

設
深

を
撮

影
す

る
。

 ま
き

出
し

厚
さ

、
転

圧
、

厚
さ

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 １
耕

区
当

た
り

１
～

２
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 埋
設

深
、

埋
設

間
隔

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

管
　

　
理

　
　

方
　

　
法

 客
土

吹
付

、
植

生
基

材
吹

付
工

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
吹

付
、

モ
ル

タ
ル

吹
付

は
、

施
工

面
積

お
お

む
ね

2
0
0
～

4
0
0
㎡

に
つ

き
1
箇

所
、

そ
の

他
は

1
，

0
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

２ 法 面 保 護 工 事

工
　

　
　

　
　

　
　

種
撮

　
　

影
　

　
基

　
　

準

 法
面

状
況

、
法

面
清

掃
、

法
勾

配
、

法
長

、
厚

さ
、

ラ
ス

張
、

金
網

、
植

生
ネ

ッ
ト
張

、
む

し
ろ

張
、

ア
ン

カ
ー

打
込

み
等

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

撮
　

　
影

　
　

箇
　

　
所

撮
　

　
影

　
　

方
　

　
法

４ 暗 渠 排 水 工 事

 1
h
ａ
当

た
り

1
～

２
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

５ 畑 地 か ん が い 施 設 工 事３ ほ 場 整 備 工 事

 お
お

む
ね

1
0
ａ
当

た
り

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

2
0
0
～

4
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0
～

1
0
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 幹
線

道
路

は
5
0
～

1
0
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
、

支
線

道
路

は
2
0
0
～

4
0
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。
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１
．

耕
土

掘
起

し
 耕

起
深

、
つ

ぼ
掘

り
を

撮
影

す
る

。

２
．

テ
 ラ

 ス

(階
段

畑
）

３
．

道
　

路
　

工
 法

勾
配

、
幅

、
厚

さ
、

側
溝

幅
を

撮
影

す
る

。

(耕
作

道
）

４
．

土
壌

改
良

５
．

改
良

山
成

１
．

路
 盤

 工

２
．

コ
ン

ク
リ
ー

ト
 上

記
と

同
一

。
 幅

、
厚

さ
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

舗
装

工

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工

３
．

敷
 砂

 利

４
．

道
路

ト
ン

ネ
ル

５
．

道
路

ト
ン

ネ
ル

（
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｍ
）

 ま
き

出
し

厚
さ

、
転

圧
、

幅
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 掘
削

は
タ

イ
プ

の
変

化
す

る
毎

に
１

箇
所

、
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
は

１
０

０
ｍ

に
1
箇

所
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
吹

付
は

５
０

ｍ
に

１
箇

所
、

巻
厚

に
つ

い
て

は
１

ス
パ

ン
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

と
同

一
。

 測
定

点
２

～
３

箇
所

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 基

準
高

、
法

勾
配

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

管
　

　
理

　
　

方
　

　
法

工
　

　
　

　
　

　
　

種
撮

　
　

影
　

　
基

　
　

準
撮

　
　

影
　

　
箇

　
　

所
撮

　
　

影
　

　
方

　
　

法

６ 農 用 地 造 成 工 事

 法
勾

配
、

幅
、

耕
起

幅
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 巻
厚

に
つ

い
て

は
１

ス
パ

ン
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 そ
の

他
掘

削
タ

イ
プ

の
変

化
す

る
毎

に
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。

 巻
厚

、
型

枠
、

切
羽

、
支

保
工

、
矢

板
、

坑
口

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 お
お

む
ね

1
h
ａ
当

た
り

２
～

３
箇

所
撮

影
す

る
ほ

か
、

つ
ぼ

掘
り

は
２

h
a当

た
り

１
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 テ
ラ

ス
延

長
１

0
0
～

２
0
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

1
0
0
～

2
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。

 お
お

む
ね

２
h
ａ
当

た
り

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 サ
ン

プ
ル

採
取

中
及

び
試

験
中

の
箇

所
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

７ 農 道 工 事

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 巻
厚

、
型

枠
、

切
羽

、
支

保
工

、
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
吹

付
、

坑
口

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 ま
き

出
し

厚
さ

、
幅

、
転

圧
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。
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１
．

開
 水

 路

(現
場

打
）

２
．

サ
イ

ホ
ン

 上
記

と
同

一
。

 上
記

と
同

一
。

(現
場

打
）

３
．

暗
　

　
　

渠
 上

記
と

同
一

。
 上

記
と

同
一

。

(現
場

打
）

４
．

水
路

ト
ン

ネ
ル

５
．

管
 水

 路

　
遠

心
力

鉄
筋

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

６
．

管
 水

 路
 上

記
と

同
一

。
 上

記
と

同
一

。

　
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク

　
複

合
管

、
ダ

ク
タ

イ
ル

　
鋳

鉄
管

７
．

管
 水

 路
 上

記
と

同
一

。
 上

記
と

同
一

。

（
硬

質
ポ

リ
塩

化
ビ

ニ
ル

管
）

８
．

管
 水

 路

　
(鋼

　
管

）

9
．

管
 水

 路

(埋
設

と
う

性
管

）

1
0
．

管
 水

 路

　
砂

基
礎

及
び

　
埋

戻
し

等

1
1
．

コ
ン

ク
リ
ー

ト

二
次

製
品

水
路

 Ｄ
h
及

び
Ｄ

v寸
法

の
測

定
状

況
の

ほ
か

、
ス

ケ
ー

ル
目

盛
を

撮
影

す
る

。
 た

わ
み

量
測

定
箇

所
２

箇
所

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 た
だ

し
、

測
定

箇
所

が
２

箇
所

の
み

の
場

合
は

２
箇

所
と

も
撮

影
す

る
。

コ
ン

ク
リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

、
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
組

立
柵

渠

 上
記

と
同

一
。

 組
立

水
路

に
つ

い
て

は
ア

ー
ム

間
隔

、
柵

板
設

置
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

、
ブ

ロ
ッ

ク
張

り
水

路
に

つ
い

て
は

基
礎

関
係

、
裏

込
、

幅
、

高
さ

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 基
礎

、
埋

戻
し

等
の

厚
さ

、
幅

、
ま

き
出

し
、

締
固

め
状

況
等

を
撮

影
す

る
。

工
　

　
　

　
　

　
　

種
撮

　
　

影
　

　
基

　
　

準
撮

　
　

影
　

　
箇

　
　

所

 マ
ー

キ
ン

グ
関

係
、

Ｄ
h
及

び
Ｄ

v寸
法

、
そ

の
他

必
要

な
箇

所
に

つ
い

て
撮

影
す

る
。

８ 水 路 工 事

 お
お

む
ね

２
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 幅

、
高

さ
、

厚
さ

、
配

筋
、

打
継

目
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 膜
厚

検
査

で
塗

膜
厚

の
確

認
が

困
難

な
場

合
は

、
使

用
済

塗
料

空
カ

ン
等

の
撮

影
を

行
う

。
 上

記
と

同
一

。
 芯

出
し

据
付

け
状

況
、

溶
接

作
業

、
清

掃
状

況
、

塗
装

、
非

破
壊

検
査

、
ピ

ン
ホ

ー
ル

検
査

、
膜

厚
検

査
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

撮
　

　
影

　
　

方
　

　
法

 巻
厚

、
型

枠
、

切
羽

、
支

保
工

、
矢

板
、

坑
口

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 管
布

設
状

況
、

外
観

検
査

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
関

係
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 巻
厚

に
つ

い
て

は
１

ス
パ

ン
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 そ
の

他
は

掘
削

タ
イ

プ
の

変
化

す
る

毎
に

１
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

管
　

　
理

　
　

方
　

　
法
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1
2
．

コ
ン

ク
リ
ー

ト

二
次

製
品

水
路

1
3
．

ラ
イ

ニ
ン

グ
水

路
 上

記
と

同
一

。

　
連

節
ブ

ロ
ッ

ク
、

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
マ

ッ
ト

1
4
．

シ
ー

ル
ド

工
事

（
一

次
覆

工
）

1
5
．

シ
ー

ル
ド

工
事

 上
記

と
同

一
。

 上
記

と
同

一
。

（
二

次
覆

工
）

1
6
．

推
進

工
事

 上
記

と
同

一
。

 上
記

と
同

一
。

 上
記

と
同

一
。

1
7
．

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト

水
路

１
．

コ
ン

ク
リ
ー

ト

法
 覆

 工

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

法
 覆

 工

1
0

１
．

監
 査

 廊

２
．

提
体

盛
立

３
．

洪
 水

 吐

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。

 幅
、

高
さ

、
厚

さ
、

配
筋

、
打

継
目

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 2
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。

 Ｄ
h
及

び
Ｄ

v寸
法

の
測

定
状

況
の

は
か

、
ス

ケ
ー

ル
目

盛
を

撮
影

す
る

。

コ
ン

ク
リ
ー

ト
二

次
製

品
大

型
フ

リ
ュ

ー
ム

水
路

、
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
Ｌ

型
水

路

９ 河 川 護 岸 工 事 フ ィ ル ダ ム 工 事

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 厚
さ

、
幅

、
法

勾
配

、
法

長
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 ゾ
ー

ン
幅

、
ま

き
出

し
厚

さ
、

転
圧

、
レ

ー
キ

ン
グ

、
コ

ン
タ

ク
ト
ク

レ
ー

、
リ
ッ

プ
ラ

ッ
プ

工
、

ス
ト
ッ

ク
パ

イ
ル

工
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 盛
立

高
さ

お
お

む
ね

3
～

5
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
各

ゾ
ー

ン
毎

に
撮

影
す

る
。

 ス
ト
ッ

ク
パ

イ
ル

は
造

成
の

都
度

1
箇

所
撮

影
す

る
。

 幅
、

高
さ

、
厚

さ
、

配
筋

、
打

継
目

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 た
わ

み
率

測
定

箇
所

２
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 た
だ

し
、

測
定

箇
所

が
２

箇
所

の
場

合
は

２
箇

所
と

も
撮

影
す

る
。

 布
設

、
幅

、
法

長
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 上

記
未

満
は

2
箇

所
撮

影
す

る
。

 コ
ン

ク
リ
ー

ト
二

次
製

品
大

型
フ

リ
ュ

ー
ム

水
路

に
つ

い
て

は
、

布
設

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
Ｌ

型
水

路
に

つ
い

て
は

、
布

設
、

厚
さ

、
幅

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

工
　

　
　

　
　

　
　

種
撮

　
　

影
　

　
基

　
　

準

８ 水 路 工 事

 管
布

設
状

況
、

外
観

検
査

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
関

係
、

Ｄ
h
及

び
Ｄ

v寸
法

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

高
さ

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

管
　

　
理

　
　

方
　

　
法

 セ
グ

メ
ン

ト
設

置
状

況
、

外
観

検
査

、
Ｄ

h
及

び
Ｄ

v寸
法

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

撮
　

　
影

　
　

方
　

　
法

撮
　

　
影

　
　

箇
　

　
所
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４
．

埋
設

計
器

 各
計

器
毎

に
撮

影
す

る
。

５
．

グ
ラ

ウ
ト
ボ

ー
リ
ン

グ
 ボ

ー
リ
ン

グ
の

削
孔

長
を

全
数

撮
影

す
る

。

1
1

１
．

橋
 台

 工

２
．

橋
 脚

 工
 上

記
と

同
一

。

　
　

張
 出

 式

　
　

重
 力

 式

　
　

半
重

力
式

３
．

橋
 脚

 工
 上

記
と

同
一

。

（
ラ

ー
メ

ン
式

）

４
．

コ
ン

ク
リ
ー

ト
桁

（
ポ

ス
ト
テ

ン
シ

ョ
ン

桁
）

５
．

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト

床
版

工

６
．

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト

高
欄

及
び

地
覆

工

橋 梁 工 事

 構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
１

基
毎

に
撮

影
す

る
。

 基
礎

関
係

、
配

筋
、

天
端

長
、

敷
長

、
敷

幅
、

高
さ

、
控

壁
の

厚
さ

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 な
お

、
橋

台
沓

部
に

つ
い

て
は

「
1
共

通
工

事
の

1
0
0
精

度
を

要
す

る
も

の
」
の

項
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 幅
 に

つ
い

て
は

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 厚

さ
に

つ
い

て
は

施
工

面
積

お
お

む
ね

3
0
～

6
0
㎡

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

 幅
に

つ
い

て
は

1
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 厚

さ
に

つ
い

て
は

施
工

面
積

お
お

む
ね

3
0
～

6
0
㎡

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

 埋
設

状
況

、
埋

設
時

の
ゲ

ー
ジ

の
状

態
等

に
つ

い
て

撮
影

す
る

。

 削
孔

長
は

全
数

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 Ｐ
Ｃ

鋼
線

配
置

状
況

、
幅

、
高

さ
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 配
筋

、
幅

、
厚

さ
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

管
　

　
理

　
　

方
　

　
法

 配
筋

、
幅

、
厚

さ
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 撮
影

時
期

、
撮

影
内

容
及

び
撮

影
方

法
に

つ
い

て
は

別
途

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。

 基
礎

関
係

、
配

筋
、

天
端

長
、

敷
長

、
天

端
幅

、
敷

幅
、

高
さ

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 基
礎

関
係

、
配

筋
、

天
端

長
、

天
端

幅
、

中
間

幅
、

基
礎

幅
、

高
さ

、
厚

さ
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

撮
　

　
影

　
　

箇
　

　
所

撮
　

　
影

　
　

基
　

　
準

 構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
桁

毎
に

撮
影

す
る

。

工
　

　
　

　
　

　
　

種
撮

　
　

影
　

　
方

　
　

法
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1
2

１
．

本
　

　
 体

 構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
撮

影
す

る
。

２
．

護
床

ブ
ロ

ッ
ク

（
異

形
ブ

ロ
ッ

ク
）

1
3

１
．

捨
 石

 工

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

工

1
4

１
．

提
 体

 工

２
．

洪
水

吐
工

３
．

樋
 管

 工

同
上

付
帯

構
造

物

（
土

砂
吐

ゲ
ー

ト
等

）

管
　

　
理

　
　

方
　

　
法

工
　

　
　

　
　

　
　

種
撮

　
　

影
　

　
基

　
　

準
撮

　
　

影
　

　
箇

　
　

所
撮

　
　

影
　

　
方

　
　

法

 基
礎

地
盤

状
況

、
据

付
け

状
況

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 施
工

面
積

お
お

む
ね

2
0
0
㎡

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

上
記

未
満

は
2
箇

所
撮

影
す

る
。

海 岸 河 川 工 事

 厚
さ

、
幅

、
高

さ
、

長
さ

、
配

筋
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。
頭 首 工 工 事

 施
工

延
長

お
お

む
ね

1
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 箇
所

単
位

の
構

造
物

に
つ

い
て

は
適

宜
撮

影
す

る
。

 床
掘

、
基

礎
、

幅
、

高
さ

、
厚

さ
、

配
筋

、
打

継
目

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。

 床
掘

、
基

礎
、

幅
、

高
さ

、
配

筋
、

打
継

目
、

パ
イ

プ
布

設
、

外
観

検
査

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
関

係
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

2
0
～

4
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 お
お

む
ね

2
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 箇

所
単

位
の

構
造

物
に

つ
い

て
は

適
宜

撮
影

す
る

。

 施
工

延
長

お
お

む
ね

５
0
～

１
0
0
ｍ

に
つ

き
1

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。

た め 池 工 事

 盛
土

幅
員

、
ま

き
出

し
厚

さ
、

転
圧

、
法

長
、

法
面

、
（
芝

）
、

法
勾

配
、

排
水

側
溝

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

 幅
、

高
さ

、
そ

の
他

必
要

箇
所

を
撮

影
す

る
。
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１
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
関

係

工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

（
1
）

材 料

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
IS

 R
 5

2
0
1

製
造

会
社

の
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

た
だ

し
、

3
箇

月
以

上
貯

蔵
し

た
り

、
湿

っ
た

お
そ

れ
の

あ
る

場
合

は
所

定
の

試
験

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

生
コ

ン
工

場
で

製
造

す
る

場
合

は
工

場
の

試
験

成
績

書
に

よ
る

。

J
IS

 R
 5

2
1
0
～

5
2
1
3
参

照

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
IS

 A
 1

1
0
2

1
.コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
量

6
0
0
m

3
に

1
回

。
2
.採

取
場

所
及

び
材

質
が

変
わ

る
毎

に
1

回
。

生
コ

ン
工

場
で

製
造

す
る

場
合

は
工

場
の

試
験

成
績

書
に

よ
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
（
施

工
編

）
に

よ
る

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
4

高
炉

ス
ラ

グ
粗

骨
材

Ｌ
  
 1

.2
5
kg

／
l

  
  
  
  
 〃

  
 粗

骨
材

Ｎ
  
 1

.3
5
kg

／
l

  
  
  
  
 〃

  
 細

骨
材

  
  
  
1
.4

5
kg

／
l

細
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
9

絶
乾

密
度

：
2
.5

g/
c
m

3
 以

上
吸

水
率

：
3
.5

%
以

下
た

だ
し

、
砕

砂
、

高
炉

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
J
IS

 を
適

用
す

る
。

J
IS

 A
 5

0
0
5
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

砕
石

及
び

砕
砂

）
J
IS

 A
 5

0
1
1
-
1
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
1
 部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
IS

 A
 5

0
1
1
-
2
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
―

第
2
 部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
IS

 A
 5

0
1
1
-
3
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
3
 部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
J
IS

 A
 5

0
1
1
-
4
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
4
 部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
J
IS

 A
 5

0
2
1
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

再
生

骨
材

H
）

粗
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
J
IS

 A
 1

1
1
0

絶
乾

密
度

：
2
.5

g/
c
m

3
 以

上
吸

水
率

：
3
.0

%
以

下
た

だ
し

、
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
粗

骨
材

及
び

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

粗
骨

材
の

規
格

値
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

J
IS

 を
適

用
す

る
。

J
IS

 A
 5

0
0
5
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

砕
石

）
J
IS

 A
 5

0
1
1
-
1
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
1
 部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
IS

 A
 5

0
1
1
-
4
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
4
 部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
IS

 A
 5

0
2
1
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

再
生

骨
材

H
）

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
IS

 A
 1

1
2
1

砕
石

　
4
0
％

以
下

砂
利

　
3
5
％

以
下

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
3
5
％

以
下

た
だ

し
、

積
雪

寒
冷

地
の

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
は

2
5
％

以
下

コ ン ク リ ｜ ト

１
．

骨
材

の
比

重
、

粒
度

が
設

計
値

に
対

し
て

差
異

が
あ

る
場

合
は

さ
ら

に
検

査
の

上
、

配
合

の
変

更
そ

の
他

適
切

な
処

置
を

と
る

。
２

．
細

骨
材

の
表

面
水

率
、

塩
化

物
含

有
量

、
ス

ラ
ン

プ
、

空
気

量
に

つ
い

て
は

そ
の

測
定

値
の

変
動

状
態

に
よ

り
材

料
の

再
調

査
、

配
合

の
再

検
討

、
計

量
機

器
の

点
検

そ
の

他
適

切
な

処
置

を
と

る
。

３
．

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強

度
に

つ
い

て
は

、
管

理
を

慎
重

に
行

い
強

度
の

変
動

低
下

を
未

然
に

防
ぐ

よ
う

に
努

め
る

。
測

定
値

が
所

定
の

値
に

達
し

な
い

場
合

は
材

料
の

品
質

配
合

、
機

械
の

精
度

、
練

り
混

ぜ
方

法
等

を
検

査
し

、
適

切
な

処
置

を
と

る
。

４
．

レ
デ

ィ
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

つ
い

て
、

次
の

（
１

）
及

び
（
２

）
を

優
先

し
た

ア
ル

カ
リ

骨
材

抑
制

対
策

が
行

わ
れ

て
い

る
も

の
と

し
、

そ
の

方
法

に
つ

い
て

請
負

者
は

監
督

職
員

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
な

お
、

現
場

練
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

も
、

こ
れ

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
。

(1
) 
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
ア

ル
カ

リ
総

量
の

抑
制

ア
ル

カ
リ

量
が

表
示

さ
れ

た
ポ

ル
ト

ラ
ン

ド
セ

メ
ン

ト
等

を
使

用
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
１

㎥
に

含
ま

れ
る

ア
ル

カ
リ

総
量

を
N

a2
O

換
算

で
3
．

0
kg

以
下

に
す

る
。

(2
) 
 抑

制
効

果
の

あ
る

混
合

セ
メ

ン
ト

等
の

使
用

J
IS

 R
 5

2
1
1
高

炉
セ

メ
ン

ト
に

適
合

す
る

高
炉

セ
メ

ン
ト

B
種

（
ス

ラ
グ

混
合

比
 4

0
%

以
上

）
又

は
C

種
、

あ
る

い
は

J
IS

 R
 5

2
1
3

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
に

適
合

す
る

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
B

種
（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

混
合

比
1
5
%
以

上
）
又

は
C

種
、

若
し

く
は

混
合

剤
を

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

に
混

入
し

た
結

合
材

で
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
効

果
の

確
認

さ
れ

た
も

の
を

使
用

す
る

。

１
．

記
録

の
方

法
試

験
結

果
は

下
記

に
よ

り
ま

と
め

る
。

(1
) 
骨

材
の

比
重

及
び

吸
水

率
試

験
、

骨
材

の
フ

ル
イ

分
け

試
験

、
骨

材
の

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
性

試
験

結
果

は
そ

れ
ぞ

れ
所

定
の

様
式

に
よ

り
取

り
ま

と
め

、
骨

材
試

験
成

績
書

に
記

載
す

る
。

(2
) 
細

骨
材

の
表

面
水

率
試

験
結

果
は

、
所

定
の

様
式

に
整

理
す

る
。

(3
) 
塩

化
物

含
有

量
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

、
圧

縮
強

度
及

び
曲

げ
強

度
の

試
験

結
果

は
所

定
の

様
式

に
よ

り
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

工
程

能
力

図
、

Ⅹ
－

R
s－

R
m

又
は

  
－

R
管

理
図

等
に

よ
り

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。
２

．
管

 理
(1

) 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
材

料
に

つ
い

て
は

骨
材

試
験

一
覧

表
に

よ
り

設
計

値
と

比
較

検
討

す
る

。
(2

) 
塩

化
物

含
有

量
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

、
圧

縮
強

度
及

び
曲

げ
強

度
に

つ
い

て
は

、
管

理
試

験
記

録
に

よ
り

試
験

値
が

所
定

の
値

に
達

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
検

査
し

、
ま

た
、

そ
の

バ
ラ

ツ
キ

を
把

握
す

る
。

(3
) 
塩

化
物

含
有

量
試

験
に

用
い

る
測

定
器

具
は

、
公

的
機

関
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
機

関
が

そ
の

性
能

を
評

価
し

た
も

の
を

用
い

る
。

な
お

、
一

回
の

検
査

に
必

要
な

測
定

回
数

は
3
回

と
し

、
測

定
は

そ
の

平
均

値
に

よ
り

行
う

。

採
取

場
所

及
び

材
質

が
変

わ
る

毎
に

1
回

。
生

コ
ン

工
場

で
製

造
す

る
場

合
は

工
場

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。
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工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

（
1
）

材 料

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
3

細
骨

材
　

　
海

砂
9
.0

%
以

下
（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
　

　
を

受
け

る
場

合
は

5
.0

%
以

下
）
砕

砂
及

び
　

　
ス

ラ
グ

細
骨

材
（
粘

土
、

シ
ル

ト
等

を
含

ま
　

　
な

い
場

合
）
7
.0

%
以

下
（
た

だ
し

、
す

り
へ

　
　

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.0

%
以

下
）

粗
骨

材
　

　
砕

石
3
.0

%
以

下
（
た

だ
し

、
粒

径
判

定
実

　
　

績
率

が
5
8
%
以

上
の

場
合

は
5
.0

%
以

下
）

　
　

ス
ラ

グ
粗

骨
材

5
.0

%
以

下
そ

れ
以

外
（
砂

　
　

利
等

）
1
.0

%
以

下

粗
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

J
IS

 A
 1

1
2
6

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

  
  
  
  
  
  
 5

％
以

下

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

試
験

J
IS

 A
 1

1
3
7

細
骨

材
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
1
.0

％
以

下
粗

骨
材

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
0
.2

5
％

以
下

細
骨

材
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

量
試

験
（
細

骨
材

に
海

砂
を

使
用

す
る

場
合

）

J
S
C

E
-
C

5
0
2
　

ま
た

は
J
S
C

E
-
C

5
0
3

0
.0

4
%
以

下

 砂
の

有
機

不
純

物
量

J
IS

 A
 1

1
0
5

標
準

色
よ

り
薄

い
こ

と

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
IS

 A
 1

1
2
2

細
骨

材
  
  
  
  
  
  
  
  
1
0
％

以
下

粗
骨

材
  
  
  
  
  
  
  
  
1
2
％

以
下

骨
材

の
ア

ル
カ

リ
シ

リ
カ

反
応

性
試

験
J
IS

 A
 1

1
4
5
又

は
1
1
4
6

工
事

開
始

前
工

事
中

１
回

／
６

ヶ
月

か
つ

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合

配
合

試
験

生
コ

ン
の

場
合

は
、

工
場

の
配

合
報

告
書

に
よ

る
。

（
2
）

施 工

塩
化

物
イ

オ
ン

量
J
IS

 A
 1

1
4
4

も
し

く
は

信
頼

で
き

る
機

関
で

評
価

を
受

け
た

試
験

方
法

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
2
回

／
日

、
そ

の
他

の
場

合
1
回

／
週

0
.3

kg
／

m
3
 以

下

単
位

水
量

測
定

１
．

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

の
特

殊
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
除

き
、

1
日

当
た

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
種

別
毎

の
使

用
量

が
1
0
0
m

3
以

上
施

工
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

を
対

象
と

す
る

。

1
0
0
m

3
 以

上
の

場
合

：
2
 回

／
日

（
午

前
1

回
、

午
後

1
 回

）
、

重
要

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
場

合
は

重
要

度
に

応
じ

て
1
0
0
～

1
5
0
m

3
毎

に
1
 回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

と
し

、
測

定
回

数
は

多
い

方
を

採
用

す
る

。

１
．

測
定

し
た

単
位

水
量

が
配

合
設

計
±

1
5
kg

/
m

3
 の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工

し
て

よ
い

。
２

．
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計
±

1
5
kg

/
m

3
 を

超
え

±
2
0
kg

/
m

3
 の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
、

そ
の

運
搬

車
の

生
コ

ン
は

打
設

す
る

。
そ

の
後

配
合

設
計

(3
) 
 安

全
と

認
め

ら
れ

る
骨

材
の

使
用

請
負

者
の

立
会

い
の

も
と

骨
材

を
採

取
し

、
骨

材
の

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
性

試
験

（
化

学
法

又
は

モ
ル

タ
ル

バ
ー

法
）
を

行
い

、
そ

の
結

果
が

無
害

と
確

認
さ

れ
た

骨
材

を
使

用
す

る
。

な
お

、
化

学
法

に
つ

い
て

は
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

／
６

ヶ
月

か
つ

産
地

が
か

わ
っ

た
場

合
に

信
頼

で
き

る
試

験
機

関
で

試
験

を
行

う
も

の
と

し
、

ま
た

モ
ル

タ
ル

バ
ー

法
は

試
験

成
績

書
に

よ
り

確
認

す
る

と
と

も
に

、
J
IS

 A
 1

8
0
4
コ

ン
ク

リ
ー

ト
生

産
工

程
管

理
用

試
験

法
に

よ
り

骨
材

が
無

害
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

た
だ

し
、

次
の

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 １
）
 工

事
開

始
前

  
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
開

始
日

の
1
ヶ

月
以

内
に

、
国

営
農

業
農

村
整

備
事

業
等

で
発

注
し

た
他

工
事

の
請

負
者

の
立

会
い

に
よ

る
試

験
結

果
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

試
験

結
果

を
使

用
で

き
る

。

コ ン ク リ ｜ ト
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工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

コ ン ク リ ｜ ト

（
2
）

施 工

２
．

エ
ア

メ
ー

タ
ー

法
又

は
こ

れ
と

同
程

度
、

若
し

く
は

、
そ

れ
以

上
の

精
度

を
有

す
る

測
定

機
器

を
使

用
す

る
も

の
と

し
、

施
工

計
画

書
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
事

前
に

機
器

諸
元

表
、

単
位

水
量

算
定

方
法

を
監

督
職

員
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
使

用
す

る
機

器
は

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
さ

れ
た

機
器

を
使

用
す

る
も

の
と

す
る

。
　

ま
た

、
使

用
す

る
機

器
は

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
さ

れ
た

機
器

を
使

用
す

る
も

の
と

す
る

。

※
対

象
（
重

要
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
）

は
、

高
さ

が
5
m

 以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
擁

壁
（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
は

除
く
。

）
、

内
空

断
面

が
2
5
 ㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
ー

ト
類

、
橋

梁
上

・
下

部
工

（
Ｐ

Ｃ
は

除
く
。

）
、

ト
ン

ネ
ル

及
び

高
さ

が
３

ｍ
以

上
の

堰
・
水

門
・
樋

門
と

す
る

が
、

当
該

事
業

に
お

い
て

重
要

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

と
位

置
付

け
ら

れ
る

場
合

は
、

対
象

と
す

る
も

の
と

す
る

。

±
1
5
kg

/
m

3
 以

内
で

安
定

す
る

ま
で

運
搬

車
の

3
 台

毎
に

1
回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

３
．

配
合

設
計

±
2
0
kg

/
m

3
 の

指
示

値
を

超
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン

を
打

ち
込

ま
ず

に
持

ち
帰

ら
せ

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

後
の

全
運

搬
車

の
測

定
を

行
い

、
配

合
設

計
±

2
0
kg

/
m

3
 以

内
に

な
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

更
に

、
配

合
設

計
±

1
5
kg

/
m

3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3
 台

毎
に

1
回

、
単

位
水

量
測

定
を

行
う

。
な

お
、

管
理

値
ま

た
は

指
示

値
を

超
え

る
場

合
は

1
 回

に
限

り
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
再

試
験

を
実

施
し

た
い

場
合

は
2
 回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値

の
小

さ
い

方
で

評
価

し
て

よ
い

。
た

だ
し

、
示

方
配

合
の

単
位

水
量

の
上

限
値

は
、

粗
骨

材
の

最
大

寸
法

が
2
0
m

m
～

2
5
m

m
の

場
合

は
1
7
5
kg

/
m

3
、

4
0
m

m
 の

場
合

は
1
6
5
kg

/
m

3
 を

基
本

と
す

る
。

２
）
 工

事
中

１
回

／
6
ヶ

月
か

つ
産

地
が

か
わ

っ
た

場
合

  
J
IS

に
基

づ
き

6
ヶ

月
ご

と
に

行
う

試
験

を
化

学
法

で
行

う
場

合
は

、
試

験
に

用
い

る
骨

材
の

採
取

に
骨

材
生

産
者

、
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

生
産

者
及

び
請

負
者

が
立

ち
会

え
ば

、
J
IS

に
基

づ
く
試

験
結

果
が

使
用

で
き

る
。

な
お

、
こ

の
試

験
結

果
は

1
ヶ

月
以

内
で

あ
れ

ば
他

工
事

で
も

使
用

で
き

る
が

、
こ

の
場

合
、

請
負

者
は

同
一

の
骨

材
生

産
場

所
か

ら
納

入
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
も

の
と

す
る

。

ス
ラ

ン
プ

試
験

J
IS

 A
 1

1
0
1

圧
縮

強
度

試
験

用
供

試
体

採
取

時
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

2
.5

c
m

 ･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･ 

±
 1

.0
（
c
m

）
5
c
m

及
び

6
.5

c
m

 ･
･･

･･
･ 

±
 1

.5
8
c
m

以
上

1
8
c
m

以
下

 ･
･ 

±
 2

.5
2
1
c
m

 ･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

 ±
 1

.5

空
気

量
試

験
J
IS

 A
 1

1
2
8
他

圧
縮

強
度

試
験

用
供

試
体

採
取

時
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

指
定

値
±

 1
.5

％

圧
縮

強
度

試
験

J
IS

 A
 1

1
0
8

１
．

供
試

体
の

試
料

荷
卸

し
場

所
に

て
採

  
  
 取

す
る

。
２

．
試

験
基

準
　

1
回

／
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m

3
毎

に
1
回

と
す

る
。

  
  
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

1
回

に
つ

き
6
個

  
 (

σ
7
･･

･3
個

、
σ

2
8
･･

･3
個

）
と

す
る

。

＊
小

規
模

工
種

、
1
規

格
当

た
り

の
総

使
用

量
が

2
0
ｍ

3
未

満
の

場
合

に
は

1
回

以
上

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

（
J
IS

表
示

認
証

工
場

）
に

お
い

て
作

成
さ

れ
た

品
質

証
明

書
の

提
出

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

現
場

練
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
同

時
に

作
っ

た
3
本

の
供

試
体

の
平

均
値

は
、

基
準

強
度

の
8
0
％

を
　

1
／

2
0
の

確
率

で
下

回
っ

て
は

な
ら

　
な

い
。

ま
た

、
基

準
強

度
を

1
／

4
以

上
の

確
率

で
下

回
っ

て
は

な
ら

な
い

。

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
1
回

の
試

験
結

果
は

、
呼

び
強

度
の

8
5
％

以
上

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

呼
び

強
度

以
上

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
な

お
、

1
回

の
試

験
と

は
採

取
し

た
試

料
で

作
っ

た
3
個

の
供

試
体

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

。
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工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

コ ン ク リ ｜ ト

（
2
）

施 工

曲
げ

強
度

試
験

J
IS

 A
 1

1
0
6

１
．

道
路

舗
装

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

お
い

て
試

　
　

験
す

る
。

２
．

供
試

体
の

試
料

は
荷

卸
し

場
所

に
て

採
　

　
取

す
る

。
３

．
試

験
基

準
  
  
打

設
1
日

に
つ

き
2
回

の
割

合
で

行
う

。
　

　
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

1
回

に
つ

き
3
個

と
す

　
　

る
。

＊
1
工

事
当

た
り

の
総

打
設

量
が

少
量

の
　

場
合

は
監

督
職

員
の

指
示

に
よ

り
試

験
　

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
1
 回

の
試

験
結

果
は

、
呼

び
強

度
の

8
5
%
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

3
 回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

呼
び

強
度

以
上

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
な

お
、

1
 回

の
意

見
と

は
採

取
し

た
試

料
で

作
っ

た
3
 個

の
供

試
体

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

。
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２
 土

質
関

係

工
種

項
目

区 分
試

験
（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

処
置

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
0

C
B

R
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
1

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
IS

 A
 1

2
0
2

砂
置

換
法

に
よ

る
土

の
密

度
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
4

１
．

乾
燥

密
度

で
規

定
す

る
場

合
　

路
体

  
　

J
IS

 A
 1

2
1
0
の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

度
  
  
に

対
す

る
締

固
め

度
は

、
  

 　
　

 A
・
B

方
法

 　
　

  
　

9
0
％

以
上

  
 　

　
 C

・
D

・
E
方

法
　

　
  

8
5
％

以
上

　
路

床
　

  
J
IS

 A
 1

2
1
0
の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

度
  
  
に

対
す

る
締

固
め

度
は

、
  
 　

　
 A

・
B

方
法

  
  
　

　
　

  
Ⅰ

－
1
交

通
  
  
  
  
9
0
％

以
上

  
  
 　

　
　

 Ⅰ
－

2
交

通
以

上
  
9
5
％

以
上

  
  
  
  
C

・
D

・
E
方

法
  
  
  
  
  
  
Ⅰ

－
1
交

通
  
  
  
  
8
5
％

以
上

  
  
  
  
  
  
Ⅰ

－
2
交

通
以

上
  
9
0
％

以
上

２
．

飽
和

度
で

規
定

す
る

場
合

、
飽

和
度

は
  
  
8
5
～

9
5
％

の
範

囲
と

す
る

。
３

．
空

気
間

ゲ
キ

率
で

規
定

す
る

場
合

、
空

  
  
気

間
ゲ

キ
率

は
2
～

1
0
％

の
範

囲
と

す
  
  
る

。
  
 上

記
に

よ
ら

な
い

場
合

は
特

記
仕

様
書

  
  
に

よ
る

。

土
の

含
水

比
試

験
J
IS

 A
 1

2
0
3

現
場

C
B

R
試

験
J
IS

 A
 1

2
2
2

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。
（
路

床
）

道
路

の
平

板
載

荷
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
5

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
舗

装
試

験
法

便
覧

路
床

仕
上

げ
後

、
全

幅
、

全
区

間
に

つ
い

て
実

施
す

る
。

沈
下

異
常

な
し

。

締
固

め
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
0

ふ
る

い
分

け
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
2

J
IS

 A
 5

0
0
1
表

2
参

照

修
正

C
B

R
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

A
S
舗

装
 　

Ⅰ
－

1
交

通
　

　
　

　
　

 1
0
以

上
  
  
  
  
　

　
  
Ⅰ

－
2
交

通
以

上
  
  
 2

0
以

上
C

O
舗

装
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2
0
以

上

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
J
IS

 A
 1

2
0
5

A
S
舗

装
  
  
Ⅰ

－
1
交

通
  
  
  
  
  
  
  
9
以

下
  
  
  
  
  
  
  
 Ⅰ

－
2
交

通
以

上
  
  
  
 6

以
下

C
O

舗
装

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
6
以

下

管
理

方
式

（
1
）
所

定
の

規
格

値
が

得
ら

れ
な

い
場

合
は

、
再

転
圧

、
置

換
等

の
処

置
を

行
う

。

１
．

記
録

の
方

法
試

験
結

果
の

取
り

ま
と

め
は

下
記

に
よ

る
。

（
1
）
 試

験
結

果
は

、
各

々
所

定
の

様
式

に
取

り
ま

と
め

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

工
程

能
力

図
、

Ⅹ
－

R
s

－
R

m
又

は
  
－

R
管

理
図

等
に

よ
っ

て
管

理
し

、
2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。
２

．
管

  
  
理

（
1
）
 盛

土
の

締
固

め
の

管
理

は
乾

燥
密

度
、

飽
和

度
及

び
空

気
間

ゲ
キ

率
の

い
ず

れ
か

、
ま

た
、

管
水

路
の

砂
基

礎
及

び
埋

戻
し

の
締

固
め

の
管

理
は

乾
燥

密
度

に
よ

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

そ
れ

以
外

の
方

法
で

管
理

す
る

場
合

は
特

記
仕

様
書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
（
2
）
 締

固
め

を
現

場
C

B
R

、
平

板
載

荷
試

験
に

よ
る

場
合

は
突

固
め

試
験

、
土

粒
子

の
比

重
試

験
は

省
略

し
て

よ
い

。
（
3
）
 路

盤
の

締
固

め
管

理
は

締
固

め
密

度
に

よ
る

こ
と

を
原

則
と

す
る

が
、

そ
れ

以
外

の
方

法
に

よ
る

場
合

は
特

記
仕

様
書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。

注
）
1
．

「
突

固
め

に
よ

る
土

の
締

固
め

試
験

」
は

、
以

下
「
締

固
め

試
験

」
と

い
う

。
　

　
2
．

「
砂

置
換

法
に

よ
る

土
の

密
度

試
験

」
は

、
以

下
「
現

場
密

度
の

測
定

」
と

い
う

。
　

　
3
．

「
道

路
の

平
板

載
荷

試
験

」
は

、
以

下
「
平

板
載

荷
試

験
」
と

い
う

。
　

　
4
．

「
4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
」
は

、
「
土

の
液

性
限

界
・
塑

性
限

界
試

験
」
の

試
験

結
果

で
あ

る
。

（
1
）

路 体 ・ 路 床 盛 土 工 （
2
）

下 層 路 盤 工

材 料施 工材 料

工
事

着
手

前
1
回

及
び

盛
土

材
料

が
変

わ
っ

た
場

合
。

道 路 工

工
事

着
手

前
1
回

及
び

盛
土

材
料

が
変

わ
っ

た
場

合
。

路
体

　
土

量
5
,0

0
0
m

3
 以

上
の

場
合

は
1
,0

0
0
m

3
に

つ
き

1
回

、
5
，

0
0
0
m

3
未

満
は

延
長

2
0
0
m

に
つ

き
1
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
3
点

と
す

る
。

　
高

盛
土

の
場

合
は

監
督

職
員

の
指

示
に

よ
る

。
路

床
　

延
長

2
0
0
m

毎
に

1
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
3
点

。

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。
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工
種

項
目

区 分
試

験
（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

処
置

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

Ｊ
ＩＳ

 A
 5

0
1
5
  
 付

属
書

2
1
.5

％
以

内
。

道
路

用
ス

ラ
グ

の
呈

色
判

定
試

験
J
IS

 A
 5

0
1
5
  
 付

属
書

1
呈

色
な

し
。

現
場

密
度

の
測

定
J
IS

 A
 1

2
1
4

延
長

2
0
0
m

毎
に

1
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
3
点

。
最

大
乾

燥
密

度
の

9
3
％

以
上

と
す

る
。

歩
道

等
は

規
格

値
の

9
5
％

以
上

と
す

る
。

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
舗

装
試

験
法

便
覧

下
層

路
盤

仕
上

げ
後

、
全

幅
、

全
区

間
に

つ
い

て
実

施
す

る
。

沈
下

異
常

な
し

。

平
板

載
荷

試
験

J
IS

 A
 1

2
1
5

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。
特

記
仕

様
書

に
よ

る
。

締
固

め
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
0

ふ
る

い
分

け
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
2

J
IS

 A
 5

0
0
1
表

2
参

照
。

修
正

C
B

R
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

A
S
舗

装
 　

Ⅰ
－

1
交

通
　

　
　

  
6
0
以

上
  
  
  
  
 　

  
Ⅰ

－
2
交

通
以

上
  
 8

0
以

上
C

O
舗

装
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
8
0
以

上

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
J
IS

 A
 1

2
0
5

4
以

下
。

単
位

容
積

質
量

J
IS

 A
 1

1
0
4

ス
ラ

グ
1
.5

kg
／

ℓ以
上

。

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

J
IS

 A
  
5
0
1
5
  
 付

属
書

2
1
.5

％
以

内
。

道
路

用
ス

ラ
グ

の
呈

色
判

定
試

験
J
IS

 A
 5

0
1
5
  
  
付

属
書

1
呈

色
な

し
。

道
路

用
ス

ラ
グ

の
一

軸
圧

縮
試

験
J
IS

 A
 5

0
1
5
　

  
付

属
書

3
1
.2

M
P

a以
上

。
（
1
2
kg

f／
ｃ
㎡

以
上

）

現
場

密
度

の
測

定
J
IS

 A
 1

2
1
4

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

と
す

る
。

歩
道

等
は

規
格

値
の

9
5
％

以
上

と
す

る
。

ふ
る

い
分

け
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
2

A
S
舗

装
  
2
.3

6
m

m
ふ

る
い

  
 ±

 1
5
％

  
  
  
  
  
  
 7

5
μ

m
ふ

る
い

  
  
±

 6
％

C
O

舗
装

  
2
.3

6
m

m
ふ

る
い

  
 ±

 1
0
％

  
  
  
  
  
  
 7

5
μ

m
ふ

る
い

  
　

±
 4

％

平
板

載
荷

試
験

J
IS

 A
 1

2
1
5

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。
特

記
仕

様
書

に
よ

る
。

管
理

方
式

道 路 工

（
2
）

下 層 路 盤 工 （
3
）

粒 度 調 整 路 盤 工

施 工材 料施 工材 料

工
事

着
手

前
1
回

及
び

盛
土

材
料

が
変

わ
っ

た
場

合
。

延
長

2
0
0
m

毎
に

1
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
3
点

。
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工
種

項
目

区 分
試

験
（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

処
置

配
合

試
験

舗
装

施
工

要
綱

配
合

毎
。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
IS

 A
 1

1
0
2

土
木

工
事

等
共

通
仕

様
書

に
よ

る
。

修
正

C
B

R
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

A
S
舗

装
  
 下

層
  
  
  
 1

0
 以

上
　

　
　

　
　

  
 上

層
  
  
  
 2

0
 以

上

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
J
IS

 A
 1

2
0
5

A
S
舗

装
  
 セ

メ
ン

ト
  
  
 9

 以
下

  
  
  
  
  
  
  
石

 灰
  
  
  
 6

～
1
8

締
固

め
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
0

一
軸

圧
縮

試
験

舗
装

試
験

法
便

覧

混
合

後
の

粒
度

の
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
2

1
日

に
つ

き
1
回

。
A

S
舗

装
  

2
.3

6
m

m
ふ

る
い

  
 ±

 1
5
％

  
  
  
  
  
  
  
7
5
μ

m
ふ

る
い

  
 ±

 6
％

C
O

舗
装

  
2
.3

6
m

m
ふ

る
い

  
 ±

 1
0
％

  
  
  
  
  
  
  
7
5
μ

m
ふ

る
い

  
 ±

 4
％

現
場

密
度

の
測

定
J
IS

 A
 1

2
1
4

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

（
A

S
舗

）
  
  
  
  
  
〃

  
  
  
  
  
9
5
％

以
上

（
C

O
舗

）
歩

道
は

規
格

値
の

9
5
％

以
上

と
す

る
。

一
軸

圧
縮

試
験

舗
装

試
験

法
便

覧
A

S
舗

装
　

　
　

セ
メ

ン
ト

下
層

 0
.9

8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 2

.9
M

P
a以

上
 （

3
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

（
Ⅰ

－
1
交

通
2
.5

M
P

a以
上

（
2
5
kg

f／
c
㎡

以
上

）
）

　
　

　
石

　
 灰

 下
層

 0
.7

M
P

a以
上

 （
7
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 0

.9
8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

（
Ⅰ

－
1
交

通
0
.7

M
P

a以
上

（
7
kg

f／
c
㎡

以
上

）
）

C
O

舗
装

　
　

　
セ

メ
ン

ト
下

層
 0

.9
8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 2

.0
M

P
a以

上
 （

2
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

石
 　

灰
 下

層
 0

.5
M

P
a以

上
 （

5
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 0

.9
8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）

A
S
舗

装
　

　
　

セ
メ

ン
ト

下
層

 0
.9

8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 2

.9
M

P
a以

上
 （

3
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
（
Ⅰ

－
1
交

通
2
.5

M
P

a以
上

（
2
5
kg

f／
c
㎡

以
上

）
）

　
　

　
石

　
 灰

 下
層

 0
.7

M
P

a以
上

 （
7
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 0

.9
8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
（
Ⅰ

－
1
交

通
0
.7

M
P

a以
上

（
7
kg

f／
c
㎡

以
上

）
）

C
O

舗
装

　
　

　
セ

メ
ン

ト
下

層
 0

.9
8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 2

.0
M

P
a以

上
 （

2
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

石
 　

灰
 下

層
 0

.5
M

P
a以

上
 （

5
kg

f／
c
㎡

以
上

）
　

　
　

　
　

　
　

　
上

層
 0

.9
8
M

P
a以

上
（
1
0
kg

f／
c
㎡

以
上

）

管
理

方
式

工
事

着
手

前
1
回

及
び

盛
土

材
料

が
変

わ
っ

た
場

合
。

延
長

2
0
0
m

毎
に

1
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
3
点

。

道 路 工

（
4
）

セ メ ン ト ・ 石 灰 安 定 処 理 工

材 料 施 工
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工
種

項
目

区 分
試

験
（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

処
置

締
固

め
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
0

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
IS

 A
 1

2
0
2

土
の

含
水

比
試

験
J
IS

 A
 1

2
0
3

現
場

密
度

の
測

定
J
IS

 A
 1

2
1
4

１
．

 乾
燥

密
度

で
規

定
す

る
場

合
　

　
J
IS

 A
 1

2
1
0
の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

度
　

　
に

対
す

る
締

固
め

度
は

、
　

　
　

A
・
B

方
法

 　
　

　
9
0
％

以
上

　
　

　
C

・
D

・
E
方

法
　

  
8
5
％

以
上

２
．

 飽
和

度
で

規
定

す
る

場
合

、
飽

和
度

は
　

　
　

8
5
～

9
5
％

の
範

囲
と

す
る

。
３

．
空

気
間

ゲ
キ

率
で

規
定

す
る

場
合

、
空

　
　

気
間

ゲ
キ

率
は

2
～

1
0
％

の
範

囲
と

す
　

　
る

。

上
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。

締
固

め
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
0

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
IS

 A
 1

2
0
2

土
の

粒
度

試
験

J
IS

 A
 1

2
0
4

施 工
現

場
密

度
の

測
定

J
IS

 A
 1

2
1
4

延
長

2
0
0
m

毎
に

1
回

。
上

記
未

満
は

2
回

測
定

す
る

。
な

お
、

基
礎

部
横

断
方

向
の

測
定

箇
所

は
下

図
を

標
準

と
す

る
。

締
固

め
の

規
定

 （
J
IS

 A
 1

2
1
0
の

A
・
B

法
）

　
　

　
締

固
め

Ⅰ
  

8
5
％

以
上

　
　

　
締

固
め

Ⅱ
  

9
0
％

以
上

締
固

め
度

＝

に
よ

る
最

大
乾

燥
密

度

上
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。

管
理

方
式

（
１

）

（
1
）

盛 土

施 工材 料
工

事
着

手
前

1
回

及
び

盛
土

材
料

が
変

わ
っ

た
場

合
。

延
長

2
0
0
m

毎
に

1
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
3
点

。

工
事

着
手

前
1
回

及
び

材
料

が
変

わ
っ

た
場

合
。

材 料
水 路 工 （ 管 水 路 ）水 路 工 （ イ ン バ ー ト 下 の 盛 土 ）

現
地

で
締

固
め

た
後

の
乾

燥
密

度
J
IS

 A
 1

2
1
0
の

試
験

方
法

×
1
0
0
（
％

）

基 礎 砂 基 礎 等 （ 管 径 6 0 0 m m 以 上 の と う 性 管 に 適 用 す る ）
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工
種

項
目

区 分
試

験
（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

処
置

締
固

め
試

験
J
IS

 A
 1

2
1
0

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
IS

 A
 1

2
0
2

土
の

含
水

比
試

験
J
IS

 A
 1

2
0
3

堤 防 工

（
1
）

盛 土

施 工

現
場

密
度

の
測

定

材 料
工

事
着

手
前

1
回

及
び

盛
土

材
料

が
変

わ
っ

た
場

合
。

J
IS

 A
 1

2
1
4

土
量

5
,0

0
0
m

3
以

上
の

場
合

は
1
,0

0
0
m

3
に

つ
き

1
 回

、
5
,0

0
0
m

3
 未

満
は

延
長

2
0
0
m

に
つ

き
1
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
3
点

と
す

る
。

高
盛

土
の

場
合

は
監

督
職

員
の

指
示

に
よ

る
。

１
．

 乾
燥

密
度

で
規

定
す

る
場

合
  
  
J
IS

 A
 1

2
1
0
 の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

  
  
度

に
対

す
る

締
固

め
度

は
、

  
  
  
  
A

・
B

方
法

 　
　

　
9
0
％

以
上

  
  
  
  
C

・
D

・
E
方

法
 　

 8
5
％

以
上

２
．

 飽
和

度
で

規
定

す
る

場
合

、
飽

和
度

は
　

　
8
5
～

9
5
％

の
範

囲
と

す
る

。
３

．
 空

気
間

ゲ
キ

率
で

規
定

す
る

場
合

、
空

　
　

気
間

ゲ
キ

率
は

2
～

1
0
％

の
範

囲
と

す
　

　
る

。

上
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。

管
理

方
式
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３
 石

材
関

係
項

目
区

分
試

験
（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

圧
縮

強
度

J
IS

 A
 5

0
0
6

見
掛

比
重

J
IS

 A
 5

0
0
6

吸
水

率
J
IS

 A
 5

0
0
6

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。
１

．
記

録
の

方
法

（
1
）
試

験
成

績
表

は
公

的
試

験
  

  
 機

関
の

試
験

結
果

に
よ

り
  

  
 取

り
ま

と
め

る
。

（
2
）
試

験
結

果
に

つ
い

て
は

結
  

  
 果

一
覧

表
に

整
理

す
る

。
２

．
管

理
方

法
（
1
）
管

理
試

験
値

が
所

定
の

値
  

  
 に

達
し

て
い

る
か

ど
う

か
検

  
  

査
し

、
ま

た
、

そ
の

バ
ラ

ツ
キ   

  
を

把
握

す
る

。

捨 石 材 ・ 基 礎 割 栗 石 材

材 料
１

．
 採

取
場

所
及

び
材

質
が

変
わ

る
毎

に
1

  
  

 回
。

２
．

重
要

な
場

合
は

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。

85



４
 ア

ス
フ

ァ
ル

ト
関

係
工

種
区

分
試

験
（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

針
入

度
試

験
J
IS

 K
 2

2
0
7

軟
化

点
試

験
J
IS

 K
 2

2
0
7

伸
度

試
験

J
IS

 K
 2

2
0
7

ト
ル

エ
ン

可
溶

分
試

験
J
IS

 K
 2

2
0
7

引
火

点
試

験
J
IS

 K
 2

2
0
7

薄
膜

加
熱

試
験

J
IS

 K
 2

2
0
7

蒸
発

試
験

J
IS

 K
 2

2
0
7

蒸
発

後
の

針
入

度
比

試
験

J
IS

 K
 2

2
0
7

密
度

試
験

J
IS

 K
 2

2
0
7

高
温

動
粘

度
試

験
J
IS

 K
 2

2
0
7

セ
イ

ボ
ル

ト
フ

ロ
ー

ル
秒

試
験

J
IS

 K
 2

2
0
7

タ
フ

ネ
ス

・
テ

ナ
シ

テ
ィ

試
験

舗
装

試
験

法
便

覧
　

3
-
5
-
1
7

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

乳
剤

の
品

質
試

験
J
IS

 K
 2

2
0
8

J
IS

 K
 2

2
0
8
 表

2
参

照

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
IS

 A
 1

1
0
2

J
IS

 A
 5

0
0
1

表
2
．

表
3
参

照

細
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
9

表
層

・
基

層
表

乾
比

重
  

 2
.4

5
以

上
吸

水
率

  
  

  
3
.0

％
以

下

粗
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
J
IS

 A
 1

1
1
0

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
試

験
J
IS

 A
 1

1
0
4

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
J
IS

 A
 5

0
0
8

ｱ
ｽ

ﾌ
ｧ
ﾙ

ﾄ舗
装

要
綱

3
－

6
（
ﾌ
ｨﾗ

ｰ
）
に

よ
る

。

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
J
IS

 A
 5

0
0
8

1
.0

％
以

下

フ
ィ

ラ
ー

の
比

重
試

験
J
IS

 A
 5

0
0
8

2
.6

以
上

フ
ィ

ラ
ー

の
塑

性
指

数
試

験
J
IS

 A
 1

2
0
5

4
以

下

フ
ィ

ラ
ー

の
フ

ロ
ー

試
験

舗
装

試
験

法
便

覧
3
－

4
－

1
5

5
0
％

以
下

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

要
綱

参
照

（
1
）
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

  
  

  
  

  
 表

3
．

3
．

1
（
2
）
ゴ

ム
・
熱

可
塑

性
エ

ラ
ス

ト
マ

ー
入

  
  

 り
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
  

  
  

  
  

 表
3
．

3
．

3
（
3
）
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
  

  
  

  
  

 表
3
．

3
．

4

１
．

製
造

会
社

の
試

験
成

績
書

が
設

計
と

相
違

す
る

場
合

は
、

協
議

の
上

適
切

な
処

置
を

行
う

。
  

現
場

配
合

の
場

合
は

、
更

に
精

査
し

て
配

合
等

の
処

置
を

行
う

。
２

．
加

熱
温

度
は

、
骨

材
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
温

度
を

検
討

し
て

プ
ラ

ン
ト

に
お

け
る

混
合

物
の

温
度

を
調

整
し

、
ま

た
運

搬
距

離
、

気
象

条
件

を
検

討
し

て
、

舗
設

温
度

と
の

調
整

を
行

う
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

事
前

審
査

制
度

で
認

定
を

受
け

た
も

の
に

つ
い

て
は

省
略

。
認

定
を

受
け

て
い

な
い

も
の

に
つ

い
て

は
、

当
初

及
び

製
造

工
場

又
は

規
格

の
変

動
毎

に
製

造
工

場
に

提
出

さ
せ

る
。

ア ス フ ア ル ト

（
1
）

材 料

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

事
前

審
査

制
度

で
認

定
を

受
け

た
も

の
に

つ
い

て
は

省
略

。
認

定
を

受
け

た
い

な
い

も
の

に
つ

い
て

は
、

製
造

会
社

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。

現
場

混
合

の
場

合
は

、
各

配
合

毎
工

事
開

始
前

１
回

、
施

工
中

材
料

及
び

配
合

に
変

動
が

生
じ

た
場

合
は

そ
の

都
度

1
回

。

石
灰

岩
や

そ
の

他
の

岩
石

を
粉

砕
し

た
石

粉
を

用
い

る
場

合
。

１
．

記
録

の
方

法
  

試
験

結
果

は
、

次
に

よ
り

取
り

ま
と

め
る

。
(1

)材
料

及
び

混
合

物
  

試
験

結
果

は
、

所
定

の
様

式
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0

点
以

上
の

場
合

は
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

－
R

s－
R

m
又

は
  

 －
R

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。
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工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

フ
ィ

ラ
ー

の
水

浸
膨

張
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

3
－

4
－

1
2

3
％

以
下

フ
ィ

ラ
ー

の
剥

離
抵

抗
性

試
験

舗
装

試
験

法
便

覧
3
－

4
－

1
3

合
格

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

3
－

4
－

1
7

水
浸

膨
張

比
 2

.0
％

以
下

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

要
綱

  
 表

3
．

5
．

3
  

 表
3
．

5
．

7

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
J
IS

 A
 1

1
2
1

す
り

減
り

量
  

  
砕

石
  

3
0
％

以
下

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 C

S
S
  

5
0
％

以
下

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

S
S
  

 3
0
％

以
下

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
IS

 A
 1

1
2
2

損
失

量
 1

2
％

以
下

粗
骨

材
の

軟
石

量
試

験
J
IS

 A
 1

1
2
6

軟
石

畳
 5

％
以

下

骨
材

中
に

含
ま

れ
る

粘
土

塊
量

試
験

J
IS

 A
 1

1
3
7

粘
土

、
粘

土
塊

量
 0

.2
5
％

以
下

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

要
綱

 表
3
．

5
．

5

粗
骨

材
の

形
状

試
験

舗
装

試
験

法
便

覧
3
－

4
－

7
細

長
、

あ
る

い
は

扁
平

な
石

片
1
0
.0

％
以

下

粗
骨

材
の

剥
離

抵
抗

性
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

3
－

4
－

1
3

4
1
 配

合
試

験
舗

装
試

験
法

便
覧

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

事
前

審
査

制
度

で
認

定
を

受
け

た
も

の
に

つ
い

て
は

省
略

。
認

定
を

受
け

て
い

な
い

も
の

に
つ

い
て

は
、

製
造

会
社

の
報

告
書

に
よ

る
。

現
場

混
合

の
場

合
は

、
配

合
毎

に
各

1
回

。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

抽
出

試
験

舗
装

試
験

法
便

覧
3
－

9
－

6
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
事

前
審

査
制

度
で

認
定

を
受

け
た

も
の

に
つ

い
て

は
プ

ラ
ン

ト
の

自
主

管
理

と
す

る
。

認
定

を
受

け
て

い
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

、
製

造
会

社
の

定
期

試
験

結
果

に
よ

る
。

現
場

混
合

の
場

合
に

お
い

て
、

印
字

記
録

に
よ

る
場

合
は

全
数

、
抽

出
試

験
に

よ
る

場
合

は
1
日

に
つ

き
1
回

。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
は

±
0
．

9
％

、
粒

度
は

2
.3

6
m

m
ふ

る
い

±
1
2
％

及
び

7
5
μ

m
ふ

る
い

±
5
％

を
2
0
回

に
1
回

以
上

の
確

率
で

下
回

っ
て

は
な

ら
な

い
。

印
字

記
録

に
よ

る
場

合
は

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
要

綱
表

6
．

5
．

7
に

よ
る

。

監
督

職
員

の
指

示
が

あ
っ

た
場

合
は

自
主

管
理

記
録

を
提

出

（
2
）

プ ラ ン ト

ア ス フ ァ ル ト

（
1
）

材 料

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

事
前

審
査

制
度

で
認

定
を

受
け

た
も

の
に

つ
い

て
は

省
略

。
認

定
を

受
け

て
い

な
い

も
の

に
つ

い
て

は
、

製
造

会
社

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。

現
場

混
合

の
場

合
は

、
各

配
合

毎
工

事
開

始
前

１
回

、
施

工
中

材
料

及
び

配
合

に
変

動
が

生
じ

た
場

合
は

そ
の

都
度

1
回

。

石
灰

岩
や

そ
の

他
の

岩
石

を
粉

砕
し

た
石

粉
を

用
い

る
場

合
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工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

温
度

測
定

（
ア

ス
フ

ア
ル

ト
、

 骨
材

、
混

合
物

）
温

度
計

に
よ

る
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
事

前
審

査
制

度
で

認
定

を
受

け
た

も
の

に
つ

い
て

は
プ

ラ
ン

ト
の

自
主

管
理

と
す

る
。

認
定

を
受

け
て

い
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

、
製

造
会

社
の

試
験

報
告

書
に

よ
る

。
現

場
混

合
は

、
1
時

間
毎

に
行

な
う

。

配
合

設
計

で
決

定
し

た
温

度
プ

ラ
ン

ト
毎

の
管

理
目

標
値

監
督

職
員

の
指

示
が

あ
っ

た
場

合
は

自
主

管
理

記
録

を
提

出

基
準

密
度

の
決

定
舗

装
試

験
法

便
覧

3
－

7
－

7
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
事

前
審

査
制

度
で

認
定

を
受

け
た

も
の

に
つ

い
て

は
省

略
。

認
定

を
受

け
て

い
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

、
製

造
会

社
の

試
験

成
績

書
に

よ
る

。
現

場
混

合
は

、
当

初
の

2
日

間
、

午
前

、
午

後
各

1
回

、
3
個

。

モ
ー

ル
ド

に
よ

り
作

成
し

た
供

試
体

よ
り

抽
出

。

温
度

測
定

  
  

  
 （

初
期

締
固

め
前

）
温

度
計

に
よ

る
ト

ラ
ッ

ク
1
台

毎
。

1
1
0
℃

以
上

舗
装

試
験

法
便

覧
5
0
0
㎡

に
つ

き
1
個

。
（
直

径
1
0
c
m

を
原

則
と

す
る

）
基

準
密

度
の

9
4
％

以
上

（
表

層
・
基

層
）

9
3
％

以
上

（
瀝

青
安

定
処

理
）

歩
道

等
の

場
合

は
規

格
値

の
9
5
％

以
上

と
す

る
。

ア ス フ ァ ル ト

（
3
）

舗 設 現 場（
2
）

プ ラ ン ト

密
度

測
定
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５
 プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
及

び
鋼

材
関

係
  

 （
１

）
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
関

係
種

　
　

　
類

規
　

　
格

試
験

方
法

標
準

 ロ
 ッ

　
ト

 数
試

験
（
測

定
）
基

準
管

理
方

式
処

置
無

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

及
び

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

管
J
IS

 A
 5

3
7
1

J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
1

J
IS

 A
 5

3
7
2

3
0
0
本

直
 管

　
　

　
　

　
　

　
　

φ
　

 1
5
0
～

 　
3
5
0
　

5
0
0
本

　
　

　
　

　
　

　
　

φ
 　

4
0
0
～

1
,0

0
0
 　

2
0
0
本

　
　

　
　

　
　

　
　

φ
 1

,1
0
0
～

1
,8

0
0
 　

1
5
0
本

　
　

　
　

　
　

　
　

φ
 2

,0
0
0
～

2
,4

0
0
 　

1
3
0
本

　
　

　
　

　
　

　
　

φ
 2

,6
0
0
～

3
,0

0
0
 　

1
0
0
本

異
形

管
、

T
字

管
、

Y
字

管
、

短
管

1
0
0
本

曲
管

、
支

管
5
0
本

コ
ア

式
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

管
（
P

C
管

）
J
IS

 A
 5

3
7
3

J
IS

 A
 5

3
7
3

5
0
本

遠
心

力
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
く
い

J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
2

2
0
0
本

外
 径

3
0
0
～

 4
0
0
　

　
 1

，
0
0
0
本

4
5
0
～

 6
0
0
 　

　
　

7
0
0
本

7
0
0
～

1
,2

0
0
 　

　
　

5
0
0
本

コ
ン

ク
リ

ー
ト

矢
板

J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
3

J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
3

1
,0

0
0
枚

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

フ
リ

ュ
ー

ム
及

び
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ベ

ン
チ

フ
リ

ュ
ー

ム

J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
2

5
0
0
個

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

組
立

土
止

め
J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
2

1
,0

0
0
個

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

U
形

（
U

字
溝

）
J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
2

1
,0

0
0
個

道
路

用
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
側

溝
J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
2

1
,0

0
0
個

舗
装

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
平

板
J
IS

 A
 5

3
7
1

J
IS

 A
 5

3
7
1

2
,0

0
0
枚

コ
ン

ク
リ

ー
ト

境
界

ブ
ロ

ッ
ク

（
地

先
境

界
及

び
歩

車
道

境
界

）
J
IS

 A
 5

3
7
1

J
IS

 A
 5

3
7
1

1
,0

0
0
個

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L
形

及
び

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L
形

J
IS

 A
 5

3
7
1

J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
1

J
IS

 A
 5

3
7
2

1
,0

0
0
個

組
合

せ
暗

渠
ブ

ロ
ッ

ク
J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
2

1
,0

0
0
個

コ
ン

ク
リ

ー
ト

積
み

ブ
ロ

ッ
ク

J
IS

 A
 5

3
7
1

J
IS

 A
 5

3
7
1

1
,0

0
0
個

建
築

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
J
IS

 A
 5

4
0
6

J
IS

 A
 5

4
0
6

1
,0

0
0
個

（
1
）
測

定
し

た
結

果
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

管
理

図
表

に
よ

る
。

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

（
1
）
メ

ー
カ

ー
の

報
告

書
に

よ
る

場
合

は
　

　
内

容
チ

ェ
ッ

ク
を

し
、

疑
問

が
あ

れ
ば

　
　

立
会

検
査

を
す

る
。

（
2
）
不

合
格

に
な

っ
た

材
料

は
、

使
用

し
　

　
て

は
な

ら
な

い
。

(３
）
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
の

使
用

に
　

　
あ

た
っ

て
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ア

ル
カ

　
　

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
の

う
ち

、
い

　
　

ず
れ

か
の

対
策

を
講

じ
た

製
品

を
使

　
　

用
す

る
も

の
と

す
る

。

遠
心

力
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

（
ヒ

ュ
ー

ム
管

）
J
IS

 A
 5

3
7
2

J
IS

 A
 5

3
7
2

（
1
）
J
IS

製
品

　
製

造
業

者
の

実
施

し
て

い
る

J
IS

に
よ

る
品

質
管

理
の

工
場

報
告

書
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

と
し

、
ロ

ッ
ト

数
、

又
は

そ
の

端
数

毎
に

確
認

す
る

。
　

た
だ

し
、

現
場

へ
搬

入
の

都
度

、
外

観
、

形
状

に
つ

い
て

は
全

数
を

、
寸

法
（
又

は
重

量
）
に

つ
い

て
は

1
0
0
個

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

1
個

を
抽

出
し

て
再

検
査

す
る

も
の

と
す

る
。

　
試

験
（
測

定
）
項

目
、

方
法

等
は

種
類

に
よ

り
異

な
り

複
雑

で
あ

る
の

で
、

必
要

な
J
IS

は
前

も
っ

て
充

分
調

べ
て

お
く
必

要
が

あ
る

。
（
2
）
J
IS

同
等

品
　

個
数

の
標

準
ロ

ッ
ト

数
以

下
の

場
合

は
、

製
造

業
者

の
実

施
し

て
い

る
J
IS

に
よ

る
品

質
管

理
の

工
場

報
告

書
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

と
し

、
標

準
ロ

ッ
ト

数
以

上
の

場
合

は
、

ロ
ッ

ト
数

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

工
場

に
お

け
る

強
度

試
験

に
立

会
う

も
の

と
す

る
。

　
た

だ
し

、
現

場
へ

搬
入

の
都

度
、

外
観

、
形

状
に

つ
い

て
全

数
を

、
寸

法
（
又

は
重

量
）
に

つ
い

て
は

１
０

０
個

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

1
個

を
抽

出
し

て
再

検
査

す
る

も
の

と
す

る
。

（
3
）
J
IS

外
製

品
別

に
定

め
る

規
格

に
よ

り
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
定

め
の

な
い

も
の

に
つ

い
て

は
、

前
項

に
準

じ
る

も
の

と
す

る
。

（
参

考
）

　
J
IS

外
製

品
の

標
準

ロ
ッ

ト
数

は
、

形
状

及
び

規
模

が
類

似
す

る
J
IS

製
品

に
準

じ
る

も
の

と
し

、
工

場
単

位
と

す
る

必
要

は
無

い
。

プ
レ

テ
ン

シ
ョ

ン
方

式
遠

心
力

高
強

度
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

く
い

（
P

H
C

く
い

）

J
IS

 A
 5

3
7
3

J
IS

 A
 5

3
7
3
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 （

２
）
鋼

材
関

係
種

　
　

　
類

規
　

　
格

試
験

方
法

試
験

項
目

試
験

（
測

定
）
基

準
管

理
方

式
処

置
鋼

管
ぐ

い
J
IS

 A
 5

5
2
5

J
IS

 A
 5

5
2
5

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

H
形

鋼
ぐ

い
J
IS

 A
 5

5
2
6

J
IS

 A
 5

5
2
6

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

熱
間

圧
廷

鋼
矢

板
J
IS

 A
 5

5
2
8

J
IS

 A
 5

5
2
8

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

一
般

構
造

用
圧

延
鋼

材
J
IS

 G
 3

1
0
1

J
IS

 G
 3

1
0
1

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

再
生

鋼
材

J
IS

 G
 3

1
1
1

J
IS

 G
 3

1
1
1

寸
法

、
外

観
及

び
引

張
曲

げ
強

度
試

験

(1
) 

J
IS

製
品

　
製

造
会

社
の

品
質

試
験

結
果

（
ミ

ル
シ

ー
ト

）
で

確
認

を
す

る
。

(2
) 

J
IS

外
製

品
　

製
造

会
社

の
品

質
試

験
結

果
（
ミ

ル
シ

ー
ト

）
で

確
認

を
す

る
。

た
だ

し
、

工
場

に
お

け
る

強
度

試
験

に
立

会
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
特

記
仕

様
書

に
よ

る
。

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
棒

鋼
J
IS

 G
 3

1
1
2

J
IS

 G
 3

1
1
2

寸
法

、
外

観
及

び
引

張
曲

げ
強

度
試

験
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６
 そ

の
他

の
二

次
製

品
種

　
　

　
類

規
　

　
格

試
験

方
法

標
準

 ロ
 ッ

　
ト

 数
（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

J
IS

 G
 5

5
2
6

J
IS

 G
 5

5
2
6

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
異

形
管

J
IS

 G
 5

5
2
7

J
IS

 G
 5

5
2
7

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
直

管
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

異
形

管
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
継

手
　

　
（
農

業
用

水
用

）

J
D

P
A

　
G

　
 1

0
2
7

J
D

P
A

　
G

　
 1

0
2
7

硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
管

J
IS

 K
 6

7
4
1

J
IS

 K
 6

7
4
1

1
，

0
0
0
本

水
道

用
硬

質
塩

化
ビ

ニ
ル

管
J
IS

 K
 6

7
4
2

J
IS

 K
 6

7
4
2

1
，

0
0
0
本

強 化 プ ラ ス チ ッ ク 複 合 管

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

複
合

管
J
IS

 A
 5

3
5
0

J
IS

 A
 5

3
5
0

2
0
0
本

水
輸

送
用

塗
覆

装
銅

管
J
IS

 G
 3

4
4
3

J
IS

 G
 3

4
4
3

配
管

用
炭

素
鋼

銅
管

J
IS

 G
 3

4
5
2

J
IS

 G
 3

4
5
2

圧
力

配
管

用
炭

素
鋼

銅
管

J
IS

 G
 3

4
5
4

J
IS

 G
 3

4
5
4

配
管

用
ア

ー
ク

溶
接

炭
素

鋼
銅

管
J
IS

 G
 3

4
5
7

J
IS

 G
 3

4
5
7

水
輸

送
用

塗
覆

装
銅

管
の

異
形

管
J
IS

 G
 3

4
5
1

J
IS

 G
 3

4
5
1

農
業

用
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
被

覆
銅

管
W

S
P

 A
－

1
0
1

W
S
P

 A
－

1
0
1

(1
) 

メ
ー

カ
ー

の
報

告
書

に
よ

る
場

合
は

内
容

チ
ェ

ッ
ク

を
し

、
疑

問
が

あ
れ

ば
立

会
検

査
を

す
る

。
(2

) 
不

合
格

に
な

っ
た

材
料

は
、

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

(1
) 

測
定

し
た

結
果

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

管
理

図
表

に
よ

る
。

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

銅 管塩 化 ビ ニ ル 管鋳 鉄 管

2
0
0
本

　
　

　
　

　
　

 φ
　

  
7
5
～

  
2
5
0
  

2
0
0
本

　
　

　
　

　
　

 φ
  

3
0
0
～

  
6
0
0
  

 1
0
0
本

  
  

  
  

  
  

  
φ

  
7
0
0
～

1
,0

0
0
  

  
6
0
本

  
  

  
  

  
  

  
φ

1
,1

0
0
～

1
,5

0
0
  

  
4
0
本

  
  

  
  

  
  

  
φ

1
,6

0
0
～

2
,6

0
0
  

  
3
0
本

(1
) 

J
IS

製
品

　
製

造
業

者
の

実
施

し
て

い
る

J
IS

に
よ

る
品

質
管

理
の

工
場

報
告

書
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

と
し

、
ロ

ッ
ト

数
、

又
は

そ
の

端
数

毎
に

確
認

す
る

。
　

た
だ

し
、

現
場

へ
搬

入
の

都
度

、
外

観
、

形
状

に
つ

い
て

は
全

数
を

、
寸

法
（
又

は
重

量
）
に

つ
い

て
は

1
0
0
個

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

1
個

を
抽

出
し

て
再

検
査

す
る

も
の

と
す

る
。

　
試

験
（
測

定
）
項

目
、

方
法

等
は

種
類

に
よ

り
異

な
り

複
雑

で
あ

る
の

で
、

必
要

な
J
IS

は
前

も
っ

て
充

分
調

べ
て

お
く
必

要
が

あ
る

。
（
2
）
J
IS

同
等

品
　

製
造

業
者

の
実

施
し

て
い

る
J
IS

に
よ

る
品

質
管

理
の

工
場

報
告

書
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

と
し

、
ロ

ッ
ト

数
、

又
は

そ
の

端
数

毎
に

確
認

す
る

。
　

た
だ

し
、

工
場

に
お

け
る

強
度

試
験

に
立

会
を

必
要

と
す

る
場

合
は

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。
　

な
お

、
現

場
へ

搬
入

の
都

度
、

外
観

、
形

状
に

つ
い

て
全

数
を

、
寸

法
（
又

は
重

量
）
に

つ
い

て
は

１
０

０
個

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

1
個

を
抽

出
し

て
再

検
査

す
る

も
の

と
す

る
。

（
3
）
J
IS

外
製

品
　

別
に

定
め

る
規

格
に

よ
り

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

定
め

の
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

、
前

項
に

準
じ

る
も

の
と

す
る

。
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種
　

　
　

類
試

験
項

目
試

験
方

法
（
参

考
）
規

格
値

試
験

（
測

定
）
基

準
管

理
方

式
処

置
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

（
暗

渠
排

水
管

）
引

張
試

験
J
IS

 K
 6

7
6
1

1
9
.6

M
P

a以
上

偏
平

試
験

資
料

2
0
c
m

の
管

を
2
0
%
偏

平
に

要
す

る
加

重
を

測
定

す
る

。

9
8
N

以
上

衝
撃

試
験

J
IS

 K
 7

2
1
1
に

準
じ

る
。

異
常

が
な

い
こ

と

外
観

・
形

状
目

視
使

用
上

有
害

な
傷

、
割

れ
、

ね
じ

れ
そ

の
他

の
欠

点
が

な
い

こ
と

。

寸
法

ノ
ギ

ス
に

て
測

定
各

工
場

の
基

準

(1
) 

メ
ー

カ
ー

の
報

告
書

に
よ

る
場

合
は

内
容

チ
ェ

ッ
ク

を
し

、
疑

問
が

あ
れ

ば
立

会
検

査
を

す
る

。
(2

) 
不

合
格

に
な

っ
た

材
料

は
、

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

(1
) 

測
定

し
た

結
果

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

管
理

図
表

に
よ

る
。

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

ポ リ エ チ レ ン 管

　
１

連
続

生
産

又
は

１
０

０
０

本
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

製
造

業
者

の
実

施
し

て
い

る
品

質
管

理
の

試
験

報
告

書
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

と
し

、
１

０
０

０
本

未
満

の
場

合
は

そ
の

端
数

ご
と

に
確

認
す

る
。

　
た

だ
し

、
現

場
へ

搬
入

の
都

度
、

外
観

、
形

状
に

つ
い

て
は

全
数

、
寸

法
に

つ
い

て
は

１
０

０
個

又
は

そ
の

端
数

ご
と

に
１

個
を

抽
出

し
て

再
検

査
す

る
も

の
と

す
る

。
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－1－ 

１ 管水路の通水試験 

 

（１）試験の方法 

パイプラインの水密性と安全性を確認する目的で、通水試験を行うとともに、試験的な送

水を行ってパイプラインの機能性を確認することが望ましい。 

通水試験の方法は、図－１のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

（２）漏水試験 

 １）継目試験 

継目試験は、管布設後の継手の水密性を検査するものであり、テストバンドを使用して行う。

原則として管径 900 ㎜以上のソケットタイプの継手について全箇所の検査を行うものとする。 

この試験の水圧は、その管の静水圧とし、これを５分間放置した後の水圧は、80％以下に低

下してはならない。 

また、試験条件により静水圧まで加圧することが危険と判断される場合は、個々に試験水圧

を検討するものとする。 

継目試験の方法は、以下に示すとおりである。 

① テストバンドの水圧によって管が移動することがあるので、ある程度の埋戻しをする。 

  検査や補修のためには継手部の埋戻しは少なめにとどめておくことが望ましい。 

  また、必要に応じて隣接した継手部に目地板(ゴム板）をはさんで管の移動を防止しなけ

ればならない。継目試験を行うときには、式－１の条件が満たされているかを事前に検討

する。（図－２参照） 

   Ｎ＜Ｆ                   式－１ 

   Ｎ＝Ａ・Ｐ＋ΣＷ・sinθ          式－２ 

   Ｆ＝μ・ΣＷ・cosθ            式－３ 

  ここに、 

    Ｎ：テスト水圧による推力（Ｎ） 

    Ｆ：管の鉛直荷重による抵抗力（Ｎ） 

    Ａ：管端面の断面積（cm2） 

    Ｐ：試験水圧(ＭＰa) 

   ΣＷ：１本当たり管の自重と管上載土の重量（Ｎ） 

    θ：水平と管布設軸とのなす角（º ） 

    μ：土と管の摩擦係数 

      硬質塩化ビニル管、ポリエチレン管、強化プラスチック複合管  0.3 

      コンクリート管、鋼管、ダクタイル鋳鉄管           0.5 

通水試験     漏水試験     継目試験

水張り試験

水圧試験

図－１ 通水試験の方法 
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－2－ 

 

 

 

 

 

 

② テストバンドをセットし、テスター内の空気を抜きながら注入し、完全に排気が完了し

てから水圧をかける。 

テストバンドの機構の概略は、図－３に示すとおりである。 

 

 

 

 

図－３ テストバンドの機構の概略 

 

N

N
F

継目試験箇所

必要に応じ目地板

θ

図－２ 継目試験箇所及び力
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 ２）水張り試験

水張り試験は、パイプラインの布設が完了した後、当該区間に水を充水し、漏水箇所の発見

と減水量が許容限度内にあるかどうか確認するための試験である。

試験は、管布設、埋戻しが終わってから実施する。

許容減水量は、管種、管径、継手構造、内水圧、付帯施設の状況等によって異なるが、管径

１cm、延長１km 当たりの標準値は、表－１のとおりとする。

表－１ 標準許容減水量（ /日・cm・km）

管    種 許容減水量 備   考

コンクリート管類 100～150 ソケットタイプ

ダクタイル鋳鉄管、硬質塩化ビニル管、強化プラス

チック複合管

50～100 ソケットタイプ等

鋼管、硬質塩化ビニル管、ポリエチレン管 25 溶接、接着継手等

水張りに当たっては、次の事項に十分留意しなければならない。

① 管内への注水前にコンクリート等が十分な強度となっていること、埋戻しに問題がない

ことを確かめる。

② 注水前に空気弁や給水栓等を全開して、注水に伴う排気を十分に行う。

③ 注水速度は管内からの排気速度に応じて加減する。急激に注水すると空気圧で思わぬ事

故を起こすことがあるので、空気のたまりやすい部分の排気状態に注意しなければならな

い。

④ 短時間に多量の空気を排出することになるので、空気弁に併設されている排気弁を開く。

⑤ 制水弁は上流側から徐々に開いていく。

⑥ 大口径管については副管を開いて通水する。開度は本管で 1/10 開度、副管で 1/5 開度以

内を目安とする。

⑦ すべての吐出口、又は給水栓等から気泡を含む水が出なくなってから徐々に計画流量を

通水する。

⑧ 通水時に逆止弁、バイパス弁等の機能を点検する。

⑨ 水張り中はパイプラインの異常の有無を点検し、事故の防止に万全を期す。

  水張り試験の方法は、以下に示すとおりである。 

① 管の吸水と残留空気を排除するため、水張り後少なくとも一昼夜経過してから水張り試

験を行うことが望ましい。 

② 一定の試験水圧を 24 時間維持し、この間の減水量（補給水量）を測定する。

③ 試験水圧は静水圧とすることが望ましいが、やむを得ず静水圧より低い試験水圧を用い

る場合は、式－４により修正する。
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                          式－４ 

 

ここに、

  Ｑ：修正減水量（ ）

  Ｑ’：測定減水量（ ）

  Ｈ：静水頭（ｍ）

   （図－４参照）

  Ｈ’：試験水頭（ｍ）

   （図－４参照）

（３）水圧試験

水圧試験はパイプラインが設計水圧（静水圧＋水撃圧）に安全に耐え得ることを確認する

ためのものである。漏水試験を静水圧で行った場合には、ある程度の予測がつくので水圧試

験を省くことが多い。しかし、特に重要なパイプラインについては水圧試験を行うことが望

ましい。

水圧試験の方法は、次のとおりである。

① 試験区間を制水弁等で完全に仕切る。

② 水圧試験は、試験区間においてパイプラインに手押しポンプ等で設計水圧まで加圧し、

パイプラインの異常の有無を点検する。

③ 管内の空気は加圧に先立って完全に排除するよう、特に注意しなければならない。

（４）漏水箇所の探知と補修

 １）探 知

通水試験において減水量が許容減水量以上の場合はもちろんのこと、許容量以下の場合で

あっても、漏水箇所の有無を探知しなければならない。探知方法としては次の方法がある。

① 地表に水がしみ出てくるのを目視により探知する。

② 地表に水が出ないような漏水箇所の探知方法として、漏水の疑わしい箇所で、管頂付近

まで掘削し、水のしみ出しの有無を調べる。

③ イヤホーンのついた聴診棒を地中に挿し込み、水の吹き出し音を聞く。

④ 漏水探知器による方法。

 ２）補 修

通水試験の各試験に示す基準の許容限度内であっても、集中的な漏水箇所や異常が認めら

れた箇所には適正な止水対策を講じなければならない。 

試験区間

静水位

試験水位

Ｈ

Ｈ’

図－４ 試験水頭のとり方

Ｈ／Ｈ’Ｑ＝Ｑ’
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２ 杭の打ち止め管理（参考）

杭の打ち止め管理は杭の根入れ長さ、リバウンド量（動的支持力）、貫入量、支持層の状態によ

り総合的に判断しなければならない。

一般には試験杭施工時に支持層における１打当たりの貫入量、リバウンド量などから動的支持

力算定式を用いて支持力を推定し、打ち止めを決定する。動的支持力の算定式としては、エネル

ギーのつり合いや波動法から求める方法がある。算定式より求められた支持力は１つの目安であ

り、この値のみによって打ち止めたり杭長の変更や施工機械の変更を行ってはならない。

わが国の土木・建築分野でよく使用されている杭打ち式を下記に示す。

杭打ち式は、支持力を決定するというよりも、施工の確実性を確かめるという意味の方が強い

ので、各現場毎に地盤調査を行った地点付近での杭打ち試験を最初に実施して、設計条件、特に

支持層への根入れ長を満たすために必要な打撃条件を選定し、以後の管理に応用するというよう

に使うのがよい。

表－１ わが国の土木・建築分野でよく使用されている杭打ち式

出  典 杭打ちによる許容鉛直支持力推定式Ｒa(kN(tf)) 備  考

建築基準法施行令

建 設 大 臣 告 示 式 0.1 　  S 　　

F
Ra

５

建築分野でよく使

用される

宇 都 ・ 冬 木 の 式
0f

2

10

UKEARa
　ｅ
・λ　・　　　

・λｅ
・・・

３
１ N 土木分野でよく使

用される

Ｒa ： 杭の長期許容鉛直支持力（ｋＮ(ｔｆ)） 

Ｓ ： 杭の貫入量（ｍ） 

Ｆ ： ハンマーの打撃エネルギー（ｋＮ･ｍ） 

ドロップハンマの場合………Ｆ＝ＷＨＨ 

ディーゼルハンマ及び油圧ハンマの場合………Ｆ＝２ＷＨＨ 

（ＷＨ：ハンマ重量(Ｎ)、Ｈ：落下高さ(ｍ)） 

Ａ ： 杭の純断面積（ｍ２） 

Ｅ ： 杭のヤング係数（ｋＮ/ｍ２(ｔｆ/ｍ２)） 

Ｋ ： リバウンド量（ｍ） 

Ｕ ： 杭の周長（ｍ） 

N  ： 杭の周面の平均Ｎ値 

λ１ ： 動的先端支持力算定上の杭長（ｍ）（表－３による） 

λ２ ： 地中に打ち込まれた杭の長さ（ｍ） 

e0、ef0 ： 補正係数（表－２による） 

ＷＨ／ＷＰ ： ハンマと杭の重量比 

ＷＰ ： やっとこ使用の場合は、杭とやっとこの重量を加算した値 
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表－２ 補正係数

杭   種 施 工 方 法 ｅ０ ｅｆ０ 備  考 

打 込 み 杭 工 法 
鋼  管  杭 

中堀り最終打撃 
1.5ＷＨ／ＷＰ 0.25 (2.5) 

 

打 込 み 杭 工 法 2.0ＷＨ／ＷＰ 0.25 (2.5)  
ＰＣ・ＰＨＣ杭 

中堀り最終打撃 4.0ＷＨ／ＷＰ 1.00 (10.0)  

鋼 管 杭 

ＰＣ・ＰＨＣ杭 
打 込 み 杭 工 法 （1.5ＷＨ／ＷＰ）

1/3 0.25 (2.5) 
油圧ハンマに適用

表－３ 杭長の補正値

ｅ０の値 λ１の値

ｅ０≧１ λｍ

１＞ｅ０≧λｍ/λ λｍ/e０

  ｅ０≧λｍ/λ λ

参  考  文  献

１）（社）日本道路協会：道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編

２）（社）地盤工学会 ：くい基礎の調査・設計から施工まで

λ ：杭の先端からハンマ打撃位置までの長さ（ｍ）

λｍ：杭の先端からリバウンド測定位置までの長さ（ｍ）
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３ 薬液注入工事に係る施工管理等について

平 成 2 年 9 月 １ ８ 日 建 設 省 技 調 発 第 １ ８ ８ 号 の ３ 

建 設 大 臣 官 房 技 術 調 査 室 長 か ら 各 省 庁 あ て 

平 成 2 年 1 0 月 ９ 日   簡 易 文 書 ２ － １ ０ ５ 

構造改善局建設部設計課長から各地方農政局建設部長あて 

このことについて別添のとおり建設大臣官房調査室長から通知があったのでお知らせする。

ついては、薬液注入工事に当たっては、施工管理及び条件明示等を適切に行うよう指導方お願

いする。 

（別紙１）

薬液注入工事に係る施工管理等について

〔Ⅰ．注入量の確認〕

 １．材料搬入時の管理

（１）水ガラスの品質については、ＪＩＳ Ｋ 1408 に規定する項目を示すメーカーによる証明書

を監督職員に工事着手前及び１ケ月経過毎に提出するものとする。また、水ガラスの入荷時

には搬入状況の写真を撮影するとともに、メーカーによる数量証明書をその都度監督職員に

提出するものとする。

（２）硬化剤等については、入荷時に搬入状況の写真を撮影するとともに、納入伝票をその都度

監督職員に提出するものとする。

（３）監督職員等は、必要に応じて、材料入荷時の写真、数量証明書等について作業日報等と照

合するとともに、水ガラスの数量証明書の内容をメーカーに照合するものとする。

２．注入時の管理

（１）チャート紙は、発注者の検印のあるものを用い、これに施工管理担当者が日々作業開始前

にサイン及び日付を記入し、原則として切断せず１ロール使用毎に監督職員に提出するもの

とする。なお、やむを得ず切断する場合は、監督職員等が検印するものとする。また、監督

職員等が現場立会した場合等には、チャート紙に監督職員等がサインをするものとする。 

（２）監督職員等は、適宜注入深度の検尺に立会するものとする。また、監督職員等は、現場立

会した場合等には、注入の施工状況がチャート紙に適切に記録されているかどうかを把握す

るものとする。

（３）大規模注入工事（注入量 500k 以上）においては、プラントのタンクからミキサー迄の

間に流量積算計を設置し、水ガラスの日使用量等を管理するものとする。

（４）適正な配合とするため、ゲルタイム（硬化時間）を原則として作業開始前、午前、午後の

各１回以上測定するものとする。
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〔Ⅱ．注入の管理及び注入の効果の確認〕

 １．注入の管理

 当初設計量（試験注入等により設計量に変更が生じた場合は、変更後の設計量）を目標とし

て注入するものとする。注入にあたっては、注入量・注入圧の状況及び施工時の周辺状況を常

時監視して、以下の場合に留意しつつ、適切に注入するものとする。

 ① 次の場合には直ちに注入を中止し、監督職員と協議のうえ適切に対応するものとする。

  イ．注入速度（吐出量）を一定のままで圧力が急上昇または急低下する場合。

  ロ．周辺地盤等の異常の予兆がみられる場合。

② 次の場合は、監督職員と協議のうえ必要な注入量を追加する等の処置を行うものとする。 

  イ．掘削時湧水が発生する等止水効果が不十分で、施工に影響を及ぼすおそれがある場合。

  ロ．地盤条件が当初の想定と異なり、当初設計量の注入では地盤強化が不十分で、施工に影

響を及ぼすおそれがある場合。

 ２．注入効果の確認

 発注者は、試験注入及び本注入後において、規模、目的を考慮し必要に応じて、適正な手法

により効果を確認するものとする。

 〔Ⅲ．条件明示等の徹底〕

  薬液注入工事を的確に実施するため、別紙２のとおり条件明示等を適切に行うものとする。

  なお、前記Ⅱの１を含め注入量が当初設計量と異なるなど、契約条件に変更が生じた場合は、

設計変更により適切に対応するものとする。
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（別紙２）

薬液注入工法に係る条件明示事項等について

１．契約時に明示する事項

（１）工法区分   二重管ストレーナー、ダブルパッカー等

（２）材料種類   ①溶液型、懸濁型の別

          ②溶液型の場合は、有機、無機の別

          ③瞬結、中結、長結の別

（３）施工範囲   ①注入対象範囲

          ②注入対象範囲の土質分布

（４）削  孔   ①削孔間隔及び配置

          ②削孔総延長

          ③削孔本数

 なお、一孔当たりの削孔延長に幅がある場合、（３）の①注入対象範囲、（４）の①削孔間隔

及び配置等に一孔当たりの削孔延長区分がわかるよう明示するものとする。

（５）注 入 量   ①総注入量

          ②土質別注入率

（６）そ の 他   上記の他、本文Ⅰ、Ⅱに記述される事項等薬液注入工法の適切な施工管理

に必要となる事項 

注）（３）の①注入対象範囲及び（４）の①削孔間隔及び配置は、標準的なものを表しているこ

とを合わせて明示するものとする。

２．施工計画打合せ時等に請負者から提出する事項

  上記１に示す事項の他、以下について双方で確認するものとする。

（１）工法関係   ①注入圧

②注入速度

③注入順序

④ステップ長

（２）材料関係   ①材料（購入・流通経路等を含む）

          ②ゲルタイム

          ③配合

３．その他

なお、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」に記載している事項について

も適切に明示するものとする。
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７ 土木コンクリート構造物の品質確保・耐久性向上に係る調査等 

（１）テストハンマーによる強度推定調査 

  １）適用範囲 

    対象は特記仕様書によって指定される工種について実施するものとする。また、高さが５

ｍ以上の鉄筋コンクリート擁壁（ただし、プレキャスト製品は除く。）、内空断面積２５ｍ2

以上の鉄筋コンクリートカルバート類、橋梁上・下部工（ただしＰＣは除く。）、トンネル及

び高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門等の重要構造物について実施しなければならない。 

  ２）調査頻度 

   ① 調査頻度は、鉄筋コンクリート擁壁及びカルバート類については目地間、トンネルにつ

いては１打設部分、その他の構造物については強度が同じブロックを１構造物の単位とし

て、各単位につき３箇所調査を実施するものとする。 

   ② 調査の結果、所定の強度が得られない場合については、その箇所の周辺において再調査

を実施しなければならない。再調査箇所数は５箇所とする。 

  ３）測定 

   ① 測定方法 

     「硬化コンクリートのテストハンマー強度の試験方法（案）（ＪＳＣＥ－Ｇ５０４－２

０１３）」により実施するものとする。（「コンクリート標準示方書（規準編）に記載。」） 

   ② 測定時期 

     測定時期は、材齢２８日から９１日の間に実施することを原則とするが、工期等の条件

により困難な場合は、下表により補正値を用い試験を行い、再調査等の必要性を判断する

ものとする。なお、測定は、足場が存置されている間に実施することが望ましい。 

 

材  齢 適   用   （補 正 値） 

10 日未満 評価が困難なことから実施しない 

10 日 推定強度を１．５５倍として評価 

20 日 推定強度を１．１２倍として評価 

10～28 日 

(13 日、25 日等) 

上記に補正値を比例配分して得られる補正値により評価 

（比例配分にあたっては、２８日を１．００とする。） 

92 日以降 基準期間と同様とし、補正は行わない 

 

   ③ 測定の立会い 

     テストハンマー強度推定調査の実施は、可能な限り監督職員の立会いのもと実施しなけ

ればならない。 

   ④ 調査の報告 

     構造物毎に別添様式１により調査票を作成し、完成検査時までに報告書として提出しな

ければならない。（様式等については、監督職員と協議を行い、別途既存の様式等を使用

することも可能とする。） 
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（２）圧縮強度試験の実施 

   （１）「テストハンマーによる強度推定調査」による再調査の結果、平均強度が所定の強度

を満足しない場合、もしくは１箇所の強度が設計強度の８５％を下回った場合は､以下

により圧縮強度試験を実施しなければならない。 

  １）コアの採取 

    所定の強度が得られない箇所付近において、原位置のコアを採取するものとし、採取位置

については監督職員と協議を行い決定するものとする。また、コア採取位置、供試体の抜取

り寸法等の決定に際しては、設置された鉄筋を損傷させないよう充分な検討を行なわなくて

はならない。 

  ２）圧縮強度試験 

   ① 試験方法 

     「コンクリートからのコア及びはりの切取り方法並び強度試験法（ＪＩＳＡ１１０７）」 

    により実施する。   

   ② 圧縮強度試験の立会い 

     圧縮強度試験の実施にあっては、監督職員及び受注者が立会いの上、実施するものとす

る。 

   ③ 試験の報告 

     構造物毎に別添様式１により調査票を作成するものとする。 

  ３）試験の結果、所定強度が得られなかった場合の対応 

    圧縮強度試験の平均強度が所定の強度を満足することが出来なかった場合、もしくは１箇

所の強度が設計強度の８５％を下回った場合は、使用材料の製造・納入状況及び施工方法等

の検証を行うとともに、必要書類を監督職員に提示し、その指示を仰ぐものとする。 

 

（３）ひびわれ発生状況調査 

   工事完成後の維持管理等の基礎資料とするため、重要構造物のひび割れ発生調査を以下によ

り実施するものとする。 

  １）適用範囲 

   （１）テストハンマーによる強度推定調査－１）に準じる。 

  ２）調査方法 

   ① ０．２ｍｍ以上のひび割れ幅について、展開図を作成するものとし、展開図に対応する

写真について、撮影・整理・提出する。 

   ② ひび割れ等変状の認められた部分のマーキングを実施する。 

  ３）調査時期 

    調査は、原則として使用コンクリートの設計基準強度の対象となる材齢日数（普通ポルト

ランドセメントの場合は２８日）を目標とするが、工程・工期等の都合によりこれによりが

たい場合は、材齢７日以降で選択出来るものとする。なお、調査は足場が存置されている間

に実施することが望ましい。 
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  ４）調査の報告 

    構造物毎に別添様式２により調査票を作成し、完成検査時に提出するものとする。 

  ５）調査結果の評価 

① 原因の推定 

     原因の推定は、「コンクリートのひび割れ調査、補修、補強指針」（日本コンクリート工

学協会）を参考として、ひび割れ発生パターン（発生時期、規則性、形態）、コンクリー

ト変形要因（収縮性、膨張性）、配合、気象条件を総合的に判断して、原因を推定するも

のとする。 

     なお、参考として「コンクリート標準示方書［維持管理編］（土木学会編）」にも記述が

ある。 

   ② 判断基準 

     補修の要否に関するひび割れ幅は、下記（「コンクリートのひび割れ調査、補修、補強

指針」の抜粋。）を参考とするが、全てのひび割れが問題となるわけではないので、監督職

員と協議するものとする。 

（参考）補修の要否に関するひび割れ幅の限界 

 

           環境 

       その他 

区 分       要因 

耐久性から見た場合 防 水 性

か  ら

み た 場 合きびしい 中  間 ゆるやか 

補修を必要とする  

ひび割れ幅 

（ｍｍ） 

大 

中 

小 

０．４以上

０．４ 〃 

０．６ 〃 

０．４以上

０．６ 〃 

０．８ 〃 

０．６以上 

０．８ 〃 

１．０ 〃 

０．２以上

０．２ 〃 

０．２ 〃 

補修を必要としない 

ひび割れ幅 

（ｍｍ） 

大 

中 

小 

０．１以下

０．１ 〃 

０．２ 〃 

０．２以下

０．２ 〃 

０．３ 〃 

０．２以下 

０．３ 〃 

０．３ 〃 

０．０５以下

０．０５ 〃 

０．０５ 〃 

注１ 「その他の要因（大、中、小）」とは、コンクリート構造物の耐久性及び防水性に

及ぼす有害性の程度を示し、下記の要因の影響を総合的して定める。 

      ひび割れ深さ・パターン、かぶり厚さ、コンクリート表面被覆の有無、材料・配合、

打継ぎ等。 

    注２ 「環境」とは、主として鉄筋の錆の発生条件の観点から見た環境条件のことである。 

 

（４）コンクリートのアルカリ骨材反応抑制対策について 

工事に使用するレディミクストコンクリート等について、アルカリ骨材反応抑制対策は次の

いずれかを行うものとするが、１）及び２）を優先し、その対策について監督職員に報告する

ものとする。 

  １）コンクリート中のアルカリ総量の抑制 

    アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート１ｍ3 に含まれ

るアルカリ総量をＮａ2Ｏ換算で３．０ｋｇ以下にする。 
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  ２）抑制効果のある混合セメント等の使用 

    ＪＩＳＲ５２１１高炉セメントに適合する高炉セメントＢ種（スラグ混合比４０％以上）

またはＣ種、あるいはＪＩＳＲ５２１３フライアッシュセメントに適合するフライアッシュ

セメントＢ種（フライアッシュ混合比１５％以上）またはＣ種、もしくは混合材をポルトラ

ンドセメントに混合した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。 

  ３）安全と認められる骨材の使用 

    骨材のアルカリシリカ反応性試験（化学法またはモルタルバー法）の結果で無害と確認さ

れた骨材を使用する。 

    なお、化学法については工事開始前、工事中１回／６ヶ月かつ産地がかわった場合に信頼

出来る試験期間で試験を行うものとし、またモルタルバー法は試験成績書により確認をする

とともに、ＪＩＳＡ１８０４コンクリート生産工程管理試験法により骨材が無害であること

を確認する。 

    ただし、骨材の採取には請負者が立会うことを原則とする。 

（参考）コンクリート中のアルカリ総量の確認方法 

    試験成績表に示されたセメントの全アルカリ量の最大値のうち直近６ヶ月の最大値の最

大値の値（Ｎａ2Ｏ換算値％）／１００×単位セメント量（配合表に示された値ｋｇ／ｍ3）

＋０．５３×（骨材中のＮａＣｌ％）／１００×（当該単位骨材量ｋｇ／ｍ3）＋混和剤中

のアルカリ量ｋｇ／ｍ3が３．０ｋｇ／ｍ3以下であることを計算により確認するものとする。 

    防錆剤等使用量の多い混和剤を用いる場合には、上式を用いて計算すればよい。 

    なお、ＡＥ剤、ＡＥ減水剤等のように、使用量の少ない混和剤を用いる場合には、簡易的

にセメントのアルカリ量だけを考えて、セメントのアルカリ量×単位セメント量が２．５ｋ

ｇ／ｍ3以下であることを確認すれば良いものとする。 
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別添様式－１

工事名

受注者名

構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断出来る名称）

現場代理人名

主任技術者名

監理技術者名

測定者名

位置

構造物形式

構造物寸法

竣工年月日

適用仕様書

コンクリートの種類

コンクリートの コンクリート

　　　　　　の種類 　　　の呼び強度

海岸からの距離 海上、海岸沿い、海岸から ｋｍ

周辺環境① 工場、住宅、商業地、農地、山地、その他（ ）

周辺環境② 普通地、雪寒地、その他（ ）

直下周辺環境 河川・海、道路、その他（ ）

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出

N/mm2 N/mm2

構造物位置図（１／５００００）を標準とする。

添付しない場合は

テストハンマーによる強度推定調査票（１）
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構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称）

テストハンマーによる強度推定調査票（２）

一般図、立会図等

添付しない場合は

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出
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構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称）

テストハンマーによる強度推定調査票（３）

全景写真

添付しない場合は

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出
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構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称）

調査箇所

反発硬度

打撃方向

（補正値）

乾燥状態 ・乾燥 ・乾燥 ・乾燥 ・乾燥 ・乾燥

（補正値） ・湿っている ・湿っている ・湿っている ・湿っている ・湿っている

・塗れている ・塗れている ・塗れている ・塗れている ・塗れている

材齢 日 日 日 日 日

（補正値）

　　推定強度結果の最大値

　　推定強度結果の最小値

　　推定強度結果の最大値と最小値の差

N/mm2

N/mm2

N/mm2

(　　　　　　　) (　　　　　　　)

(　　　　　　　) (　　　　　　　) (　　　　　　　) (　　　　　　　) (　　　　　　　)

(　　　　　　　) (　　　　　　　)

テストハンマーによる強度推定調査票（４）

推定強度
（N/mm2）

(　　　　　　　) (　　　　　　　) (　　　　　　　)

(　　　　　　　) (　　　　　　　) (　　　　　　　)
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構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称）

テストハンマーによる強度推定調査票（５）

強度測定結果

添付しない場合は

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出
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コンクリートの圧縮試験結果

　材齢２８日圧縮強度試験 1 本目の試験結果

　　　　　　　　同 2 本目の試験結果

　　　　　　　　同 3 本目の試験結果

　　　　　　　　同 3 本の平均値

〔備　考〕

テストハンマーによる強度推定調査票（６）
－　コア採取による圧縮強度試験　－

157



別添様式－２

工事名

受注者名

構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断出来る名称）

現場代理人名

主任技術者名

監理技術者名

測定者名

位置 測定ＮＯ

構造物形式

構造物寸法

竣工年月日 平成 年 月 日

適用仕様書

コンクリートの種類

コンクリートの コンクリート

　設計基準強度 　　　の呼び強度

海岸からの距離 海上、海岸沿い、海岸から ｋｍ

周辺環境① 工場、住宅、商業地、農地、山地、その他（ ）

周辺環境② 普通地、雪寒地、その他（ ）

直下周辺環境 河川・海、道路、その他（ ）

ひびわれ調査票（１）

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出

N/mm2 N/mm2

構造物位置図（１／５００００）を標準とする。

添付しない場合は
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構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称）

ひびわれ調査票（２）

構造物一般図

添付しない場合は

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出
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本数：１～２本、３～５本、多数

ひびわれ 有 ， 無 ひび割れ総延長 約 ｍ

最大ひび割れ幅（○で囲む）

０．２ｍｍ以下、０．３ｍｍ以下、

０．４ｍｍ以下、０．５ｍｍ以下、

０．６ｍｍ以下、０．８ｍｍ以下、

ｍｍ

発生時期（○で囲む）

数時間～１日、数日、数１０日以上、不明

規則性：有、無

形態：網状、表層、貫通、表層ｏｒ貫通

方向：主鉄筋方向、直角方向、両方向、鉄筋とは無関係

ひびわれ調査票（３）
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構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称）

ひびわれ調査票（４）

ひび割れ発生状況のスケッチ図

添付しない場合は

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出
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構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称）

ひびわれ調査票（５）

ひび割れ発生箇所の写真

添付しない場合は

（別添資料－○参照）と記入し、資料提出
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 レディーミクストコンクリート単位水量測定要領（案） 

 
1. 適用範囲 

本要領は、レディーミクストコンクリートの単位水量測定について、測定方法および管理基準

値等を規定するものである。 
なお、水中コンクリート、転圧コンクリート等の特殊なコンクリートを除き、１日当たりコン

クリート種別毎の使用量が 100ｍ3以上施工するコンクリート工を対象とする。 
 

2. 測定機器 
レディーミクストコンクリートの単位水量測定機器については、エアメータ法かこれと同程度、

若しくは、それ以上の精度を有する測定機器を使用することとし、施工計画書に記載させるとと

もに、事前に機器諸元表、単位水量算定方法を監督職員に提出するものとする。また、使用する

機器はキャリブレーションされた機器を使用することとする。 
 
3. 品質の管理 

受注者は、施工現場において、打ち込み直前のレディーミクストコンクリートの単位水量を本

要領に基づき測定しなければならない。 
 
4. 単位水量の管理記録 
受注者は、測定結果をその都度記録（プリント出力機能がある測定機器を使用した場合は、プ

リント出力）・保管するとともに測定状況写真を撮影・保管し、監督職員等の請求があった場合は

遅滞なく提示するとともに、検査時に提出しなければならない。また、1 日のコンクリート打設

量は単位水量の管理シートに記載するものとする。 
 
5. 測定頻度 
単位水量の測定頻度は、（１）及び（２）による。 
（１） ２回／日（午前１回、午後１回）、又は重要なコンクリート構造物では重要度に応じて

100～150ｍ3に１回 
（２） 荷卸し時に品質の変化が認められたとき。 
なお、重要なコンクリート構造物とは、高さが５ｍ以上の鉄筋コンクリート擁壁（プレキャス

ト製品は除く。）、内空断面が 25㎡以上の鉄筋コンクリートカルバート類、橋梁上・下部工（ＰＣ

は除く。）、トンネル及び高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門とするが、当該事業において重要なコ

ンクリート構造物と位置付けられる場合は、対象とするものとする。 
 

6. 管理基準値・測定結果と対応 
（１）管理基準値 
現場で測定した単位水量の管理基準値は、次のとおりとして扱うものとする。 
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区分  単位水量（kg/m3）  
管理値  配合設計±15kg/m3 
指示値  配合設計±20kg/m3 

注）示方配合の単位水量の上限値は、粗骨材の最大寸法が 20～25mm の場合は 175kg/m3、40mm
の場合は 165kg/m3を基本とする。 
 

（２）測定結果と対応 
ａ 管理値内の場合 

測定した単位水量が管理値内の場合は、そのまま打設してよい。 
ｂ 管理値を超え、指示値内の場合 

測定した単位水量が管理値を超え指示値内の場合は、そのまま施工してよいが、受注者

は、水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善の指示をしなければならない。 
その後、管理値内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行うこと

とする。 
なお、「管理値内に安定するまで」とは、２回連続して管理値内の値を観測することをい

う。  
ｃ 指示値を超える場合 

測定した単位水量が指示値を超える場合は、その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとと

もに、受注者は水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善を指示しなければならない。 
その後、単位水量が管理値内になるまで全運搬車の測定を行う。 

 
なお、管理値または指示値を超える場合は１回に限り試験を実施することができる。再試験を

実施した場合は２回の測定結果のうち、配合設計との差の絶対値の小さいほうの値で評価して良

い。  
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レディーミクスコンクリートの単位水量測定の管理フロー図 

管理値内 

指示値超 
＝配合設計±20kg/m3
を超える場合 

管理値内に安定するまで測定 

管理値超 
指示値以下 

指示値超

試料採取 

無 

指示値超 

単位水量の測定 

再試験実施の判

管理値超 
指示値以下 

管理値内 

単位水量の測定 

管理値内 
＝配合設計±15kg/m3 以下の

範囲にある場合 

管理値を超え、指示値内 
＝配合設計±15kg/m3 を

超え、±20kg/m3 以下

の範囲にある場合 

測定結果の判定 
 2 回の測定値のうち、配合設計との差の

絶対値の小さいほうの値で判定 

管理値内に安定するまで測定 

測定結果 
の判定 

再試験実施の判
実施 実施 

無 

荷卸し地点の 
レディーミクストコンクリート 

合格  
（→打設）  

原原因を調査し、  
改善を指示（→打設）

不合格  
（→持ち帰り）  
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   第５項  県工事検査基準及び 

        土木工事検査技術基準（標準例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※土木工事検査技術基準（標準例）は参考扱いとする。 
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県 工 事 検 査 基 準 
 
（目 的） 
第１ この基準は、県工事検査規程（昭和３９年宮城県訓令甲第６号）に基づく工事検査を 
 執行するための必要な技術的事項を定め、検査の適正な実施を図ることを目的とする。 
（検査の方法） 
第２ 検査は、当該工事の出来高を契約書類に基づき工事の実施状況、出来形、品質及び出来 
 栄えについて「別表」により実地に確認し、適否の判断を行うものとする。ただし、気象 
 又は立地条件により、検査期日内における確認が困難な場合は、諸資料に基づき行うことが 
 できるものとする。 
（完成検査の方法） 
第３ 完成検査は、第２の規定によるほか、次の事項について行うものとする。 
（１）工事の過程で、埋設、水中築造等により明視不能箇所があり、その適否が判定し難い 
 ものは、監督員及び工事関係者から工事施工の実情を聞き、施工状況写真その他施工記録 
 等を参考に判定するものとする。ただし、可能な限り直接確認をするよう努力するものと 
 する。 
（２）県が工事の完成に先立って引渡しを受けるべきことを指定した部分がある場合において、 
 当該部分の工事完成検査は、完成検査に準じて行うものとする。 
（出来高検査の方法） 
第４ 出来高検査は、第２の規定によるほか、完成検査の方法に準じて行うものとする。 
（中間検査の方法） 
第５ 中間検査は、第２の規定によるほか、完成検査の方法に準ずるとともに、必要な指導を 
 行うものとする。 
（出来形の検査） 
第６ 出来形検査は、第２に規定する「別表」により行うものとする。 
 なお、出来形の適否判定については、検査対象工事に対応する共通仕様書の施工管理の規格 
 値（許容値）によるものとする。 
（品質の検査） 
第７ 品質検査は、第２に規定する「別表」により行うものとする。 
なお、品質の適否判定については、検査対象工事に対応する共通仕様書の品質管理基準等に 

 よるものとする。 
（出来栄えの検査） 
第８ 出来栄え検査は、仕上げ面、とおり、すり付けなどの程度及び全体的な外観について 
 行うものとする。 
 
  附 則 
 
この基準は、平成１２年４月１日から施行する。
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別表（第２ 関係） 
 
 
 
 
 
      １． 土木工事検査の基準 
 
 
       (1) 実施状況検査の留意事項 
       (2) 出来形検査基準 
       (3) 品質検査基準 
 
 
 
 
 
      ２． 建築工事検査の基準 
 
 
       (1) 新設工事 
       (2) 改修工事 
 
 
 
 
 
      ３． 設備工事検査の基準 
 
 

(1) 電気工事 
(2) 機械工事 
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１．土木工事検査の基準 
（１） 実施状況検査の留意事項 

 
 

項  目 関 係 書 類 留 意 事 項 

契約書等の履行状況 

契約書、条件明示書、仕様

書、指示書、協議書、承諾

書、提出書、報告書現場説

明に対する質問回答書、一

部下請負通知書、施工体制

台帳（体系図）、品質証明

書、掛金収納書、事故報告

書 
 
 

設計変更の状況確認（事前協議資料、工法変

更協議書）、指示・協議・承諾・提出・報告

等の処理状況、支給材料・貸与品及び工事発

生品の処理状況 

工事施工状況 

施工計画書、工事打合せ簿

立会願、段階確認書、工事

日誌、工事材料検査願 
 
 

工法検討・施工方法及び手戻りに対する処理

状況、現場管理状況 

工程管理 

実施工程表、工事打合せ簿

工事履行報告書 
 
 

工程管理状況、進捗状況 

安全管理 

施工計画書、条件明示書 

安全活動実施状況報告書 

工事打合せ簿 
 
 

安全管理状況、交通管理状況及び措置状況、

関係法令の遵守状況 

発生材の処理 

現場発生材調書、発生材の

利用等に関する協議及び

承諾書類、マニフェスト 
 
 

建設副産物の適正な処理及び再生資源の活

用状況 

環境対策 

施工計画書、指定機械使用

状況写真、指定機械未使用

の協議及び承諾書 
 
 

排気ガス対策等指定機械の使用状況 

- 157 -

171

2007345ic
長方形



（２） 出来形検査基準 

 
 

 
基本事項 

 
検査内容 検査方法 

1. 延長 延長 
 

起終点間、又は適宜抽出した測点間について検測する

ほか、施工管理資料及び監督職員立会確認資料により

確認する。 
 
 

2. 幅員、法長、 
法勾配、高さ、

深さ、根入長 

幅員、法長、法勾配、

高さ、深さ、根入長 
 

必要に応じて適宜抽出した測点について検測するほ

か、施工管理資料及び監督職員立会確認資料により確

認する。 
 
 

3. 基準高、縦断
及び横断勾配 

基準高、縦断及び横断

勾配 
 
 

必要に応じて適宜抽出した測点について検測するほ

か、施工管理資料及び監督職員立会確認資料により確

認する。 
 
 

4. 平面線形 計画中心線 
 
 

法線、特に曲線部変化点と前後の取合せ状況を目視確

認するほか、施工管理資料及び監督職員立会確認資料

により確認する。 
 
 

5. 主要資材 規格、数量等 
 
 

工事写真及び関係書類により確認するほか、必要に応

じて検測確認する。 
 
 

6. 構造物 長さ、幅、高さ 
 
 
 
 
鉄筋、鉄骨、PC鋼材
等の配筋、配置 

必要に応じて適宜抽出した箇所について検測するほ

か、施工管理資料及び監督職員立会確認資料により確

認する。 
 
 
施工管理資料及び監督職員立会確認資料により確認す

ると共に、必要に応じて構造上の設計内容について関

係資料の提示及び説明を求めることができる。 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
1. 土工 

１－１ 
 
 
１－２ 

 

 
掘削工 
 
 
盛土工 

 
基準高、幅、法長、

延長 
 
基準高、幅、法長、

延長 

 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
１－１に準ずる。 

2. 基礎工 
２－１ 

 
 
２－２ 

 
 
 
２－３ 

 
２－４ 

 
 
２－５ 

 
 

 
基礎材 
（栗石、砕石、均し

ンクリート、砂） 
杭基礎工 
（既製コンクリー

ト、鋼管、H鋼杭及
び場所打杭） 
深礎工 
 
矢板基礎工 
（コンクリート、鋼

矢板） 
ケーソソ基礎工 
（オーブン、ニュウ

マチックケーソソ） 

 
幅、厚さ、延長 
 
 
基準高、根入長、偏

心量 
 
 
基準高、根入長、偏

心量 
基準高、根入長、偏

位（中心線のズレ）

 
基準高、長さ、高さ、

幅、壁厚、偏心量 

 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
２－１に準ずる。 
 
 
 
２－１に準ずる。 
 
２－１に準ずる。 
 
 
２－１に準ずる。 

3. 法面工 
３－１ 

 
 
３－２ 
３－３ 

 
３－４ 

 
 
３－５ 

 

 
種子吹付工、筋芝、

張芝工 
 
厚層基材吹付工 
コンクリート、モル

タル吹付工 
法枠工（既成コンク

リート、プラスチッ

ク、鋼製法枠） 
法枠工（現場打コン

クリート、現場吹付

法枠工） 

 
法長、延長 
 
 
厚さ、法長、延長 
厚さ、法長、延長 
 
法長、延長 
 
 
法長、高さ、幅、枠

中心間隔、延長 

 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
３－１に準ずる。 
３－１に準ずる。 
 
３－１に準ずる。 
 
 
３－１に準ずる。 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
 ３－６ 

 
 
３－７ 

アンカー工 
 
 
抑止アンカー工 

削孔配置、削孔深さ

 
 
削孔配置、削孔深

さ、せん孔方向 

必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
３－６に準ずる。 

4. 擁壁工 
４－１ 

 
 
４－２ 

 
４－３ 

 
 
４－４ 

 
４－５ 

 

 
現場打擁壁工 
 
 
プレキャスト擁壁

工 
コンクリートブロ

ック積（張）、石積

（張）工 
井桁ブロック工 
 
補強土壁工 
 

 
基準高、幅、高さ、

厚さ、延長 
 
基準高、延長 
 
基準高、厚さ、法長、

延長 
 
基準高、厚さ、法長、

延長 
基準高、高さ、鉛直

度、延長 

 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
４－１に準ずる。 
 
４－１に準ずる。 
 
 
４－１に準ずる。 
 
４－１に準ずる。 

5.  
５－１ 

 
 
５－２ 

 
５－３ 

 
 
 
５－４ 

 
５－５ 

 

 
置換工 
 
 
サンドマット工 
 
バーチカルドレー

ン工（サンドドレー

ン工、ペーパードレ

ーン工等） 
混合安定処理工 
（セメント、石灰） 
固結工 
（粉体噴射、セメン

トミルク攪拌処理、

生石灰バイル工） 

 
基準高、幅、厚さ、

延長 
 
基準高、幅、厚さ、

延長 
施工位置、打込長さ

 
 
 
基準高、幅、厚さ、

延長 
基準高、深度、位置、

間隔、杭径 

 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
５－１に準ずる。 
 
５－１に準ずる。 
 
 
 
５－１に準ずる。 
 
５－１に準ずる。 

地盤改良工 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
6. 水路工 

６－１ 
 
 
６－２ 

 
６－３ 

 
 
６－４ 

 
 
６－５ 

 
 
６－６ 

 
開水路工 
（現場打ｺﾝｸﾘｰﾄ） 
 
開水路工 
（既製ｺﾝｸﾘｰﾄ） 
暗渠水路工 
（現場打ｺﾝｸﾘｰﾄ管

渠、函築） 
暗渠水路工 
（既製ｺﾝｸﾘｰﾄ管渠、

函築） 
ライニング水路工 
（連節ﾌﾞﾛｯｸ、ｺﾝｸﾘ

ｰﾄﾏｯﾄ） 
集水桝工 
 

 
基準高、幅、高さ、

厚さ、延長、中心線

のズレ 
基準高、延長、中心

線のズレ 
基準高、幅、高さ、

厚さ、延長、中心線

のズレ 
基準高、延長、中心

線のズレ 
 
基準高、幅、法長、

延長、中心線のズレ

 
基準高、幅、高さ、

厚さ 

 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
６－１に準ずる。 
 
６－１に準ずる。 
 
 
６－１に準ずる。 
 
 
６－１に準ずる。 
 
 
６－１に準ずる。 

7. 橋梁工 
(下部工) 
７－１ 

 
 
 
 
 
７－２ 

 
 
 
 

７－３ 
 
 

 

 
 
橋台工（躯体） 
 
 
 
 
 
橋脚工 
 
 
 
 
橋脚工 
（ラーメン式） 
 
 
 

 
 
基準高、厚さ、天端

幅、敷幅、高さ、胸

壁の高さ、天端長、

敷長、胸壁間距離、

支間長及び中心線

の変位 
基準高、厚さ、天幅、

敷幅、高さ、天端長、

敷長、橋脚中心間距

離、支間長及び中心

線の変位 
基準高、厚さ、天端

幅、敷幅、高さ、長

さ、橋脚中心間距

離、支間長及び中心

線の変位 

 
 
出来形管理図書、監督職員立会確認

資料及び工事写真により確認する

ほか、１工事につき１箇所以上を検

測する。 
 
 
７－１に準ずる。 
 
 
 
 
７－１に準ずる。 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
 (上部工) 

７－４ 
 
 
 
７－５ 

 
 
７－６ 

 
 
 
７－７ 

 
 
 
７－８ 

 
７－９ 

 
 
 
 

７－１０ 

 
床版工 
 
 
 
支承工 
（鋼製） 
 
伸縮装置工 
（鋼ﾌｨﾝｶﾞｰｼﾞｮｲﾝﾄ） 
 
 
地覆工 
 
 
 
桁製作工 
（PC、鋼製、RC） 
仮組立 
 
 
 
 
塗装 

 
基準高、幅、厚さ、

鉄筋の有効高、鉄筋

のかぶり、鉄筋間隔

 
高さ、橋軸方向ズ

レ、中心間隔、水平

度 
高さ、表面の凹凸、

歯咬合部の高低差、

縦横方向間隔、仕上

げ高さ 
幅、高さ、有効幅 
 
 
 
幅、高さ、桁長、曲

り、ソリ 
全長、支間長、主桁

主構の中心距離・通

り・そり・出入差・

鉛直度、継手部隙

間、主桁の組立高さ

塗膜厚 

 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職員

立会確認資料及び工事写真により

確認する。 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
７－５に準ずる。 
 
 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職員

立会確認資料及び工事写真により

確認する。 
７－７に準ずる。 
 
７－７に準ずる。 
 
 
 
 
７－７に準ずる。 

8. 仮設工 
８－１ 

 
 
８－２ 
８－３ 

 

（任意仮設除く） 
仮締切工 
（鋼矢板、H鋼杭） 
 
土止、落石防止柵工 
地中連続壁工 
 

 
基準高、変位、根入

長 
 
高さ、延長 
基準高、連壁の長

さ、変位、壁体長 

 
必要に応じて検測するほか、出来形

管理図書、監督職員立会確認資料及

び工事写真等により確認する。 
８－１に準ずる。 
８－１に準ずる。 
 

9. 舗装工 
９－１ 
 
 
 

 
表層 
（ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ

舗装） 

 
厚さ、幅、平坦性 

 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職員

立会確認資料及び工事写真により

確認する。 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
 ９－２ 

 
 
９－３ 

 
 
９－４ 
９－５ 

 
９－６ 

 

上層路盤工 
（AS安定、ｾﾒﾝﾄ安
定、粒調） 
下層路盤工 
（アスファルト、コ

ンクリート舗装） 
路面切削工 
オーバーレイ工 
 
路側防護策工 
（ガードレール等） 

厚さ、幅 
 
 
基準高、厚さ、幅 
 
 
厚さ、幅、延長 
厚さ、幅、延長、平

坦性 
基礎、高さ、延長 

必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
９－２に準ずる。 
 
９－２に準ずる。 
１工事につき１箇所以上を検測す

る。 
９－５に準ずる。 

10 ダム工 
ﾌｨﾙﾀﾞﾑ工 

10-1 
 
 

10-2 
 

10-3 
10-4 

 
 

10-5 
 
 
 

10-6 
 
 
 

10-7 
 
 

10-8 
 

 
 
コアー盛立工 
 
 
フィルター盛立工 
 
ロック盛立工 
洪水吐 
 
 
本体工 
 
 
 
水叩工 
 
 
 
副ダム工 
 
 
導流壁工 

 
基準高、外側境界線

 
 
 
基準高、外側境界

線、盛立幅 
基準高、外側境界線

基準高、ジョイント

間隔、幅、厚さ、長

さ、リフト高 
天端高、天端幅、ジ

ョイント間隔、リフ

ト高、堤幅、堤長 
 
天端高、ジョイント

間隔、幅、長さ 
 
 
天端高、ジョイント

間隔、リフト高、堤

幅、堤長 
天端高、ジョイント

間隔、リフト高、長

さ、厚さ 

 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
１０－１に準ずる。 
 
１０－１に準ずる。 
１０－１に準ずる。 
 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１０－６に準ずる。 
 
 
１０－６に準ずる。 
 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ工 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
11 河川、治

山、砂防 
治山及び

こ 砂 防

ダム工 
11-1 

 
 
 

11-2 
 
 
 

11-3 
 

11-4 
 
 
 

11-5 
 

11-6 
 

根固工 
11-7 

 
11-8 

 
11-9 

 
 
 

11-10 
 
 

 
 
 
 
 
本体工 
（コンクリート） 
 
 
本体工 
（鋼製不透過型） 
 
 
本体工 
（鋼製透過型） 
側壁工 
 
 
 
水叩工 
 
魚道工 
 
 
根固ﾌﾞﾛｯｸ、捨石工 
 
沈床工 
 
本体、翼壁、水叩工 
 
 
 
階段工 
 

 
 
 
 
 
基準高、天端幅、堤

幅、水通し幅、堤長

 
 
（水通し部）堤高、

長さ、幅、下流側倒

れ（軸部）、軸高、

幅 
堤高、長さ、幅、下

流側倒れ、袖高、幅

基準高、天端幅、長

さ 
 
 
基準高、幅、厚さ、

延長 
基準高、幅、高さ、

厚さ、延長 
 
基準高、幅、厚さ、

延長 
基準高、幅、延長 
 
基準高、幅、高さ、

厚さ、延長 
 
 
幅、高さ、段数、長

さ 
 

 
 
 
 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
１１－１に準ずる。 
 
 
 
１１－１に準ずる。 
 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１１－４に準ずる。 
 
１１－４に準ずる。 
 
 
１１－４に準ずる。 
 
１１－４に準ずる。 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 

 樋門、樋管工 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
 床固工 

11-11 
 
 

11-12 
 
 
 

11-13 
 
 

11-14 
 

11-15 
11-16 

 
11-17 

 
 
 

11-18 
 

11-19 
 

 
本体工、垂直壁工 
 
 
捨石工 
 
 
 
現場打ｺﾝｸﾘｰﾄ 
法止工 
 
カゴマット、ふとん

ガゴ工 
じゃかご工 
連接ブロック工 
 
山腹明暗渠工 
 
 
 
集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 
 
集水井工 
 

 
基準高、天端幅、堤

幅、水通し幅 
 
基準高、天端幅・天

端延長、法長 
 
 
基準高、幅、高さ、

延長 
 
高さ、延長 
 
法長、延長 
法長、延長 
 
基準高、幅、高さ、

厚さ、深さ、延長 
 
 
削孔位置、削孔深

さ、せん孔方向 
基準高、偏心量、長

さ、巻立幅と厚さ 

 
１１－１０に準ずる。 
 
 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１１－１２に準ずる。 
 
 
１１－１２に準ずる。 
 
１１－１２に準ずる。 
１１－１２に準ずる。 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
１１－１７に準ずる。 
 
１１－１７に準ずる。 
 

12 ﾄﾝﾈﾙ工 
12-1 

 
 
 

12-2 
12-3 

 
12-4 

 

 
ロックボルト 
 
 
 
吹付コンクリート 
覆工 
 
坑門工 

 
位置間隔、角度、深

さ、孔径、突出量 
 
 
厚さ 
基準高、幅、高さ、

厚さ、延長 
基準高、幅、高さ、

延長 

 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１２－１に準ずる。 
１２－１に準ずる。 
 
１２－１に準ずる。 

13  
13-1 

 
 

13-2 

管渠開削工 
 
 
 
推進工 

基準高、中心線の変

位、勾配、総長 
 
 
基準高、中心線の変

位、勾配、総長 

必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１３－１に準ずる。 
 

護岸基礎工 

法覆護岸工 

斜面対策工 

上下水道工 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
 13-3 

 
 

13-4 
 

シールド工 
 
 
人孔工 
 

基準高、中心線の変

位、勾配、延長、覆

工厚 
基準高、壁厚、内径、

深度 

１３－１に準ずる。 
 
 
１３－１に準ずる。 
 

14 港湾、漁港
海岸 

14-1 
 
 
 

14-2 
 
 
 

ﾌﾞﾛｯｸ工 
14-3 
14-4 

 
ｹｰｿﾝ工 

14-5 
 
 
 

14-6 
 
 
 
 

14-7 
 
 
 

14-8 

 
 
浚渫工 
 
 
 
捨石工 
 
 
 
（根固、消波） 
ブロック製作工 
ブロック据付工 
 
 
ケーソン製作工 
 
 
 
ケーソン据付工 
 
 
 
(場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ工) 
防波堤 
 
 
 
直立堤工、離岸堤 
（消波堤、消波工） 
 

 
 
基準高 
 
 
 
基準高、天端幅、法

長、延長 
 
 
幅、高さ、長さ、製

作個数 
基準高、天端幅、法

長、法線ズレ 
 
高さ、幅、長さ、壁

厚、底版厚、フーチ

ング高さ、対角線長

 
法線ズレ、据付目地

間隔、天端高、延長

 
 
 
基準高、幅、高さ、

法線ズレ、延長 
 
 
基準高、幅、高さ、

法線ズレ、延長 

 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１４－２に準ずる。 
 
１４－２に準ずる。 
 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
１４－７に準ずる。 
 
 

堤体上部工 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
  

14-9 
 
 
 

14-10 
 

14-11 
 

14-12 
 

14-13 
 
 

14-14 

 
岸壁、物揚場 
 
 
 
船揚場 
 
バラペット工 
 
天端被覆工 
（ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ） 
矢板及び杭式護岸

工（窮製、ｺﾝｸﾘｰﾄ

製） 
付属施設工 
（係船柱等） 

 
基準高、天端幅、厚

さ、法線ズレ 
 
 
基準高、長さ、億、

厚さ 
基準高、幅、高さ、

法線ズレ、延長 
基準高、幅、厚さ、

基礎厚、延長 
基準高、法線ズレ、

傾斜、延長 
 
基準高、中心間隔、

法線ズレ、幅、長さ

 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
１４－９に準ずる。 
 
１４－９に準ずる。 
 
１４－９に準ずる。 
 
１４－９に準ずる。 
 
 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
15 管水路工 

15-1 
 
 
 

15-2 
 
 

15-3 
 

15-4 

 
ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品 
 
 
 
鋳鉄管、強化ﾌﾟﾗｽﾁ

ｯｸ複合管 
 
硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管 
 
鋼管 

 
基準高、ｼﾞｮｲﾝﾄ間

隔、ｺﾞﾑ輪位置、中

心線のズレ 
 
基準高、ｼﾞｮｲﾝﾄ間

隔、ｺﾞﾑ輪位置、中

心線のズレ 
基準高、埋設深、中

心線のズレ 
基準高、中心線の

幅、厚さ 

 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１５－１に準ずる。 
 
 
１５－１に準ずる。 
 
１５－１に準ずる。 

16 頭首工 
16-1 

 
 
 

16-2 

 
本体工 
 
 
 
覆床ブロック工 

 
基準高、幅、厚さ、

高さ、長さ 
 
 
基準高、面積 

 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１６－１に準ずる。 

その他構造物 
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工種 項目 検査内容 検査基準 
17  

17-1 
 
 
 

17-2 
17-3 

 
 
 

17-4 
客土工 

17-5 
 

 
表土扱い 
 
 
 
基盤整地、田面整 
畦畔工 
 
 
 
道路工（砂利道） 
 
客土、耕土搬入を含

む 

 
厚さ 
 
 
 
基準高、均平度 
高さ、幅 
 
 
 
幅、厚さ 
 
厚さ 

 
１工事につき１箇所以上を検測す

るほか、出来形管理図書、監督職

員立会確認資料及び工事写真によ

り確認する。 
１７－１に準ずる。 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１７－３に準ずる。 
 
１７－３に準ずる。 

18  
18-1 

 
 
 

18-2 
 

 
吸水渠 
（湧水処理を含む） 
 
 
集水渠（支線） 
導水渠（幹線） 

 
深さ、間隔、延長 
 
 
 
深さ、延長 

 
必要に応じて検測するほか、出来

形管理図書、監督職員立会確認資

料及び工事写真等により確認す

る。 
１８－１に準ずる。 

19 その他の
構造物 

 基準高、幅、厚さ、

高さ、深さ、法長、

長さ等 

同種構造物の検査内容に照らして

適宜決定する。 

ほ場整備工 

暗渠排水工 

- 168 -

182

2007345ic
長方形



（３） 品質検査基準 

 
 
 

 
工種 

 
検査内容 検査方法 

材料 (1)品質及び形状は、設計図書
等と対比して適切か。 
 

(1) 観察又は品質証明書により検査する。 
(2) 場合により実測する。 

基礎工 (1)支持力は、設計図書等と対
比して適切か。 
(2)基礎の位置、上部との接合
等は適切か。 

土工 (1)土質、岩質は、設計図書等
と一致しているか。 
(2)支持力又は密度は設計図書
等と対比して適切か。 

無筋、鉄筋コン

クリート 
コンクリートの強度、スラン

プ、塩化物総量値、アルカリ骨

材反応対策等は、設計図書等と

対比して適切か。 

(1) 主に施工管理記録及び観察により検査す
る。 

(2) 場合により実測する。 

構造物の機能 構造物又は付属投備等の性能

は、設計図書等と対比して適切

か。 
 
 

主に実際に操作して検査する。 
 
 

 
 
この基準によるほか、工事対応共通仕様書の品質管理基準等にてらして適宜実施する 
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測　 定 　者

Ｆを算出する|Ａ|値は、Ｅ＞０の場合は＋側の値を、Ｅ≦０の場
合は－側の値を用いる。また、|Ａ|値が＋側か－側の片方、
若しくは両方にない場合は、その符号側はＦ＝|Ｅ|とする。

５．

出 来 形 管 理 図 表

管理基準値
Ａ

規格値
Ｂ

番号 月 日 測点
設 計 値

Ｃ

工　事　名 受注会社名

工　種　名 印

実 測 値
Ｄ

設 計 値
と の 差

Ｅ＝Ｄ－Ｃ

管理基準
値との差

Ｆ＝|Ａ|-|Ｅ|

設計値との差

測  定
単  位

＋ － ＋ －

「月日」の欄は測定年月日を記入する。

４． 設計値との差の単位を定め、目盛りに数値を記入する。

様式　２－１

記入事項 測定箇所図

１． 「工種名」は、掘削（基準高（Ｖ））、フルーム（厚さ（Ｔ））、橋台
工（中心線のズレ（e））等と記入する。

２． 「番号」の欄は、施工順位を記入し、「測点」の欄は当該測点
番号を記入する。

３．
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工　事　名 受注会社名

工　種　名 印測　 定 　者 

様式　３－２

鋼 管 溶 接 測 定 結 果 一 覧 表

測定位置
実　　　測　　　値

管理基準値 摘　　　要
Ｘ Ｙ Ｘ’ Ｙ’
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様式　３－３

受注会社名

鋼 管 溶 接 、 塗 覆 装 点 検 表

工　事　名

測　 定 　者 印

測定位置 工　　　種 項　　　目
判　　定

摘　　　要
良 否
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埋戻し完了時

たわ
み率

Dh
たわ
み率

㎜

工　事　名 受注会社名

管種(長さ） 測　 定 　者 印

%

様式　３－５

埋 設 と う 性 管 た わ み 量 管 理 表

測　定
位　置

（管番号）

管据付時 管頂埋戻し時

% ㎜ %

D+t（㎜）
（内径）（管厚)

Ｄυ
たわ
み率

Dh
たわ
み率

Ｄυ
たわ
み率

たわ
み率

Ｄυ

%㎜ %㎜ % ㎜

Dh

㎜

たわみ率の計算

２． 測定については「土木工事施工管理基準」別表第１ 直接測定による出来形管理　管水路工事　管水路（埋
設とう性管）の測定基準による。

３． 矢板引抜き時の測定は、「管頂埋戻し時」の欄に測定値を記入する。

ΔＸ
×１００（%）

２Ｒ

ΔＸ＝[2R-(Ｄυ+t)]又は[2R-(Ｄh+t)]

2R：管厚中心直径

マーキング位置における測定値を記入する。

t：管厚

注） １．
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測
　

 定
 　

者
 

印

工
　

事
　

名
　

：

工
　

種
　

名
　

：

受
注

会
社

名
　

：

備
　

　
考

組
立

状
況

（
継

手
長

、
曲

げ
状

況
、

結
束

等
）

鉄
筋

組
立

検
査

結
果

一
覧

表

判
　

　
　

　
　

　
　

定

２
．

測
定

箇
所

　
：
　

（
設

計
上

の
位

置
及

び
名

称
）

径
(㎜

)及
び

本
数

(本
)

３
．

鉄
筋

間
隔

の
許

容
誤

差
は

±
φ

と
す

る
。

判
定

欄
は

合
格

、
不

合
格

を
記

入
す

る
。

か
ぶ

り
の

許
容

誤
差

は
±

φ
か

つ
最

小
か

ぶ
り

以
上

と
す

る
。

１
．

記
入

事
項

判
定

か
 ぶ

 り
 （

㎜
）

設
計

値

中
  
心

  
間

  
隔

  
（
㎜

）

検
査

値
判

定

様
式

　
3
－

6

設
計

値
と

の
差

番
号

測
定

年
月

日
設

計
値

判
定

設
計

値
検

査
値
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工　事　名　： 受注会社名　：

工　種　名　： 測　 定 　者 印

様式　４

杭打ち成績表

ハ ン マ ー
落下高(㎝)

打込回数
リバウンド

(㎝)
平均沈下

量(㎝)
杭打込み
月　　　日

杭番号 杭規格
測  定  時
杭深度(m)

支持力(kN) 摘要

設計支持力：

杭配置図
適用公式名：
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工　種　名　

（コンクリート関係）

様式　５

セ メ ン ト の 密 度 試 験
（JIS R 5201）

工　事　名　 受注会社名　

測　 定 　者 印

日 曜 天候 試　　 験 　　日

湿　　度　（　％　） 水　　温　（　℃　）

年 月平成

3

 試　　　　　　料

4

 試験日の状態
室　　温　（　℃　）

　 　 　

 測　　　　定　　　　番　　　　号 1

① フ ラ ス コ の 番 号 　

2

　

③ 試 料 の 質 量 （ｇ） 　 　 　

② 初 め の 鉱 油 の 読 み

（mℓ）

　 　（mℓ）

　 　 　

　⑤ 密 度
③

　

④ 試 料 と 鉱 油 の 読 み

　

⑦ 平 均 値 　

　
④ － ②

　

　

　

　

　

　

考　　察

　

　

　

　

　

　

⑥ 許 容 差
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（JIS R 5201）

 試　　 験 　　日 平成

印

セ メ ン ト 粉 末 度 試 験 （ 比 表 面 積 試 験 ）

年 月

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　

日 曜 天候

測　 定 　者 

 試　　　　　　料

 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

① セ ル と 水 銀 と の 質 量 （ｇ）

② セ ル の 質 量 （ｇ）

水 銀 の 質 量 ① － ② （ｇ）

④ （ セ ル ） ＋ （ セ メ ン ト ） ＋ （ 水 銀 ） の 質 量 （ｇ）

③

⑥ 水 銀 の 質 量 ④ － ⑤ （ｇ）

⑤ （ セ ル ） ＋ （ セ メ ン ト ） の 質 量

⑦ 水 銀 の 密 度 （ｇ/㎤）

（ｇ）

⑧ ベ ッ ト の 体 積
③ －

⑦
⑥

⑨ 平 均 値 　

（㎤）

試 料 の 質 量

3 41 2測 定 番 号 　

（ｇ）

標 準 試 料 降 下 時 間 t0 （ｓ）

標 準 試 料 比 表 面 積

セ メ ン ト 降 下 時 間 t

（㎠/ｇ）

（ｓ）

セ メ ン ト 比 表 面 積 （㎠/ｇ）

様式　６－１

　

　

平 均 値 　

考　　察

　

　

　

　

許 容 差 　
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年 月

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　

日 曜 天候 試　　 験 　　日 平成

測　 定 　者 印

 試　　　　　　料

 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

①

測 定 番 号 1 2 3

②
×100

4

② 残 留 質 量 （ｇ）

  考　　察

（ｇ）

①

試 料 の 質 量

③ 粉 末 度

（％）

（％）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

様式　６－２

　

セ メ ン ト 粉 末 度 試 験 （ 網 ふ る い 試 験 ）
（JIS R 5201）

　

　

　

　

④ 平 均 値
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天候

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

様式　7

セ メ ン ト の 凝 結 試 験
（JIS R 5201）

 試験日の状態

室 内 の 温 度 （ ℃ ） 室 内 の 湿 度 （ ％ ） 水　　温　（　℃　）

 試　　 験 　　日 平成

湿 気 箱 内 の 温 度 （ ℃ ） 湿 気 箱 内 の 湿 度 （ ％ ）

日 曜年 月

測 定 番 号 1 2

 試　　　　　　料

3 4

 試 料 の 質 量 （ｇ）

 水 の 量 （mℓ）

 注 水 時 刻 （h・min）

 始 発 時 刻 （h・min）

 始 発 時 間 （min）

 終 結 時 刻 （h・min）

　

　

　

　

　

（ｈ）

　

　

　

　

　

　

　

　

 終 結 時 間

考　　察
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年 月

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

日 曜 天候 試　　 験 　　日 平成

 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　） 水　　温　（　℃　）

 養生温度（℃）

 試　　　　　　料

4

 試 料 の 質 量 （ｇ）

 水 の 量 （mℓ）

ひ び 割 れ ・ 反 り の 有 無

3測 定 番 号 1 2

考　　察

　

　

　

様式　８

　

　

 

　

　

　

　

セ メ ン ト の 安 定 性 試 験
（JIS R 5201）

　

試験結果
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様式　９

セ メ ン ト の 強 さ 試 験
（JIS R 5201）

試　　 験 　　日 平成  年   月   日 平成  年   月   日 平成  年   月   日

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

平成  年   月   日

試 験 日 の
状　　　  態

室      温 （℃） 　 　 　 　

湿      度 （％）

　 　

　 　 　 　

　 　

材                  齢 （日） 　 　 　 　

養    生    温    度 （℃）

供  試  体  質  量  （ｇ）
（   脱   型   直   後   ）

1 　 　

3 　 　

　 　

2 　 　 　 　

　 　

供  試  体  質  量  （ｇ）
（  強 さ 試 験 直 前  ）

1 　 　 　 　

2 　 　 　

3 　 　 　 　

3 　

　

平  均  値  　（Ｎ/㎟） 　

　

　

　

　 　

2 　 　 　 　

1 　

　 　

曲 げ 強 さ （Ｎ/㎟）

1 　 　 　 　

2 　 　 　

3 　 　 　 　

　

圧

縮

試

験

最  大  荷  重  （Ｎ）

1 　 　 　 　

曲

げ

試

験

最  大  荷  重  （Ｎ）

2 　 　 　

　 　

4 　 　 　

　

3 　 　 　 　

6 　 　 　

　

5 　 　 　 　

　

圧 縮 強 さ （Ｎ/㎟）

1 　 　 　 　

2 　 　

　 　

　 　

　3 　 　 　

　 　

　

5 　 　 　 　

4 　

供　試　体　作　製　日　　：　　平　成　　　　年　　　　月　　　　日

　

　

6 　 　 　

平  均  値  　（Ｎ/㎟） 　
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工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

細 骨 材 の 密 度 お よ び 吸 水 率 試 験

（JIS A 1109）

月　 試　　 験 　　日 平成

湿　　度　（　％　） 水　　温　（　℃　） 乾燥温度　（　℃　）

　

日 曜年

　 試　　　　　　料

天候

　 試験日の状態
室　　温　（　℃　）

　 1

　 　

2 3

　

4

① ピ ク ノ メ ー タ ー の 番 号 　

　 測 定 番 号

②
500mℓの目盛りまで水を満たした
ピ ク ノ メ ー タ の 質 量

m1 （ｇ）

③ 試 料 の 質 量 m2 （ｇ）

④
試 料 と 水 で 500m ℓ の 目 盛 り ま で
満 た し た ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量

m3 （ｇ）

⑤ 密 度
③×ρw

（ｇ/㎤）
②＋③－④

⑦ 平 均 値 と の 差 　

⑥ 平 均 値 　

⑧ 試 料 の 質 量 m4 （ｇ）

⑨ 試 料 の 乾 燥 質 量 m5 （ｇ）

⑩ 吸 水 率
⑧－⑨

×１００ （％）

　

⑫ 平 均 値 と の 差 （％）

⑨

⑪ 平 均 値 （％）

様式　１０

　試験温度における水の密度ρw=　   　    ｇ/㎤　

　

　

　

　

　　　考　　察
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工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

曜　 試　　 験 　　日 平成 年

　 試験日の状態
室　　温　（　℃　）

　

日

水　　温　（　℃　） 乾燥温度　（　℃　）

天候

湿　　度　（　％　）

月

　 　 　

測 定 番 号 　 1

　 試　　　　　　料

2 3 4

① 試 料 の 質 量 m1 （ｇ）

　

②
水 中 の か ご と 試 料 の
見 掛 け の 質 量

m2 （ｇ）

③ 水 中 の か ご の 見 掛 け の 質 量 m3 （ｇ）

④ 水中の試料の見掛けの質量 (m2-m3) （ｇ）

⑤ 密 度
①×ρw

（ｇ/㎤）
①－④

⑦ 平 均 値 と の 差 　

⑥ 平 均 値 　

⑧ 乾 燥 後 の 試 料 の 質 量 m4 （ｇ）

吸 水 率
①－⑧

×１００
⑧

⑩ 平 均 値 （％）

（％）⑨

　

様式　１１

　　　考　　察

　

⑪ 平 均 値 と の 差 （％）

　

粗 骨 材 の 密 度 お よ び 吸 水 率 試 験
（JIS A 1110）

　

　試験温度における水の密度ρw=　   　    ｇ/㎤　
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工　種　名　 測　 定 　者 印

天候平成 年

様式　１２

細 骨 材 の 表 面 水 率 試 験
（JIS A 1111）

月 日 曜

工　事　名　 受注会社名　

　 試　　 験 　　日

水　　温　（　℃　）

　 　 　
　 試験日の状態

室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

測 定 番 号 1 2

　 試　　　　　　料
　 ds：試料の表面乾燥密度＝ 　 　ｇ/㎤

4

① 試　料　の　質　量 m1 （ｇ）

② （フラスコ）＋（マークまでの水）の質量 m2 （ｇ）

3

③
（ フ ラ ス コ ） ＋ （ マ ー ク ま で の 水 ）
＋ （ 試 料 ） の 質 量

m3 （ｇ）

④ m＝①＋②－③ 　 （ｇ）

ds

⑤ ms＝
①

⑥ 表 面 水 率
④－⑤

（％）Ｈ＝ ×１００
①－④

（％）⑦ 平 均 値 　

⑧ 平 均 値 と の 差 　 （％）

⑨ 試 料 を 覆 う 水 量 V1 （mℓ）

⑩ （ 試 料 ） ＋ （ 水 ） の 容 積 V2 （mℓ）

⑪ Ｖ＝⑩－⑨ 　 （ｇ）

⑫ 表面水率＝
⑪－⑤

（％）Ｈ＝ ×１００
①－⑪

（％）

　

　

　　考　　察

　

　

　

⑬ 平 均 値 　

⑭ 平 均 値 と の 差 　 （％）
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工　事　名　 受注会社名　

　 試　　 験 　　日

室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

印

天候平成 年 曜

工　種　名　 測　 定 　者 

（％）

　 試験日の状態
　 　

様式　１３－１

骨 材 の ふ る い 分 け 試 験 （ 細 骨 材 ）
（JIS A 1102）

月 日

各ふるいにとどまる質量

　 試　　　　　　料
　

ふるいを通る質量ふるいの呼び寸法
（㎜）

各ふるいにとどまる質量の累計

（ｇ） （ｇ） （％） （％）

　

4.75  (    5) 　 　 　 　 　

9.5   (  10)

　 　

　 　　 　

　 　 　

1.18  ( 1.2) 　 　 　 　 　

2.36  ( 2.5)

　

        0.3 　 　 　 　 　

        0.6

　 　

　 　　 　

　 　 　

        0.075 　 　 　 　 　

        0.15

　 　 　 　 　

受　皿 　 　

粗粒率 　 　

　 　 　

計

ふ
 る

 い
 を

 通
 る

 質
 量

 （
％

）

100 0

ふ
る

い
に

と
ど

ま
る

質
量

（
％

）

40

80 20

60 40

0

60

2.36 4.75 9.5

20 80

(1.2) (2.5) ( 5) (10)

100
0.075 0.15 0.3 0.6 1.18

　

ふるいの呼び寸法（㎜）、※（  ）は従来の呼び寸法

ふるい分け曲線

考　　察
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工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

　 試　　 験 　　日 平成 年

骨材のふるい分け試験（粗骨材）
（JIS A 1102）

月 日 曜 天候

　 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

　 　

ふるいの呼び寸法
（㎜）

各ふるいにとどまる質量の累計 各ふるいにとどまる質量

　 試　　　　　　料
　

　 　 　

ふるいを通る質量

（ｇ） （％） （ｇ） （％） （％）

　 　 　

　 　 　 　 　 　

　

　 　 　 　 　 　

　

　 　

　 　　 　

　 　 　

　 　 　 　 　 　

　

　

　 　 　 　 　 　

　

　 　

　 　　 　

　 　 　

　 　 　 　 　 　

　

最 大 寸 法 (㎜) 　

 　 　 　 　 　

粗 粒 率 　 　

考　　察

ふ
る

い
を

通
る

質
量

（
％

）

100 0

ふ
る

い
に

と
ど

ま
る

質
量

（
％

）  

80 20  

 
60 40

 

 

40 60  

75 106

 
20 80

(100)  

0 100
 

2.36 4.75 9.5 19 37.5

(2.5) ( 5) (10) (20) (40) (80)

様式　１３－２

 

 
ふるいの呼び寸法（㎜）、※（）は従来の呼び寸法

 
ふるい分け曲線
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工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

様式　１４

骨 材 試 験 成 績 一 覧 表

試 料 採 取 地 名

試 験 日

150

ふ

る

い

分

け

粗

骨

材

１ ５ ０ ㎜ 通 過 質 量 百 分 率 ％以 上

100 ～ 80 〃

～ 100 〃

80 ～

60 ～ 50

60 〃

〃

50 ～ 40 〃

40 ～ 30 〃

30 ～ 25 〃

25 ～ 20 〃

20 ～ 15 〃

15 ～ 10 〃

10 ～ 5 〃

   5以下 　 〃

粗　　粒　　率

以　上

細

骨

材

５  ㎜ 通 過 質 量 百 分 率 ％

5 ～ 2.5 〃

2.5 ～ 1.2 〃

1.2 ～ 0.6 〃

0.6 ～ 0.3 〃

0.3 ～ 0.15 〃

  0.15以下 　 〃

粗　　粒　　率

細

骨

材

密 度 　

単 位 容 積 質 量 （ 標 準 ） ㎏/㎥

単 位 容 積 質 量 （ 軽 装 ） ㎏/㎥

安 定 性 ％

吸 水 量 ％

洗 い 試 験 ％

粗

骨

材

密 度 　

単 位 容 積 質 量 （ 標 準 ） ㎏/㎥

単 位 容 積 質 量 （ 軽 装 ） ㎏/㎥

安 定 性 ％

吸 水 量 ％

す り へ り 減 量 ％

洗 い 試 験 ％

軟 石 量 試 験 ％

細 長 扁 平 試 験 ％

　備 考
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受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

曜 天候年 日

工　事　名　

試　　 験 　　日 平成

様式　１５

空気量の圧力による試験（空気室圧力方式）
（JIS A 1101、JIS A 1128）

ｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ試験およびﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄの

月

　 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

　

試　　　　　　料

水　　温　（　℃　）

　 　 　

示 方 配 合

粗骨材
の最大
寸　法

ｽﾗﾝﾌﾟ

水セメ
ント比 空気

量

細骨
材率

Ｃ Ｆ

単位量（kg/㎥）

水 セメント
混和
材

細骨
材

粗骨材Ｇ
混和剤

（％） （％）

W/C s/a ㎜ ㎜～ ～

（％） Ｗ

  

Ｓ

   

（g/㎥）㎜ ㎜（㎜） （㎝）

  

(㎝)

測定番号

② 突き棒でコンクリー
トの側面をたたいた
ときの状態

21 3

① ス ラ ン プ

④ 骨 材 修 正
係　　　　数

（％）

③ 見 掛 け の
空　気　量

（％）

（℃）

⑤ 空　気　量
　③－④

（％）

　

　

　

　

　　考　　察

　

⑥ ｺﾝｸﾘｰﾄ の
温       度
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工　種　名　 測　 定 　者 印

月 日 曜 天候

様式　１６

コ ン ク リ ー ト の 圧 縮 強 度 試 験
（JIS A 1108）

工　事　名　 受注会社名　

　 試　　 験 　　日 平成 年

　 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

試　　　　　　料

水　　温　（　℃　）

　 　 　

示 方 配 合

粗骨材
の最大
寸　法

ｽﾗﾝﾌﾟ

水セメ
ント比 空気

量

細骨
材率

Ｃ Ｆ

単　位　量　（kg/㎥）

水 セメント
混和
材

細骨
材

粗骨材Ｇ
混和剤

（％） （％）

W/C s/a ㎜ ㎜～ ～

（％） Ｗ

  

Ｓ

   

（g/㎥）㎜ ㎜（㎜） （㎝）

  

材 齢 （日）

養 生 方 法 　 　 養 生 温 度 （℃）

平 均 直 径 (㎜) 　 　

供 試 体 番 号 　 1 2 3 4

　 　

　 　

　 　

断 面 積 (㎟)

平 均 高 さ (㎜) 　 　

　 　

質 量 (㎏) 　 　

ス ラ ン プ (㎝) 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

最 大 荷 重 (N)

圧 縮 強 度 (N/㎟) 　 　

　 　

(N/㎟) 　

見 掛 け 密 度 (㎏/㎥) 　 　 　 　

平均圧縮強度

　

　　考　　察

　

　

　

平均見掛け密度 (㎏/㎥) 　

　

供試体の破壊状況の
ス ケ ッ チ
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平成

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

曜 天候月

　 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

年 日　 試　　 験 　　日

試　　　　　　料

水　　温　（　℃　）

　 　 　

示 方 配 合

粗骨材
の最大
寸　法

ｽﾗﾝﾌﾟ

水セメ
ント比 空気

量

細骨
材率

Ｃ Ｆ

単　位　量　（kg/㎥）

水 セメント
混和
材

細骨
材

粗骨材Ｇ
混和剤

（％） （％）

W/C s/a ㎜ ㎜～ ～

（％） Ｗ

  

Ｓ

   

（g/㎥）㎜ ㎜（㎜） （㎝）

  

　 養 生 方 法 　

　 材 齢 （日）

2

　

3

養 生 温 度 （℃）

4

　 　 　

　 供 試 体 番 号

　 平 均 幅 (㎜) 　

1

　

　 ス パ ン (㎜) 　 　 　 　

　 平 均 高 さ

　 最 大 荷 重 (N) 　

　 　(㎜) 　

　 　　 曲 げ 強 度 (N/㎟) 　

　

　 　 　

供試体の破壊状況
の　ス　ケ　ッ　チ

　 　 　 　

　

　

破壊断面とこ
れに近い支点
との距離

(㎜) 　

　 平均曲げ強度 (N/㎟) 　

（JIS A 1106）

様式　１７

　　考　　察

　

　 　 　

　

　

　

　

　

コ ン ク リ ー ト の 曲 げ 強 度 試 験
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フ
レ

ッ
シ

ュ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
水

の
塩

化
物

イ
オ

ン
濃

度
試

験
（
J
IS

 A
 5

3
0
8
、

J
IS

 A
 1

1
4
4
）

工
　

　
場

測
定

場
所

判
定

基
準

以
下

測
定

回
数

現
　

　
場

　
　

　
　

　

2
3

　 　

塩
化

物
イ

オ
ン

濃
度

（
％

）

測
定

内
容

　
　

　

平
　

　
　

　
　

均

分
析

方
法

1

測
定

器
名

及
び

指
示

薬

　

試
料

示
方

配
合

　
　

　
　

（
％

）

　
　

粗
骨

材
の

最
大

寸
　

法

　

（
％

）

　
　

（
㎜

）
（
㎝

）
　

　
～

㎜

ス
ラ

ン
プ

の
範

囲

空
気

量

の
範

囲

水
セ

メ

ン
ト

比
混

和
材

料

（
㎏

/
㎥

）
塩

化
物

量

試
験

日

測
　

 定
 　

者
　

㎜

平
　

成

（
％

）

水

単
位

容
積

質
量

（
㎏

/
㎥

）

受
注

会
社

名
　

工
　

事
　

名
　

年

工
　

種
　

名
　

　
採

取
方

法

天
候

　
月

日

　 　

印

様
式

　
１

８

細
　

骨

材
　

率

～

セ
メ

ン
ト

細
骨

材
粗

骨
材

㎜ ㎜

　
保

管
方

法
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測
　

 定
 　

者
　

印

ア
ル

カ
リ

濃
度

減
少

量
（
R

c
）

有
　

害
　

度
　

の
　

判
　

定

（
m

ℓ）

V
3

31 21 2

骨 材 の 産 地

2 31

溶
 解

 シ
 リ

 カ
 量

  
（
S
c
）
　

　
　

（
m

m
o
l/

ℓ）

S
c

平 均 値

C
S
c

S
c

平 均 値

W （
g）

吸
　

光
　

光
　

度
　

法
質

　
　

量
　

　
法

原
子

吸
光

光
度

法

平 均 値
（
㎎

/
ℓ）

V

（
m

ℓ）

C

（
㎎

/
ℓ）

平 均 値

（
m

m
o
l/

ℓ）

備
　

　
考

3

R
c

反 応 時 間 （
h
f）

（
m

ℓ）

V
1

月
日

　

骨 材 の 種 類

繰 返 し

　

（
g）試 料 量

（
m

ℓ）

V
2

工
　

事
　

名
　

受
注

会
社

名
　

工
　

種
　

名
　

骨
材

の
ア

ル
カ

リ
シ

リ
カ

反
応

性
試

験
（

化
学

法
）

（
J
IS

 A
 5

3
0
8
、

J
IS

 A
 1

1
4
5
）

様
式

　
１

９

試
験

日
平

　
成

年

255



　

　

　

　

　

　

測　 定 　者 印

様式　２０

骨 材 の ア ル カ リ シ リ カ 反 応 性 試 験 （ モ ル タ ル バ ー 法 ）
（JIS A 5308、JIS A 1146）

年 月 日 曜　 試 験 日

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　

平成 天候

　 試 験 日 の 状 態
気　　温　（　℃　） 室　　温　（　℃　） 容器内温度 （　℃　） 容器内湿度 （　％　）

　 　 　 　

　 セ メ ン ト 種 別 全 ア ル カ リ

産 地 種 別　 骨 材

８週間 ３ヶ月 ６ヶ月区　　　分
材　　　齢 脱型時 ２週間 ４週間

① 基　長　Ｌ
　　　（有効ゲージ長）

　　　　　　（×１０－３㎜）
2

1

1

3

② 供試体脱型時のダイヤル
ゲージの読み

      Xini　（×１０－３㎜）
2

3

③ 同時測定した標準尺のダ
イヤルゲージの読み

     sXini　（×１０－3㎜ )
2

1

1

3

④ 材齢iにおける供試体のダ
イヤルゲージの読み

     　　Xi　（×１０－3㎜ )
2

3

⑤ 材齢iにおける標準尺のダ
イヤルゲージの読み

     　sXi　（×１０－3㎜ )
2

1

1

3

⑥ 膨張率 （ ％ ）

2
(④-⑤)-(②- ③) ×100 3

L
平均

判 定

精 度

　

　

　考　　察
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鉄 筋 の 曲 げ 試 験
（JIS G 3112、JIS Z 2248）

試 験 日 平成 天候年

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

室　　温　（　℃　）

　 　

日 曜月

　 試 料
　

　

　 試 験 日 の 状 態
気　　温　（　℃　）

試 料 番 号

呼 び 径 （㎜）

種 別 　

実 測 径 （㎜）

記 号

曲 げ 角 度 （度）

　

内 側 半 径 （㎜）

判 定 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

様式　２１

　

　

考　　察
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工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

日 曜　 試 験 日

気　　温　（　℃　） 室　　温　（　℃　）

　 　

年 月

　 試 料
　

平成 天候

　 試 験 日 の 状 態

試 料 番 号

呼 び 径 （㎜）

最 大 径

実 測 径 （㎜） 最 小 径

平 均

種 別 　

断 面 積 （㎟）

記 号

標 点 距 離 （㎜）

　

降 伏 点 （N/㎟）

降 伏 点 荷 重 （N）

（N）引 張 荷 重

引 張 強 さ （N/㎟）

（%）
伸 び

（㎜）

切 断 位 置 に よ る 記 号

試 験 片

　

　

　考　　察

判 定

様式　２２

　

　

　

　

鉄 筋 の 引 張 試 験
（JIS G 3112、JIS Z 2241）

　

　

258



 ma-mb

mc　： 容器質量

（社）地盤工学会規格準用

（炉乾燥試料＋容器）質量

ma　：

（土質関係）

w %

平均値 w %

（試料＋容器）質量
w= ×100

mb-mc mb　：

特 記 事 項

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

試料番号(深さ)

平均値 w %

特 記 事 項

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

試料番号(深さ)

平均値 w %

特 記 事 項

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

試料番号(深さ)

平均値 w %

特 記 事 項

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

特 記 事 項

試料番号(深さ)

平均値 w %

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

工　種　名　 試料採取地点　 印測　 定 　者 

試料番号(深さ)

様式　２３

土 の 含 水 比 試 験
（JIS A 1203、JGS0121）

工　事　名　 試験日　　　平成　　年　　月　　日 受注会社名
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漏 斗 を 満 た す の に 必 要 な
砂 の 質 量

m6=m3’-m5      g 　 　

（社）地盤工学会規格準用

　 　 　

平　　　均　　　値 m6 g 　

特記事項

　

　 　
漏 斗 を 満 た し た 砂 を 除 き
測 定 器 と 残 っ た 砂 の 質 量

m5 g 　 　 　

3 4 5

　測 定 器 と 入 れ た 砂 の 質 量 m3’ g 　 　 　

Ⅲ．漏斗を満たすのに必要な砂の質量の較正

測　　　　定　　　ＮＯ． 1 2

　

測 定 器 中 の 砂 の 質 量 m4=m3-m1         g

平　　　均　　　値 ρds 　 g/㎤ 　

試 験 用 砂 の 乾 燥 密 度 ρds=m4/V1  g/㎤ 　 　 　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　

測 定 器 の 質 量 m1 g 　 　 　

ジ ャ ー と ピ ク ノ メ ー タ ー ト
ッ プ に 砂 を 満 た し た 質 量

m3 g 　 　 　

　

Ⅱ．試験用砂の乾燥密度の較正

測　　　　定　　　ＮＯ． 1 2 3 4 5

　 　 　

平　　　均　　　値 V1 　㎤ 　

ジャーとピクノメータートッ
プ と の 体 積

V１=K(m2-m1)  ㎤ 　

　
ｔ℃における水１g当たりの
体 積

K 　㎤/g 　 　 　 　

　 　

測 定 器 中 の 水 の 温 度 t ℃ 　 　 　 　 　

満 た し た 水 の 質 量 m2-m1 g 　 　 　

　 　

測 定 器 の 質 量 m1 g 　 　 　 　 　

ジャーとピクノメータートップ
に 水 を 満 た し た 質 量

m2 g 　 　 　

Ⅰ．ジャーとピクノメータートップとの体積の較正

（JIS A 1214）

測　　　　定　　　ＮＯ． 1 2 3 4 5

様式　２４－１

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

砂 置 換 法 に よ る 土 の 密 度 試 験 （ 較 正 ）

工　種　名　 測　 定 　者 印
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含　水　比　　w

×100
mb-mc

（社）地盤工学会規格準用

様式　２４－２

  特記事項 ma-mb
w=

砂 置 換 法 に よ る 土 の 密 度 試 験 （ 測 定 ）
（JIS A 1214）

g/㎤

平
均
値

%

湿　　潤　　密　　度　　　ρt

%平　均　値　　w

g/㎤

ma g

乾　　燥　　密　　度　　　ρd

容 器 質 量 mc g

w %

%

（ 炉 乾 燥 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 mb g

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

容　　　器　　　ＮＯ．

容 器 質 量 mc g

gmb

w

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g

湿 潤 密 度 ρt=m7/Vo

含

水

比

容　　　器　　　ＮＯ．

（ 炉 乾 燥 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

試 験 孔 の 体 積 Vo=m10/ρds ㎤

乾 燥 密 度 ρd=m0/Vo g/㎤

g/㎤

測 定 器 と 残 っ た 砂 の 質 量 m8

試 験 孔 を 満 た す の に 要 す
る 砂 の 質 量

m10=m9-m6 g

試 験 孔 お よ び 漏 斗 に 入 っ
た 砂 の 質 量

m9=m3-m8 g

g

ジャーとピクノメータートップ
に 砂 を 満 た し た 質 量

m3 g

試 験 孔 か ら 取 り 出 し た
土 の 炉 乾 燥 質 量

m0=100m7/(w+100)  g

　 g

試 験 孔 か ら 取 り 出 し た
湿 潤 土 の 質 量

m7 g

（ 試 験 孔 か ら 取 り 出 し た
土 ＋ 容 器 ） 質 量

容 器 質 量 　 g

容 器 Ｎ Ｏ ． 　 　　　

最 大 粒 径 　 ㎜

試 験 孔 Ｎ Ｏ ． 　 　　　

漏斗を満たすのに必要な砂の質量m6g

測　　定　　器　　　ＮＯ．

試 験 用 砂 の 乾 燥 密 度 ρds 　 g/㎤

工　事　名　 受注会社名

土　質　名　称

試験日　　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　 測　 定 　者 印
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ρp

ws= w - (V-Vo)ρw ×100 w= (ma-mc-ms)

c+100R = ms Ls=

C = (w1-ws)R

1-

(m1-ms)
ρw

（社）地盤工学会規格準用

3 100 ×100Vo・ρw

特記事項
V = (m-mc-mg) Vo=ρw

×100ms ms

(m1-m3+m2) -

線 収 縮 Ls %

体 積 収 縮 率 C %

あ る 含 水 比 w1 %

平 均 値 R  

収
縮
比

収 縮 比 R  

平 均 値 ws %

収
縮
限
界

収 縮 限 界 ws %

平 均 値 w %

湿 潤 試 料 の 含 水 比 w %
含
水
比

湿 潤 試 料 と 収 縮 皿 の 質 量 ma g

炉 乾 燥 試 料 の 体 積 Vo ㎤

パ ラ フ ィ ン の 密 度 ρp g/㎤

水 中 に お け る 試 料 お よ び
吊 り 皿 の 見 掛 け 質 量

m3 g

水 中 に お け る 吊 り 皿
の 見 掛 け の 質 量

m2 g
炉
乾
燥
試
料
の
体
積

パ ラ フ ィ ン 塗 布 後
の 試 料 の 質 量

m1 g

炉 乾 燥 試 料 の 質 量 ms g

水 の 密 度 ρw g/㎤

水 の 入 っ た 収 縮 皿 と
ガ ラ ス 板 の 質 量

m g

収 縮 皿 の 質 量 mc g

湿 潤 試 料 の 体 積 V ㎤

水 温 T ℃

測　　　　　　定　　　ＮＯ．

湿
潤
試
料
の
体
積

ガ ラ ス 板 の 質 量 mg g

収     縮     皿　　　ＮＯ．

工　種　名　 測　 定 　者 印

試　料　番　号　　（　深　さ　）

（JIS A 1209、JGS 0145）

様式　２５

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

土 の 収 縮 定 数 試 験

262



×100
ρd' mb-mc

（社）地盤工学会規格準用

ρt' ma-mb
w'= -1 ×100

V

w1=

ρd ρtρd'= ρd=1+γe/100 1+w1/100

２）モールドの質量は有孔底板を含む

供試体の膨張量（㎜）γe= ×100
供試体の最初の高さ（125㎜）

m3-m1 m2-m1ρt'= ρt=v(1+γe/100)

　 　

特記事項 １）スペーサーディスクの高さを差引く

平 均 含 水 比 w' % 　

吸

水

膨

張

試

験

水 浸 時 間 h

湿 潤 密 度 ρt'

乾 燥 密 度 ρd' g/㎤ 　

g/㎤ 　

　 　

　 　

　 　

(試料＋モールド)質量 m3
2) g 　

　 　

膨 張 比 γe % 　

　 　

96 　 　 　 　 　 　

72 　 　 　 　

　 　

48 　 　 　 　 　 　

24 　 　 　 　

　

8 　 　 　 　 　 　

　 　 　

4 　 　 　 　 　

　

1 　 　 　 　 　 　

膨張量㎜ 変位計の読み 膨張量㎜

0 　 　 　 　 　

時　　刻 変位計の読み 膨張量㎜ 変位計の読み

2 　 　 　

乾 燥 密 度 ρd g/㎤

ρt g/㎤

m1
2) g密

度

(試料＋モールド)質量 m2
2) g

湿 潤 密 度

モ ー ル ド 質 量

平 均 値 w1 %

含 水 比 w１ %

容 器 質 量 mc g

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g

㎝

含
水
比

容　　器　　　ＮＯ．

　 モールド容量 V ㎤ 　

㎝

供　　試　　体　　ＮＯ．

荷 重 板 質 量 ㎏

　

　 最大乾燥密度ρdmax  g/㎤ 　

　

　 最適含水比　wopt

内径

　 高さ1)

回/層 %

空気乾燥前含水比  % 　 突 固 め 層 数 層

　

% 　

試 験 方 法

試
料
準
備

準 備 方 法 非乾燥法、空気乾燥法 突 固 め 回 数

試料調整後含水比 wo  % 　
モールド

土 質 名 称

印測　 定 　者 

　

突 き 固 め 方 法 　 落 下 高 さ ㎝ 　 自然含水比　wn

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日

締固めた土、乱さない土 ラ ン マ － 質 量 ㎏ 　

様式　２６－１

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

Ｃ Ｂ Ｒ 試 験 （ 初 期 状 態 、 吸 水 膨 張 試 験 ）
（JIS A 1211、JGS 0721）
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（社）地盤工学会規格準用

ma　：（試料＋容器）質量

mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

mc ：容器質量
[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]
[1kN≒102kgf]

特記事項
ma-mb

w2= ×100
mb-mc

貫
入
試
験
後
の
含
水
比

容器ＮＯ．

w2

平均値 w2 %

w2 % %

mc g

w2 %

mc g

平均値 w2 %

mc g

平均値 w2 %

mb gmb g

貫
入
試
験
後
の
含
水
比

容器ＮＯ．
貫
入
試
験
後
の
含
水
比

容器ＮＯ．

ma g

mb g

12.5

ma g gma

12.5 12.5

10.0 10.0

7.5

10.0

7.5 7.5

5.05.0 5.0

4.04.0 4.0

3.03.0 3.0

2.52.5 2.5

2.02.0 2.0

1.51.5 1.5

1.01.0 1.0

0.50.5 0.5

00 0

読み
平均

荷重計
の読み

MN/㎡
kN1 2

読み
平均

荷重計
の読み

MN/㎡
kN1 2

読み
平均

荷重計
の読み

MN/㎡
kN1 2

　

貫 入 量 ㎜ 荷重強さ、荷重 貫 入 量 ㎜ 荷重強さ、荷重 貫 入 量 ㎜ 荷重強さ、荷重

　
kN/目盛

供 試 体 ＮＯ． 　 供 試 体 ＮＯ． 　 供 試 体 ＮＯ．

日 水 浸 容 量 kN 　 較 正 係 数
MN/㎡/目盛

㎏ 　

養 生 条 件
 日 空 気 中 荷　重　計　　ＮＯ． 　 貫入ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙの断面積 ㎠ 　

 

試 験 条 件 水浸、非水浸 貫入速さ ㎜/min 　 荷重板質量

印

（JIS A 1211、JGS 0721）

様式　２６－２

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 測　 定 　者 

Ｃ Ｂ Ｒ 試 験 （ 貫 入 試 験 ）
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5.0 7.5

ＮＯ．
標準荷重強さ

kN

（社）地盤工学会規格準用

10.0 12.5 標準荷重
13.4

0 2.5

特記事項

19.9
貫　　入　　量　　（㎜）

供  試  体

 

供  試  体

荷
重

強
さ

(M
N

/
㎡

）
、

荷
重

（
kN

)

１） スペーサーディスクの高
さを差引く。

[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]
[1kN≒102kgf]

貫入量mm 2.5

ＮＯ．

6.9 10.3
MN/㎡

  
ＮＯ．

 

　荷荷
　重
　強
　さ 重

 

供  試  体

平均ＣＢＲ　%

5.0

 

貫入量2.5mmにおけるCBR %
貫
入
試
験

試 験 後 の 含 水 比 w2 %

貫入量5.0mmにおけるCBR %

C  B  R %

乾 燥 密 度 ρ'd g/㎤

g/㎤

%

供　　試　　体　　ＮＯ．

後

膨 張 比 γe

平 均 含 水 比 w' %

吸
水
膨
張
試
験

前
含 水 比 w

乾 燥 密 度 ρd

%

内径　　㎝ 　 最大乾燥密度ρdmax  g/㎤ 　

高さ1)　　㎝ 　  　
養 生 条 件

 日空気中
モールド

 日  水  浸

　

試 験 条 件 水浸、非水浸 突固め層数 層 　 最適含水比 wopt % 　

% 　

試 験 方 法

試 料 の 準 備 方 法 非乾燥法、空気乾燥法 突固め回数 回/層 　 自然含水比 w %

突 固 め 方 法  落 下 高 さ ㎝ 　 空気乾燥前含水比

受注会社名

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日

　

測　 定 　者 印

土 質 名 称

様式　２６－３

（JIS A 1211、JGS 0721）
Ｃ Ｂ Ｒ 試 験 （ 室 内 試 験 結 果 ）

締固めた土、乱さない土 ランマ－質量 ㎏ 　

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日

荷重強さ、荷重－貫入量曲線 
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 最適含水比　wopt %

締固め度 %

 

ランマー質量 ㎏ 最大乾燥密度ρdmax  g/㎤

乾
　

燥
　

密
　

度
　

ρ
d 

（
g/

㎤
）

含　水　比　　w（%） Ｃ　Ｂ　Ｒ　（%）

特記事項

（社）地盤工学会規格準用

修正ＣＢＲ %

平 均 値 %

貫入量5.0mmにおけるＣＢＲ %

平 均 値 %

貫入量2.5mmにおけるＣＢＲ %

平 均 値 ρd g/㎤

乾 燥 密 度 ρd g/㎤

供 試 体 Ｎ Ｏ ． 　

突 固 め 回 数 回/層 （　　層） （　　層） （　　層）

様式　２７

修 正 Ｃ Ｂ Ｒ 試 験

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 測　 定 　者 印

乾燥密度－含水比曲線 乾燥密度－ＣＢＲ曲線 
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特記事項

MN/㎡

標準荷重　　kN 13.4 19.9

6.9 10.3

荷
重

強
さ

（
M

N
/
㎡

）
、

荷
重

（
kN

）

標準荷重強さ

[1kN≒102kgf]
[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]

（社）地盤工学会規格準用

10.0 12.5

貫　　入　　量　　（㎜）

0 2.5 5.0 7.5

N　O.
　強 測　点   　さ重 N　O.

%

貫入量mm 2.5 5.0
　荷荷 測　点   　重

貫入量5.0㎜におけるＣＢＲ

試 験 箇 所 の 含 水 比 w % 試 験 箇 所 の 含 水 比 w

%

%

貫入量5.0㎜におけるＣＢＲ %

ＣＢＲ % ＣＢＲ

 

%

貫入量2.5㎜におけるＣＢＲ % 貫入量2.5㎜におけるＣＢＲ

 

12.5  12.5

 

10.0  10.0

 

7.5  7.5

 

5.0  5.0

 

4.0  4.0

 

3.0  3.0

 

2.5  2.5

 

2.0  2.0

 

1.5  1.5

 

1.0  1.0

 

0.5  0.5

0.0  0.0

貫入量の読み ㎜ 貫入量の読み
の 平 均 値 ㎜

荷 重 計
の 読 み

荷重強さ,
荷重

MN/㎡,kN1 2

貫入量の読み ㎜ 貫入量の読み
の 平 均 値 ㎜

荷 重 計
の 読 み

荷重強さ,
荷重

MN/㎡,kN1 2

天 候kN/目盛

測　　　点　　ＮＯ． 測　　　点　　ＮＯ．

荷 重 計 容 量 kN
荷 重 計 の

較 正 係 数

MN/㎡/目盛

ジ ャ ッ キ の 種 類  ジ ャ ッ キ の 能 力 kN 反 力 装 置 の 種 類

㎡ 貫 入 速 度 ㎜/min貫入ｽﾋﾟﾝﾄ ﾞﾙ直径 ㎝ 貫入ｽﾋﾟﾝﾄ ﾞﾙ面積

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 印

（JIS A 1222）

様式　２８

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

測　 定 　者 

現 場 Ｃ Ｂ Ｒ 試 験

荷重強さ、荷重－貫入量曲線 
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様式　２９

（社）地盤工学会規格準用

道 路 の 平 板 載 荷 試 験
（JIS A 1215）

荷　重　強　さ　（kN/㎡）

沈
　

下
　

量
　

（
㎜

）

特記事項 Ks=p/S
[1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]
[1MN/㎥≒0.102kgf/㎤]

測　 定 　者 印

kN/㎡ 1 2 3 4 ㎜

地盤反力係数Ks MN/㎥

時　間
荷重計の読み 荷重強さp=KR 変位計の読み　㎜ 沈下量

R

kN/㎡/目盛 天 候

計算に用いた沈下量 S㎜ 荷 重 強 さ p kN/㎡

反 力 装 置 の 種 類

荷 重 計 容 量 kN
荷 重 計 の
較 正 係 数

K

載 荷 板 の 直 径 ㎝ ㎡

ジ ャ ッ キ の 種 類  ジ ャ ッ キ の 能 力 kN

載 荷 板 の 面 積 A

試験日　　平成　　年　　月　　日

工　事　名　 測定番号　 受注会社名

工　種　名　 測定場所　

載 荷 板 の 形 状 　

荷重強さ－沈下量曲線 
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φ= 　

せ
ん

断
強

さ
τ

 k
N

/
㎡

tanφ=

先行圧密応力に対するせん断強さ

τo= kN/㎡

注） 含水比の測定は含水量測定試験試
料は標準欄フルイ25.4㎜

垂直応力　σ　kN/㎡  による

粘 着 力 C= kN/㎡

せ　ん　断　強　さ　τ kN/㎡

内 部 摩 擦 角

せん断時の垂直応力 kN/㎡

ρ'd

飽 和 度 s'r=w'・Gs/e %

100+w'

間 隙 比 e'= Gs・ρ'w 　

乾 燥 密 度 ρ'd=
100・ρ't g/㎤

V'
含 水 比 w' %

湿 潤 密 度 pt=
m' g/㎤

供 試 体 質 量 m' g圧
密
後
の
状
態

供 試 体 体 積 V' ㎤

沈下量 ㎝

載荷（圧密）時間

圧
密
の
状
態

せん断時の垂直応力 σ kN/㎡

ρd

飽 和 度 sr=w・Gs/e %

100+w

間 隙 比 e= Gs・ρw -1

乾 燥 密 度 ρd=
100・ρt g/㎤

V
含 水 比 w %

湿 潤 密 度 pt=
m g/㎤

6

初
期
の
状
態

供 試 体 質 量 m g

供　試　体　番　号 1 2 3 4 5

供 試 体 初 期 体 積 V ㎤ 受注会社名

水 の 密 度 ρ w ｇ/㎤ 印測　 定 　者  

供 試 体 の 断 面 積

供 試 体 初 期 厚 さ ㎝ 土 粒 子 の 密 度 Gs

㎡ 先 行 圧 密 応 力 kN/㎡

㎜（kN/㎡/目盛）100

ｇ/㎤

試 験 機 の 型 換 算 係 数 kN/
1

試 料 　・乱さない　　・乱した せ ん 断 速 さ （載荷速さ　　　　　　　kN/㎡/min)

試 料 採 取 深 さ せ ん 断 力 測 定 用 ブ ル ー ビ ン グ リ ン グ ＮＯ

調 査 名 ・ 目 的 試 験 方 法 ：圧密排水・圧密非排水・非圧密非排水

試 料 番 号 せ ん 断 方 法 ：応力制御・ひずみ制御

様式　３０

土 の 直 接 せ ん 断 試 験

工　事　名 試 験 日 平成　　年　　月　　日

垂直応力－せん断強さ曲線 
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印

コーン底面積 A ㎡

較正係数 K N/目盛

天 候

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 qc=｛Qrd+(m0+ｎm1)9.81｝/1000/A

[1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]

深さ
m

qc    kN/㎡

0 500 1000 1500

貫入 速度 ㎝/s  最 終 貫 入 深 さ m

測定
深さ
m

ロッド
本数

n

荷重計
読み値

D

貫入力
Qrd=KD

N

コーン貫入
抵抗　qc

kN/㎡
記事

試 験 機 の 種 類 単管式、二重管式　 荷 重 計 容 量 N

ロ ッ ド 質 量 m1 kg  先端コーン質量m0㎏

受注会社名

試験日　　平成　　年　　月　　日

様式　３１

工　種　名　 測定場所　

工　事　名　 測定番号　

ポ ー タ ブ ル コ ー ン 貫 入 試 験
（JGS 1431）

測　 定 　者 
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+ρw ρs

突固め回数　　（回／層） [1kN≒102kgf]
[1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]

55 90 A

ρwυa=

10 25

コ
ー

ン
指

数
　

  
qc

(k
N

/
㎡

）

１） 突固め回数が１種類の場合は記
入の必要はない

Sr=
w

ρw/ρd-ρw/ρs

ρd=
ρt

1+w/100

（社）地盤工学会規格準用

qc=
Qc ×100

1001- w ×100ρd

特記事項

水の密度ρw　   ｇ/㎤

w=[(ma-mb)/(mb-mc)]×100

ρt=
m2-m1

V

コ ー ン 指 数 qc kN/㎡

平 均 貫 入 抵 抗 力 Qc N

10 ㎝

7.5 ㎝

5 ㎝

荷重計の読み 貫入抵抗力 荷重計の読み 貫入抵抗力 荷重計の読み 貫入抵抗力

%

コ
|

ン
指
数

貫入抵抗力
N

貫入量 荷重計の読み 貫入抵抗力

飽 和 度 Sr %

湿 潤 密 度 ρt g/㎤
供
試
体

（供試体＋モールド＋底板）質量　m2 g

乾 燥 密 度 ρd g/㎤

空 気 間 隙 率 υa

平　均　値　w %

w %

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g

ma g

含
水
比

容　　　器　ＮＯ．

容 器 質 量 mc g

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

Ｎ/目盛

突 固 め 回 数 回/層 10 25 55 90

モ
|

ル
ド

ＮＯ．

　 Ｎ

コーンの底面積 A ㎡ 3.24 （モールド＋底板）質量　m1 g 較正係数 K

ＮＯ．

土粒子の密度 ρs g/㎥ 容 量 V ㎤ 1000 容 量

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 測　 定 　者 印

荷
重
計

土 質 名 称 　 　

様式　３２

締 固 め た 土 の コ ー ン 指 数 試 験
（JIS A 1228、JGS 0716）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

コーン指数－突固め回数曲線１） 
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mc　：容器質量 [1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]

（社）地盤工学会規格準用

ma　：（試料＋容器）質量 P
σ= (1-ε/100)×10

mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量 Ao

　 　 　 　
特記事項 w=[(ma-mb)/(mb-mc)]×100 ε=(ΔH/H0)×100

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

ε% 　 P N σ kN/㎡
　 　 　 　 　 　

圧縮ひずみ 荷重計の読み 圧縮力 圧縮応力

ΔH ㎝ ε% 　 P N σ kN/㎡ ΔH ㎝

圧縮量 圧縮ひずみ 荷重計の読み 圧縮力 圧縮応力 圧縮量

　 　 　

平均値　w    % 平均値　w    %

　 　  w    %

　
 mc   g 　 　 　  mc   g 　 　 　

　 　 　  mb   g 　 　

　 　

　

　 供試体の破壊状況 　 供試体の破壊状況

　 　 　

容器ＮＯ．

 ma   g含

水

比

含

水

比

容器ＮＯ． 　 　
 ma   g 　 　

 w    % 　

 mb   g

平均高さ H0 ㎝ 　 質　 量 m   g 平均高さ H0 ㎝ 　 質　 量 m   g

　 断面積 A0 ㎠ 平均直径 D0 ㎝ 　 断面積 A0 ㎠

直    径 　

ＮＯ． 試料の状態供

試

体

ＮＯ． 試料の状態

直    径 　

高    さ 　

荷重計容量　　N

高    さ 　

供

試

体
平均直径 D0 ㎝

較正係数　K N/目盛荷重計容量　　N 較正係数　K N/目盛

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　 測　 定 　者 印

荷重計　　ＮＯ．ひずみ速度　%/min

様式　３３-１

土の一軸圧縮試験（初期状態、軸圧縮過程）
（JIS A 1216、JGS 0511）

荷重計　　ＮＯ． ひずみ速度　%/min
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様式　３３－２

（社）地盤工学会規格準用

圧
 縮

 応
 力

  
σ

(k
N

/
㎡

）

ＮＯ

圧 縮 ひ ず み　　ε(%) [1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]
[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]

供試体の
破壊状況

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

  

鋭 敏 比 St
1)  

εf %

変 形 係 数 E50
1) MN/㎡

破壊ひずみ

ε50

一軸圧縮強さ qu kN/㎡

E50=
2 /10 含 水 比 w %

qu
湿 潤 密 度 ρt

1) g/㎤

特記事項 １）必要に応じて記載する。 質 量 m g

ひずみ速度 %/min 直 径 D0 ㎝

塑性限界 wp
1) % 高 さ H0 ㎝

液性限界 wL
1) % 試 験 の 状 態

土質名称 供 試 体 Ｎ Ｏ ．

（JIS A 1216、JGS 0511）

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

土 の 一 軸 圧 縮 試 験 （ 強 度 ・ 変 形 特 性 ）

測　 定 　者 印工　種　名　

応力－ひずみ曲線 
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50

mc　：容器質量

mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

30 40 50

30 40

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 IP=WL-WP ma-mb ma　：（試料＋容器）質量
w= ×100

mb-mc

5 10 15 20 25

   落　下　回　数

w      %
液性限界 WL % 塑性限界 WP % 塑性指数 IP

含
水
比

容器　ＮＯ．

mc     g

mb     g

ma     g

mc     g

塑　性　限　界　試　験

含
水
比

w      %

ma     g
容器　ＮＯ．

mb     g

w      %

落 下 回 数

mb     g

mc     g

容器　ＮＯ．

ma     g

試料番号（深さ） 25

液　性　限　界　試　験

含
　

水
　

比
　

w
　

(%
)

落 下 回 数

含
水
比

5 10 15 20 25

   落　下　回　数

液性限界 WL % 塑性限界 WP % 塑性指数 IP

含
水
比

容器　ＮＯ．

mc     g

mb     g

w      %

ma     g

容器　ＮＯ．

塑　性　限　界　試　験

含
水
比

w      %

mc     g

mb     g

mc     g

落 下 回 数

w      %

ma     g

ma     g

mb     g

液　性　限　界　試　験

含
　

水
　

比
　

w
　

(%
)

落 下 回 数

含
水
比

容器　ＮＯ．

工　種　名　 測　 定 　者 印

試料番号（深さ） 25

様式　３４－１

土 の 液 性 限 界 ・ 塑 性 限 界 試 験 （ 測 定 ）
（JIS A 1205、JGS 0141）

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

流動曲線 

流動曲線 
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50

（社）地盤工学会規格準用

20 25 30 40
特記事項

5 10 15

  

  

   塑 性 指 数 Ip

   

   塑性限界 Wp %

   

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落下回数 含水比 w % 含水比 w %

  

  

試料番号（深さ）

   塑 性 指 数 Ip

   

   塑性限界 Wp %

   

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落下回数 含水比 w % 含水比 w %

  

  

試料番号（深さ）

  塑 性 指 数 Ip

   

含
　

 水
　

 比
　

 w
　

 (
%
)

   塑性限界 Wp %

   

 

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落下回数 含水比 w % 含水比 w %

  

  

試料番号（深さ）

   塑 性 指 数 Ip

   

50

   塑性限界 Wp %

   

10 15 20 25 30 40

試料番号（深さ）
落　下　回　数

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落 下 回 数 含 水 比 w % 含 水 比 w %
5

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　 測　 定 　者 印

様式　３４－２

土の液性限界・塑性限界試験（試験結果）
（JIS A 1205、JGS 0141）

流動曲線 
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様式　３５

（社）地盤工学会規格準用

msρs= ×ρw(T)
ms+(ma-mb)

特記事項 ρw(T)
ma= ×(m'a-mf)+mf

ρw(T')

平 均 値 ρs g/㎤

土 粒 子 の 密 度 ρs g/㎤

ms g

容 器 質 量 g

試 料 の
炉 乾 燥 質 量

容　　　　　器　　　　　ＮＯ．

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

温度T℃の蒸留水を満たしたときの（蒸
留 水 ＋ ピ ク ノ メ ー タ ー ） 質 量

ma g

T℃における蒸留水の密度 ρw（T） g/㎤

mbをはかったときの内容物の温度 T ℃

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター）質量 mb g

T'℃における蒸留水の密度 ρw（T'） g/㎤

m'aをはかったときの蒸留水の温度 T' ℃

（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m'a g

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量 mf g

ピ ク ノ メ ー タ ー Ｎ Ｏ ．

　
試　料　番　号　　（　深　さ　）

平 均 値 ρs g/㎤

土 粒 子 の 密 度 ρs g/㎤

ms g

g

試 料 の
炉 乾 燥 質 量

容　　　　　器　　　　　ＮＯ．

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量

温度T℃の蒸留水を満たしたときの（蒸
留 水 ＋ ピ ク ノ メ ー タ ー ） 質 量

ma g

T℃における蒸留水の密度 ρw（T） g/㎤

mbをはかったときの内容物の温度 T ℃

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター）質量 mb g

T'℃における蒸留水の密度 ρw（T'） g/㎤

m'aをはかったときの蒸留水の温度 T' ℃

（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m'a g

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量 mf g

試　料　番　号　　（　深　さ　）

ピ ク ノ メ ー タ ー Ｎ Ｏ ．

土 粒 子 の 密 度 試 験 （ 検 定 、 測 定 ）
（JIS A 1202、JGS 0111）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

工　種　名　 試料採取地点　 印測　 定 　者 
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様式　３６－1

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 ma-mb ma　：（試料＋容器）質量 mc　：容器質量
w= ×100

mb-mc mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

75

106

250

425

850

％ ％ ％μm ｇ ｇ ｇ ｇ

Σm（d） ×100 ×Pm１S m１S ms
（1－Σm（d）

）×100
ms－mosm（d） Σm（d）

２㎜ふるい通過分m1sのふるい分析（沈降分析を行わない場合）

ふるい 容器No. （残留試料＋
容器）質量

容器質
量

残留試料
質量

加積残留
試料質量

加積残留率 加積通過率P 通過質量百分
率P（d ）

2

4.75

9.5

19

26.5

37.5

53

g ％ ％

75

（1－ Σm（d）
）×100ms ms

mm g g g

加積残留率 通過質量百分
率P（d ）

m（d） Σm（d） Σm（d） ×100

ms－mos

ms

２㎜ふるい残留分mＯＳのふるい分析

ふるい 容器No. （残留試料＋容
器）質量

容器質量 残留試料質量 加積残留試料
質量

炉 乾 燥 質 量 m0s g

全試料の炉乾燥質量に対
する２㎜ふるい通過試料の
炉乾燥質量比

２ ㎜ ふ る い 通 過
試 料 の 炉 乾 燥 質 量

m1s=
m1

２㎜ふるい残留
分の水洗い後の
試料

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 g

容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量 g

g

全 試 料 の 炉 乾 燥 質 量 ms=
m

g g
1+w/100 1+w1/100

全 試 料 質 量 m g ２ ㎜ ふ る い 通 過 試 料 の 質 量 m1

g

容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量  g 容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量 g

（ 全 試 料 ＋ 容 器） 質量  g （２㎜ふるい通過試料＋容器）質量

平均値w % 平均値w1 %

w1 %w %

含
水
比

容器　ＮＯ．

g

mc g g

mb

g

全    試    料 ２㎜ふるい通過試料（沈降分析を行わない場合）

含
水
比

容器　ＮＯ．

mc

g

mama g

mb

土 の 粒 度 試 験 （ ふ る い 分 析 ）
（JIS A 1204、JGS 0131）

受注会社名

工　種　名　　 試料採取地点　 測　 定 　者 印

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日
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Ｌ
ｔ

様式　３６－２

T℃に対する水の粘性係数η　pa・s mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

mc　：容器質量

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 懸濁液の体積V=1000㎤ w=[(ma-mb)/(mb-mc)]×100

T℃に対する水の密度ρw　g/㎝3

75

ma　：（試料＋容器）質量

106

250

425

850

％ ％ ％

×P
m１S m１S ms

μm ｇ ｇ ｇ ｇ

Σm（d） ×100 （1- Σm（d）
）×100

ms－mos

加積残留
試料質量

加積残留率 加積通過率P 通過質量百分
率P（d ）

m（d） Σm（d）

ふるい 容器No. （残留試料＋
容器）質量

容器
質量

残留試料
質量

ふるい分析（沈降分析を行う場合）

1440

240

60

30

15

5

2

min r ｒ＋Cm 　T　℃ mm

1

mm

ms－mos
×Ｐgｎ（ρs－ρw） ms

％％

t 小数部分 Ｌ 30η ⑥× Ｆ M×（③＋F）

⑩

測定時間 経過時間 浮ひょうの読み 測定時
の水温

有効深さ 粒径d 補正係数 加積通過率Ｐ 通過質量百分率Ｐ（d）

沈降分析

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

1+w1/100 m1s ρs-ρw

M＝
V

・
沈 降 分 析 用 試 料 の
炉 乾 燥 質 量

m1s=
m1

g
ρs

ρw×100

ms沈 降 分 析 用 試 料 質 量 m1 g

容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量 g 全試料の炉乾燥質量に対する２㎜
ふるい通過試料の炉乾燥質量の
比

ms-mos

平均値w1 % 使用した分散剤、溶液濃度、溶液添加量

（沈降分析用試料＋容器）質量 g

含
水
比

メ ニ ス カ ス 補 正 値 Ｃmw1 %

mc g 浮 ひ ょ う ＮＯ．

mb g メ ス シ リ ン ダ ー ＮＯ．

ma g 分 散 装 置 の 容 器

塑 性 指 数 Ｉｐ

ＮＯ．

容器　ＮＯ．

２㎜ふるい通過試料 土 粒 子 の 密 度 ρs g/㎤

土の 粒度 試験 （２ ㎜ふ るい 通過 分分 析）
（JIS A 1204、JGS 0131）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

工　種　名　　 試料採取地点　 測　 定 　者 印
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特記事項

（社）地盤工学会規格準用

粗砂 中礫 粗礫粘土 シルト 細礫

19

10

0
0.001 0.010

0.005 0.075 0.250

様式　３６－３

測　 定 　者 

75

0.1 1.0 10 100

粒径（mm）
50

0.850 2 4.75

通
過

質
量

百
分

率
（
％

）

100

90

80

70

60

50

40

30

20

g/㎤

使用した分散剤、溶液
濃度、溶液添加量

土粒子の密度 ρs

曲 率 係 数 UC´

均 等 係 数 UC

mm

10 ％ 粒 径 D10 mm

mm

沈
降
分
析

30 ％ 粒 径 D30

   0.075    0.075 50 ％ 粒 径 D50

   0.106    0.106 60 ％ 粒 径 D60 mm

   0.250    0.250 最 大 粒 径 mm

   0.425    0.425 75μmふるい通過質量百分率 ％

   0.850    0.850 425μmふるい通過質量百分率 ％

％

   2    2 2㎜ふるい通過質量百分率 ％

   4.75    4.75 粘 土 分

％

シ ル ト 分 ％

中 砂 分 ％

  19   19 細 砂 分

粗 砂 分 ％

％

  53   53 細 礫 分 ％

％

  75   75 中 礫 分

  37.5

   9.5    9.5

通過質量百分率％ 粗 礫 分

  26.5   26.5

試料番号

ふ
る
い
分
析

粒径mm 通過質量百分率％ 粒径mm

  37.5

工　種　名　 試料採取地点　 印

工　事　名　

（深     さ）（深さ）

中砂細砂

土 の 粒 度 試 験 （ 粒 径 加 積 曲 線 ）
（JIS A 1204、JGS 0131）

試料番号

試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

粒径加積曲線 
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ρｔ ma-mbρｄ＝ w=

特記事項 1） 内径15㎝のモールドの場合はスペーサー
ディスクの高さを差引く。

2） モールドの質量は底板を含む。

×100
1+w/100 mb-mc

（社）地盤工学会規格準用

　 　　

含

水

比

容　　　器　　　ＮＯ．

容 器 質 量 mc g

w % 　

　 　 　 　

　

　

　 　 　

　 　（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g 　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g 　

　

　 　

　 　

　

　

　　

　

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g 　 　 　 　

　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g 　

　

　

　

容 器 質 量 mc

容　　　器　　　ＮＯ．

m2
2）

　

乾 燥 密 度 ρd g/㎤ 　 　 　 　

w

　

平 均 含 水 比

　

w

　

測　　定　　　　ＮＯ． ５

湿 潤 密 度 ρｔ

（ 試 料 + モ ー ル ド ） 質 量

　

　

　

６ ７

g 　 　 　

８

mc g 　

g

　

　

g/㎤ 　

%

%

　

　 　

容　　　器　　　ＮＯ． 　 　 　 　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g 　

　

　

　

　

　

乾 燥 密 度 ρd g/㎤ 　

　

　

　

平 均 含 水 比 w % 　

１

突固め層数

　

　

湿 潤 密 度 ρｔ g/㎤ 　

乾燥処理後

試料分取後 w0

w１ ％

m2
2） g 　

測　　定　　　　ＮＯ．

層

（ 試 料 + モ ー ル ド ） 質 量

含
水
比

２

土質名称

cm

cm3容量　V回/層突固め回数

試 料 の 使 用 方 法 繰返し法、非繰返し法 落下高さ cm

試 料 の 準 備 方 法 乾燥法、湿潤法 ランマー質量

試 験 方 法

　

　 　

モ
ー

ル
ド

内径

高さ１）

３

　

　

　 　

　 　

　

　

　

　

w %

g

　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb

容 器 質 量

g容 器 質 量 　　 　

　

　

　 　 　

　

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g 　

　

　

　 　

　

　

　

４

cm

質量　m1
2）

　 　

g

様式　３７－１

％

含

水

比

ma g

容　　　器　　　ＮＯ．

w %

受注会社名

工　種　名　 試料採取地点　 測　 定 　者 印

突 固 め に よ る 土 の 締 固 め 試 験 （ 測 定 ）
（JIS A 1210、JGS 0711）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日

kg

　

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

　

　

mc
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ゼロ空気間隙曲線の計算式

ρwρｄsat＝ ρw/ρs+w/100

（社）地盤工学会規格準用

乾
燥

密
度

　
ρ

d（
g/

㎤
）

含水比　w（％）

特記事項 1） 内径15㎝のモールドの場合はス
ペーサーディスクの高さを差引く。

乾 燥 密 度 ρd　g/㎤

6 7 8

平 均 含 水 比 w　　％

高さ１）cm

測　　定　　　　ＮＯ． 1 2 3 4 5

モールド
内径　cm

乾燥処理後 w１ ％ 突固め層数 層

試 料 の 準 備 方 法 乾燥法、湿潤法

含
水
比

試料分取後 w0 ％ 突固め回数 回/層

試 料 の 使 用 方 法 繰返し法、非繰返し法 落 下 高 さ cm 試料調製前の最大粒径㎜

ラ ン マ ー 質 量 kg

受注会社名

印

土粒子の密度ρs g/㎤

試料採取地点　 測　 定 　者 

試 験 方 法 土 質 名 称

様式　３７－２

突固めによる土の締固め試験（締固め特性）
（ＪＩＳ Ａ １２１０ 、 ＪＧＳ ０７１１）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　

乾燥密度―含水比曲線 最大乾燥密度 ρdmax g/㎤ 

最適含水比 wopt ％ 
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（アスファルト関係）

様式　３８

ア ス フ ァ ル ト 試 験 成 績 一 覧 表

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 印測　 定 　者 

　　　　　　分　　　　　　類

　　　　　　用　　　　　　途

　　　　　　製　造　会　社

　　　　　　密　　　　　　度 規
格

規
格

規
格

　　　（25℃/25℃）

　　　　　　軟　　化　　点　　　℃
規
格

規
格

規
格

針
入
度

（０℃．200ｇ．60秒） ※

（25．100．5）
規
格

規
格

（46．50．5） ※

規
格

伸
度

（25℃）cm ※

（5）cm ※

（15）cm
規
格

規
格

規
格

（10）cm ※

薄膜加熱重量変化　　　％
規
格

規
格

規
格

薄膜加熱後の針入度　　％
規
格

規
格

規
格

蒸発後の針入度比　　　％
規
格

規
格

規
格

三塩化エタン可溶分 規
格

規
格

規
格　　　　　　　　　　　　　　　％

引　　　火　　　点 規
格

規
格

※は分類につき3,000ton以上使用するものに行う。
　アスファルトメーカーが行った場合は日本道路協会規格による。

試験所名

規
格　　　　　　　　　　　　　　℃
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140sec

85sec

様式　３９

ア ス フ ァ ル ト の 粘 度 温 度 表

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　
300

印測　 定 　者 

250

200

最
適
舗
設
粘
度

セ
イ
ボ
ル
ト
フ
ロ
ー

ル
粘
度

150

混
合
粘
度

100
最
適
混
合
粘
度

90

80

70
sec

60

50

40
100 150 200

温 度 ℃

記 号 種 類 加 熱 温 度 混 合 温 度 舗 設 温 度

最
±

適
℃ ± ℃ ± ℃

温
±

度
℃ ± ℃ ± ℃

温現
±

場
℃ ±

±
度管

℃ ±
管

℃ ±

℃

℃

±℃

℃混 合 舗 設 間 温 度 低 下 推 定 ±
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様式　４０

粗 骨 材 試 験 成 績 一 覧 表 （ 砕 石 ）

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　

　

測　 定 　者 印

種 類

　 用 途 　

生 産 会 社 　

　　 産 地

　 原 石 種 類 　

　

粒
度

（
通
過
量
％

）

　　　　　　53 ㎜

　　　　　　31.5

　　　　　　26.5

　　　　　　37.5

　　　　　　13.2

　　　　　　19

　　　　　　 4.75

 　　　　　　9.5

　　　　　　 2.36

　 単 位 体 積 質 量 （標 準） ㎏/㎥

　 密 度

　 〃 （ 軽 装 ） ㎏/㎥

％

　 安 定 性 ％

　 す り へ り 減 量 ％

　 吸 水 率

　 洗い試験で失われる量 ％

％

　 軟 石 量 ％

　 〃 （ 箇 数 ） ％

　 細 長 、 扁 平 （ 質 量 ）

　
アルカリシリカ反応 試 験 結 果

　

試 験 方 法

総 試 料 質 量 ㎏

　 試 験 年 月 日 　

試験（JIS A 5308）

　 試 験 機 関 名 　
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様式　４１

細 骨 材 試 験 成 績 一 覧 表 （ 砂 ）

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 測　 定 　者 印

 種 類  

 用 途  

 

 〃 市 郡 町 村  

 産 地 河 川 名

 生 産 会 社  

粒
度

（
通
過
量
％

）

　　　　　　4.75 ㎜

　　　　　　0.6

　　　　　　2.36

　　　　　　0.15

　　　　　　0.3

　　　　　　Ｆ・Ｍ

　　　　　　0.075

 密 度  

㎏/㎥

 単 位 体 積 質 量 （標 準） ㎏/㎥

 安 定 性 ％

 〃 （ 軽 装 ）

 吸 水 率 ％

 

 洗い試験で失われる量 ％

 総 試 料 質 量 ㎏

 粒 形 判 定 実 績 率

 
アルカリシリカ反応 試 験 結 果

試験（JIS A 5308） 試 験 方 法

 試 験 年 月 日  

備　　考

 試 験 機 関 名  
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様式　４２

石粉及びスクリ ーニ ング ス試 験成 績一 覧表

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　

 

測　 定 　者 印

種 類

 
用 途

 

生 産 会 社
 

  
産 地

 
原 石 の 種 類

 

 

粒
度

（
通
過
量
％

）

　　　　　　9.5 ㎜

　　　　　　2.36

　　　　　　0.6

　　　　　　4.75

　　　　　　0.15

　　　　　　0.3

　　　　　　0.075

単 位 体 積 質 量 （標 準） ㎏/㎥

密 度

〃 （ 軽 装 ） ㎏/㎥

％

安 定 性 ① ％

す り へ り 減 量 ③ ％

吸 水 率 ②

0.075 通 過 分 の Ｐ ． Ｉ ． ④

％

加 熱 変 質 200 ℃ ⑤

浸 水 膨 張 ⑦ ％

フ ロ ー 試 験 ⑥

総 試 料 質 量 ㎏

は く 離 試 験 ⑧ ％

⑤は200℃　⑥はセメントモルタル用フローテーブルで15回落下200㎜の時の石粉に対する水の重量比

④～⑧は原石が石灰岩以外の石粉及び合成した場合の0.075通過分の1割以上がスクリーニングス0.075通過分で占める
場合のスクリーニングスの0.15通過分について行う。

注 ①～③はスクリーニングスのみとする。

試 験 年 月 日
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2
0

1
0 0

8
0

9
0

31.5

37.5

53.0

7
0

6
0

5
0

4
0

3
0

2
0

3
0

5
0

6
0

骨
材

粒
度

曲
線

表
（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
）

印
測

　
 定

 　
者

　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
  

0 1
0

工
　

事
　

名
　

受
注

会
社

名

試
験

日
　

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

⑦ ⑧ 例
種

類
、

産
、

用
途

凡 例

④ ⑤ ⑥
③① ②

残 留 量

0.075

0.15

0.3

0.6

4.75

13.2

19.0

26.5

4
0

粒
径

㎜

2.36

通 過 量 ％工
　

種
　

名
　

1
0
0

9
0

8
0

7
0様

式
　

4
3
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様式　44

合 材 粒 度 ふ る い 分 け 試験 及び 配合 比決 定例

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 印測　 定 　者

１．使用予定骨材のふるい分け試験結果

　ふるいの呼び寸法

(mm)
1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8.

2.使用予定骨材の配合百分率の決定

100

90

80

70

60

50

40

% 30

20

10

0
0.075 0.15 13.2 19.0

ふるい目の呼び寸法(mm)

0.3 0.6 2.36 4.75

通
過
質
量
百
分
率
 
 (  

) 
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様
式

　
4
5

7
0

8
0

工
　

種
　

名
　

工
　

事
　

名
　

受
注

会
社

名

骨
材

の
推

定
変

動
範

囲
（

細
骨

材
及

び
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

ス
）

6
0

5
0

3
0

0 1
0

2
0

3
0

4
0

配
合

設
計

に
用

い
た

値

9
0

5
0

6
0

範
　

囲

凡 例

① ②

③ ④

4
0

1
0
0

9
0

8
0

7
0

2.36

4.75

13.2

0

粒
径

㎜

0.075

0.15

0.3

0.6

印
測

　
 定

 　
者

　
  
  

19.0

試
験

日
 　

 平
成

  
　

　
年

  
　

　
月

  
　

　
日

2
0

1
0

残 留 量

通 過 量 ％

289



様式　46

骨 材 配 合 率 の 密 度 補 正

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 測　 定 　者 印

（記号）　　（合材種別）
（　　　）

 骨 材 種 類 計

 配 合 率 a 100

 密 度 b

 a     ×     b

-

100a×b
X100c

( c )

 
補 正 配 合 率
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（
記

　
号

）
　

　
　

（
合

材
種

別
）

（
　

　
　

　
）

　
　

　
3
7
.5

　
　

　
3
1
.5

X 配
合

率
通

　
過

　
量

原
粒

度

㎜

X 配
合

率
原

粒
度

原
粒

度
原

粒
度

X 配
合

率

　
　

　
1
3
.2

原
粒

度
X 配

合
率

X 配
合

率

　
　

　
 0

.0
7
5

　
　

　
 2

.3
6

　
　

　
 0

.6

　
　

　
 0

.3

　
　

　
 0

.1
5

　
　

　
 4

.7
5

工
　

種
　

名
　

工
　

事
　

名
　

受
注

会
社

名

　
　

　
5
3

合
　

　
成

粒
　

　
度

Σ
（
X
配

合
率

）
原

粒
度

X 配
合

率

骨
材

配
合

率
及

び
合

成
粒

度
（

室
内

試
験

）

測
　

 定
 　

者
　

試
験

日
 　

 平
成

  
　

　
年

  
　

　
月

  
　

　
日

指
定

粒
度

範
囲

印

様
式

　
4
7

  

  

骨
材

種
類

配
合

率
（

比
重

補
正

）

　
　

　
1
9

　
　

　
2
6
.5
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様
式

　
4
8

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
合

成
粒

度

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
指

定
範

囲

受
注

会
社

名

試
験

日
 　

 平
成

  
　

　
年

  
　

　
月

  
　

　
日

工
　

種
　

名
　

1
0
0

9
0

（
記

　
号

）
　

　
（
合

材
種

別
）

（
　

　
　

　
）

印
測

　
 定

 　
者

　

工
　

事
　

名
　

合
成

粒
度

曲
線

（
室

内
試

験
）

8
0

7
0

6
0

5
0

4
0

3
0

31.5

37.5

0.6

2.36

4.75

13.2

粒
径

㎜

19.0

26.5

通 過 量 ％

0.075

0.15

0.3

2
0

1
0 0
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摘
　

要
合

　
計

％

測
　

 定
 　

者
　

印

試
験

配
合

表
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
別

）

工
　

種
　

名
　

工
　

事
　

名
　

受
注

会
社

名

試
験

日
　

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

A

・
配

合
区

分
は

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
0
.5

％
又

は
0
.３

％
毎

に
区

分
す

る
こ

と

B C D E F

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
針

入
度

　
　

　
　

　
　

)

粗
骨

材
％

合 材 種 別

配
合

区
分

石
　

粉

％
％

細
骨

材
％

様
式

　
4
9

記
　

　
号

（
　

　
　

　
）

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
％
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様式　50-1

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 安 定 度 試 験
（マーシャル式・理論最大密度）

工　事　名 受注会社名

工　種　名　 測　 定 　者 印

 試 験 日       平成　　　　年　　　月　　　日　　　曜　　　天候

 試 験 日 の 状 態  
室　温　（℃） 湿　度　（％） 水　温　（℃）

 混 合 物 の 種 類  

理　論　最　大　密　度　の　計　算

骨 材 の 種 類 産   地   名 ① 配 合 比　（％） ②各骨材の比重 ③係　数
①

②

係　数　の　和＝④＝

乾　燥　骨　材　の　比　重＝
100

＝
④

⑩ 理 論 最 大 密 度

100

⑤ ア ス フ ァ ル ト ⑥ アスファルトの ⑦

⑥ 100

⑨⑧

⑤ ④(100-⑤)
⑨

混 合 率 （ ％ ） 比 重 ⑦+⑧

考 察
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ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

安
定

度
試

験
(マ

ー
シ

ャ
ル

式
)

試
験

日
 　

 平
成

  
　

　
年

  
　

　
月

  
　

　
日

様
式

　
5
0
-
2

供
試

体
番

号
厚

　
　

さ
　

　
（
ｃ
ｍ

）
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
率

（
％

）

突
固

め
回

数

試
験

の
温

度
条

件

工
　

事
　

名
　

④
－

⑤
ま

た
は

④
'－

⑤

⑭
④

⑧
⑨

受
注

会
社

名

⑪
①

②
③

工
　

種
　

名
　

質
　

量
　

（
g）

密
度

（
g/

c
㎥

）

実
測

⑫

4

⑧
④

'
⑤

⑥
⑦ ⑥④

マ
　

　
ー

　
　

シ
　

　
ャ

　
　

ル
　

　
安

　
　

定
　

　
度

　
　

試
　

　
験

　
　

結
　

　
果

2
3

平
均

1

表
乾

⑦
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

比
重

⑨
＋

⑩

空
げ

き
率

（
％

）

安
定

度
（
kN

）
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
容

積
率

（
％

）

②
　

x　
⑦

⑩
⑬

ゲ
ー

ジ
の

読
み

⑨

1
0
0
－

1
0
0

　

理
論

水
中

容
積

（
ｃ
㎥

)

　

フ
ロ

ー
値

（
1
/
1
0
0
c
m

）

　
（
℃

)
（
℃

)
混

合
温

度

空
中

実
測

値

　

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
加

熱
温

度
（
℃

)
（
℃

)
　

飽
和

度
（
％

）

骨
材

の
加

熱
温

度

印

締
固

め
温

度

測
　

 定
 　

者
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2
.3

7
5
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.3

5
0

2
.3

2
5

2
.3

0
0

2
.2

7
5

2
.2

5
0

2
.2

2
5

9
0
0

6
0
0

 

9
0

8
5

8
0
0

7
0
0

4
0
0

5
0
0

8
0

7
0  

▲
▲

1
6

▼

2
1
5

▼

7 注
）
：
上

記
の

基
準

値
の

線
は

密
粒

度
の

1
例

を
示

し
て

い
る

の
で

、
合

材
種

類
が

異
な

る
場

合
は

、
「
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
要

綱
」
に

よ
り

適
宜

置
き

換
え

る
こ

と
。

6 5

4
0

1
7

空
 隙

 率
  
(%

)
フ

ロ
ー

値
 (
1
/
1
0
0
㎝

)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
容

積
率

 (
%
)

A
S
量

見
掛

け
密

度
(g

/
㎤

)
安

 定
 度

 (
kg

)

7
5

(記
　

　
号

)　
　

　
　

　
(合

材
種

別
)

(　
　

　
　

　
）

試
験

結
果

図
表

工
　

事
　

名
　

工
　

種
　

名
　

受
注

会
社

名

飽
 和

 度
 (
%
)

1
0
0
0

印
測

　
 定

　
 者

様
式

　
5
1

4 3
2
0

3
0
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様式　52

マ ー シ ャ ル 試 験 に よ る 基 準 ア ス フ ァ ル ト 量

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 測　 定 　者 印

（記　号）　（合材　種別）
（　　　　）

 安 定 度

 フ ロ ー 値

 空 隙 率

 飽 和 度

5.5 6.0 6.5 7.0 %

 許 容 範 囲

 ア ス フ ァ ル ト 量
4.0 4.5 5.0

注　：　1. それぞれの範囲を で示し、端部にアスファルト量の数値

を付記する。

許容範囲は4項をすべて満足する範囲を で示し、端部

にアスファルト量の数値を付す。

2. 上表の基準値は、密粒度の1例、種別が異なる場合は「アスファルト

2

舗装要綱」による。

基準アスファルト量A

許容範囲の最大値　① 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ％

注　： アスファルト混合物の一般的な配合設計では、所要の性状を満足し切れない特殊条件
のある場合は、現地の実情、過去の実績を勘案して①～Aの範囲で適宜決めること。
  なお、「特殊条件」とはアスファルト舗装要綱による「特殊条件」のことである。

　　　　〃　　最小値　② 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ％

A= ［
①＋②

］ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ％
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様式　53

フィーダ、ホットビン、ミキサーの骨材の粒度試験

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 印測　 定 　者  

午前　　　　　時　　　　　分

試験日　　平成　　　　年　　　　　月　　　　　日
試料採取時刻

午後　　　　　時　　　　　分

骨材の産地又は製造会社名

合成
粒度

各
フ
ル
イ
目
の
通
過
質
量
百
分
率
及
び
配
合
率
％

       53
       37.5
       31.5
       19.0
       13.2
        9.5
        4.75
        2.36
        0.6
        0.3
        0.15
        0.075
      31.5
      19.0
      13.2
        9.5
        4.75
        2.36
        0.6
        0.3
        0.15
        0.075

100

90

粒
　
度
　
曲
　
線
　
図

通
過
質
量
百
分
率

（
％

）

80

70

60

2.36

50

40

30

20

10

0
0.075 4.75 10 13.2 19.00.15 0.3 0.6 31.5 53

粒　径　(mm)

骨材の種類 
通過ふるい  
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様式54

粗 骨 材 の す り へ り 試 験
(JIS A 1121)

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 測　 定 　者 印

　 試 験 日 平成 年 月 日 曜 天候

　 試 験 日 の 状 態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　） 水　温　（℃） 乾燥温度　（℃）

　 　 　 　

　 試 料

とどまるふるい
(mm)

通るふるい
(mm)

各群の質量
（ｇ）

各群の質量
百分率（％）

粒度区分 球の数 回転数
①　試験前の
試料の質量(g)

2.5

2.5 5

5 10

10 15

15 20

20 25

25 40

40 50

50 60

 

60 80

合　　　　計 100.0

(g)

②試験後1.7mmふるいにとどまった試料の質量

(%)①

考 察

(g)

 ④すりへり減量
③

ｘ100

 ③すりへり損失質量　①‐②
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様式　55

ア ス フ ァ ル ト の 抽 出 試 験

工 事 名

工 種 名 舗 装 箇 所

試 料 番 号 受 注 会 社 名

試 験 日 平成　　　年　　　　月　　　　日 測 定 者 　　　　　　　　　　　　　　　　印

アスファルト抽出試験結果 (焼却法） （加圧濾過法)

採　取　時 採取時 採取時
試　　　　験 試　験 試　験

抽出前の試料
の質量       g

①
抽出液全容積
　　　　　　　cc

⑦
加圧前のロ紙
の質量　      g

⑦

抽出前の口紙
の質量       g

②
焼却前の蒸発
皿の質量　  g

⑧
加圧後の残留
物質量        g

⑧

抽出骨材質量
                 g

③
焼却後の蒸発
皿の質量　  g

⑨
加圧後のロ紙
の質量        g

⑨

抽出後のロ紙
の質量       g

④
石粉の質量
　　　　　　    g

⑩
ロ紙付着石粉
質量           g

⑩

口紙付着石粉
の質量       g

⑤ ④－②

⑩＝⑨－⑧　　⑪＝⑩ｘ
⑦

⑩＝⑨－⑦　　⑪＝⑧＋⑩

抽出液中の石
粉の質量    g

⑪
抽出液中の石
粉質量        g

⑪

⑥＋⑪

抽出全骨材質
量              g

⑥ ③＋⑤

①

100

抽出残留物(骨材)の粒度分布

通
過
質
量
百
分
率

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10

全骨材質 量 g
⑫

アスファルト混
合率　　　％ ⑭

⑬

アスファルト量
g ⑬

①－⑫

0.3 0.6 2.36 4.75

　備考

（％）

13.2 19.0 31.5

粒径(mm)
抽出残留物のふるい分け結果

採取時

試　験

0.075 0.15

ふ る い 目
(mm)

各ふるい残
留質量　 g

各ふるい残
留百分率％

累加残留
百分率％

累加通過
百分率％

各ふるい残
留質量   g

各ふるい残
留百分率％

累加残留
百分率％

累加通過
百分率％

   53
   31.5
   19.0
   13.2
    4.75
    2.36
    0.6
    0.3
    0.15
    0.075

0.075以下

300



様式　56

路 面 の 平 坦 性 試 験 表 （ 標 準 偏 差 ）

　 工 事 名 　
　 測 定 車 線 　

　 測定器の種類 　

　 施 工 地 名 　
市 町

郡 村
　 測 定 年 月 日 　 　　年　　　　　　月　　　　　　日　

　 受注会社名 　 　 測 定 者 　 　　　　　　　　　　　　　　　　印

標
準
偏
差
の
計
算

d2の値

R1+R2+R3・・・・・・Rn
グループの大きさ d2

R =
n 6 2.53

7 2.70

R
8 2.85

σ =
d2 9 2.97

10 3.08

グループ 範囲（R) グループ 範囲（R) グループ 範囲（R) グループ 範囲（R) グループ 範囲（R)

2. 測定方法は「アスファルト舗装要綱」による。

注） 1. 測定値を作成したのち本表で標準偏差を求める。
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　項 目 備　　考

　 　No.                               　～No.

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 印測　 定 　者 

プ ル ー フ ロ ー リ ン グ 試 験

天 候 　 測 定 面 の 含 水 状 況

　 事　　　　　　項

　

　載 荷 車 　 　型 式 　

　試 験 区 間

予備載荷回数 　 回 　

　接 地 圧 　

本載荷速度 　 km/h

No.

試　　験　　結　　果

　載 荷 状 況 　 　

No.

様式57

異
常
箇
所
の
処
置

No. No.

No.No. No. No.

視
察
記
事

No. No.

視
察
展
開
図

No. No.

No.No.
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様式　58-1

（品質管理関係）

2.33 0.58 2.11

記
入
要
領

１． 「項目名」はコンクリート（セメントの物理試験）、道路工（含水量試験）等の品質
特性を記入する。

２．

工 事 名

工 種 名 （ 名 称 ）

項目名（品質特性）

「月日」の欄は測定年月を記入する。
3 1.69 1.02 2.57

３． 「番号」の欄はSTA又はロット番号である。
4 2.06 0.73 2.28

４． 「測点」の欄は当該測点番号を記入する。
5

d2 A2 D4

2 1.13 1.88 3.27

ｎ

小 計

（注）
記
　
事

１． 管理限界線の引直しは、5-5-10-20-20方式
による。

２． 21組から40組までは別のデータシートに記
入する。以下、20組ごとに同様とする。

小計     

作 成 者

X

間 隔

印

印

累 計

平 均 X

小 計

R

20

19

18

 

17

16

7

  

15

11

14

 

13

12

10

小計

9 平 均 X R

累 計

6

8

  小 計

1

2

4 平 均 X R

小計   

5

R

累 計

ΣX

3

平均値 範囲

X R
月日 測　点

組番
の号

測　　定　　値

X1 X2 X3

作 業 機 械 名
+ -

計

日 標 準 量

資
料

大 き さ

X ‐ R 管 理 デ ー タ シ ー ト

設 計
基準値

Ａ

規格値
限　界

測　定
単　位

上限 下限

測 定 者

受注会社名
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2.57

「測点」の欄は当該測点番号を記入する。
5

「月日」の欄は測定年月を記入する。

0.73 2.28
４．

2.33

1.13

1.02

「項目名」はコンクリート（セメントの物理試験）、道路工（含水量試験）等の品質
特性を記入する。

２．

ｎ

1.693
「番号」の欄はSTA又はロット番号である。

4

1.88

（注） １． 管理限界線の引直しは、5-5-10-20-20方式による。

２． 21組から40組までは別のデータシートに記入する。以下、20組ごとに同様とする。

１．

2記
入
要
領 2.06

3.27

小 計

特
記

0.58 2.11

３．

d2 A2 D4

小計  

R

 累 計

平 均 X

 

 

作 成 者項目名（品質特性）

 

 

測 定 者

 

 

 

工 種 名 （ 名 称 ）

 

 

工 事 名

 

受注会社名

印

印

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ΣX

 

平均値 範囲

 

X R
月日 測　点

組番
の号

測　　定　　値

X1 X2 X3

計

作 業 機 械 名

日 標 準 量

資
料

大 き さ

間 隔

様式　58-2

設 計
基準値

Ａ

規格値
限　界

測　定
単　位

上限 下限

+ -

X ‐ R 管 理 デ ー タ シ ー ト
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1
.管

理
図

は
、

別
紙

X
-
R

管
理

デ
ー

タ
シ

ー
ト

か
ら

記
入

す
る

。
2
.記

事
欄

に
は

、
異

常
原

因
、

そ
の

他
必

要
事

項
を

記
入

す
る

。
注

）

記
事

X R

組
の

番
号

作
業

機
械

名

測
定

単
位

測
定

方
法

名
称

様
式

　
5
8
-
3

品
質

特
性

X
-

R
管

理
図

設
計

基
準

値

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

受
注

会
社

名

現
場

代
理

人

測
定

者

下
限

値

試
料

間
隔

印

工
事

名

日
標

準
量

上
限

値
規

格
値

限
界

事
業

所
名

印

期
間

自 至

大
き

さ
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３．以下、最近20個（平均値　x　を1個とする）のデータを用い、次の10個に対する管理限界とする。

注） １．規格限界、設計基準値は設計図書に定められた値を記入する。
２．管理限界線の引直しは5-3-5-7-10-10-10方式による。

（備考）　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理限界計算のための予備データの区間を示す。
上記の管理限界を運用する区間を示す。

印

印

印

5 2.33 2.11 1.29

4 2.06 2.28 1.46

3 1.69 2.57 1.77

記　事 n d2 D4 E2

2 1.13 3.27 2.66

小計 小計

累計

平均 X = Rs = Rm =19

18

D4・Rm =

17

D4・Rs =

16

X±E2・Rs =

15

14

20

小計 小計

Rs=X =
13

平均

累計

D4・Rm =

Rm =12

D4・Rs =

11

X±E2・Rs =

10

9

小計

Rm=
小計 累計

平均 X = Rs =

D4・Rs =                 D4・Rm =

8

X±E2・Rs =

7

6

小計 小計

累計
X = Rs= Rm=

Rm

4 平均

X Rs3

D4・Rm =
2

1

5

移 動 範 囲
Rs

測 定 値 内
の 範 囲

Rm

X±E2・Rs =

D4・Rs =

測 定 者

月日
試験
番号

測 定 値
計
Σ

a b c d

平 均 値
X

現 場 代 理 人

測 定 単 位

設 計 基 準 値 作 業 機 械 名 作 成 者

下 限 値 間 隔

規格
限界

上 限 値
試料

大 き さ

日 標 準 量

測定
期間

自 年　　月　　日

受 注 会 社 名

品 質 ・ 特 性 事 業 所 名 至 年　　月　　日

名 称 工 事 名

様式59-1

X-Rs-Rm 管 理 デ ー タ シ ー ト
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２．以下、最近20個（平均値　x　を1個とする）のデータを用い、次の10個に対する管理限界とする。

注） １．管理限界線の引直しは5-3-5-7-10-10-10方式による。

（備考）　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理限界計算のための予備データの区間を示す。
上記の管理限界を運用する区間を示す。

5 2.33 2.11 1.29
4 2.06 2.28 1.46
3 1.69 2.57 1.77
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n d31 D4 E3
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X

様式59-2

X - Rs - Rm 管 理 デ ー タ シ ー ト の ２
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